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設置の趣旨等を記載した書類 

 

 

 

１ 設置の趣旨及び必要性 

 

（１）設置する理由及び必要性 

①グローバル・コミュニケーション学群の設置に至る社会的背景 

現代の社会において，グローバル人材の育成が急務であることは各界で広く認識され

ている。産業・経済が急速に高度化，グローバル化していく中で，豊かな語学力やコミ

ュニケーション力を持ち，異文化を理解し，国や社会を越えて国際的に活躍できるグロ

ーバル人材の育成・確保の重要性はますます高まっている。このグローバル人材の育成

は，教育界全体で取り組むべき喫緊の課題であり，初等中等教育段階では，英語教育の

拡大強化や高度化等，小・中・高等学校を通じた英語教育全体の抜本的充実が図られて

いる。一方，大学においては，単に外国語能力を身につけた人材を育成するのではなく，

深い教養を身につけ，コミュニケーション能力と課題解決力の両方を持ち合わせた人材

の育成が求められている。 

国策によるグローバル人材の育成として，平成 20 年７月に「留学生 30 万人計画」の

骨子が策定された。その趣旨には，「日本をより開かれた国とし，アジア，世界との間の

ヒト，モノ，カネ，情報の流れを拡大するグローバル戦略を展開する一環として，2020

年度を目途に留学生受け入れ 30 万人を目指す。」と明記されている。この計画の主たる

目的は，大学の国際競争力を高め，優れた外国人留学生を戦略的に獲得することにあり，

文部科学省ほか関係省庁による総合的かつ有機的な取組となっている。また，グローバ

ル化を推進する大学への支援も始まっている。 

まず，平成 21年度には，「大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業」，いわゆ

る「グローバル 30」を実施し，日本人学生と外国人留学生が切磋琢磨する環境の中で国

際的に活躍できる高度な人材の育成を図る大学への支援を始めた。さらに平成 23年度か

らは，「大学の世界展開力強化事業」を開始し，国際的に活躍できるグローバル人材の育

成と大学教育のグローバル展開力の強化を目指し，質の保証を図りながら，日本人学生

の海外留学と外国人学生の戦略的受け入れを行うアジア，米国，欧州等の大学との国際

的な教育連携の取組の支援を行っている。 

加えて，平成 25年６月の「教育振興基本計画（閣議決定）」において，「グローバル化」

が重要なテーマとして位置づけられた。本基本計画には，グローバル化が進む中で，未

来の社会を創造できる人材を育成することが教育の使命であり，グローバル社会で求め

られる力を身につけた中核的・専門的人材を確保する必要があると明記されている。 
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これらの方針や政策を受けて，平成 26年度には，「スーパーグローバル大学創成支援」

として，我が国の高等教育の国際競争力の向上及びグローバル人材の育成を図るため，

世界トップレベルの大学との交流や連携を実現，加速するための人事，教務システムの

改革や，学生のグローバル対応力育成のための体制強化等といった，国際化を徹底して

推し進める大学を重点的に支援する取組を開始した。 

国策によるこれら一連の取組から見えてくるものは，グローバリゼーションの中にお

ける我が国の発展と世界に通用する大学づくりであることが分かる。 

 

②桜美林大学の沿革とグローバル・コミュニケーション学群の設置に至る経緯，設置す

る理由・必要性 

学校法人桜美林学園では，「学校法人桜美林学園寄附行為」第３条第１項において，「こ

の法人は，教育基本法及び学校教育法に基づき基督教主義により男女青少年に知識技能

を授け，人格教育を行い，国家及び世界のため貢献する有益な人材を育成することを以

って目的とする。」と定めている。 

  また，本法人の設置校である桜美林大学（以下「本学」という。）では，法人の目的に

沿って，「桜美林大学学則（以下「本学学則」という。）」第１条において，「桜美林大学

は，教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い，豊かな人間性を涵養するため幅

広い知識を授けるとともに，専門学芸の研究と教育を行い，キリスト教精神に基づいた

教養豊かな識見の高い国際的人材を育成することを目的とする。」と定めている。 

これらは，創立者・清水安三の人と思想に基づいており，本学学則第１条については，

建学の精神にもなっている。 

清水は滋賀県の膳所中学校在学時に洗礼を受け，同志社大学神学部卒業後，宣教師と

して中国・北京に渡った。そして，大正 10年，北京市の朝陽門外に「崇貞学園」を開設

し，貧困地域の中国人女子を対象とした教育を開始した。その後，中国人女子だけでは

なく，朝鮮半島や日本の生徒たちも学ぶようになるが，清水は，国籍によって分け隔て

をすることなく，それぞれのアイデンティティを尊重した教育を行い，人が育つ場とし

て，700人もの生徒が学ぶまでの学校に発展した。発展した理由は様々にあるが，その一

例を以下に紹介する。 

崇貞学園では様々な国籍を有する子どもたちが学んでいたが，第二次世界大戦という

最中にあっても，清水は日本語を強要することなく，授業時間以外には母語の使用を禁

ずることなく暗黙のうちに認めていた。また，教師も生徒も寝食をともにし，生徒たち

が食事を作る際は，それぞれの国で食されているものを自由に作らせ，それを教員と生

徒全員で食べることを常としていた。そのため，崇貞学園に学ぶ子どもたちは，周囲の

他の学校とは明らかに違い，生き生きとした姿が見られる学校であったと言われている。 

清水は子どもたちに常 「々いずれ戦争が終わり，みんなそれぞれの国に帰る時が来る。

そのときに，母国の言葉が分からないというのでは苦労をするであろう。また，今から
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中国や朝鮮，日本のたくさんの文化に触れ合っておくことで，将来必ず国を越えて手を

携えるときがくる。その時は架け橋となる人間になってほしい。」ということを伝えてい

た。清水は崇貞学園の当時から，将来必ず「国際化」，そして「グローバル化」が到来す

ることを想定した教育を実践していたのである。 

中国・北京の地で開設した崇貞学園はその後，日本の敗戦によって中国政府に接収さ

れ，清水は無一文で日本に引き揚げなければならなかった。そして帰国すると，戦争に

より荒廃した日本の地を目のあたりにし，新たな教育を再開することを決意する。 

一面野原が広がり，そして桜の木々が美しく咲き誇る場所であった東京・町田の地に，

清水は「桜美林学園」を設立した。終戦直後の昭和 21年のことである。以来，桜美林は，

キリスト教精神に基づき，どのような環境にあっても常に希望を有し，国や文化，人種

を越えて多様な価値に対応できる国際的な人材を育てるための教育に勤しむ学校として

発展してきた。 

桜美林学園設立後の主な歩みは，次のとおりである。 

昭和 41年度 桜美林大学（文学部英語英米文学科，中国語中国文学科）を開学 

昭和 43年度 経済学部経済学科を開設 

昭和 47年度 経済学部に商学科を増設 

平成元年度 国際学部国際学科を開設 

平成９年度 経営政策学部ビジネスマネージメント学科を開設 

平成 12年度 
文学部に言語コミュニケーション学科，健康心理学科，総合文化学科

を増設 

平成 17年度 総合文化学群（現「芸術文化学群」）を開設 

平成 18年度 
健康福祉学群，ビジネスマネジメント学群ビジネスマネジメント学類

を開設 

平成 19年度 リベラルアーツ学群を開設 

平成 20年度 ビジネスマネジメント学群にアビエーションマネジメント学類を増設 

 

主な特徴として，英語と中国語の言語学・文学を基盤としながら，経済学や商学，国

際学へと展開してきたことが挙げられる。さらには，ビジネスや芸術文化，健康科学や

福祉といった教育研究領域へと発展，拡大してきた。 

近年の大きな特徴は，「学部・学科制」から日本の私立大学で初となる「学群制」に移

行したことである。学群制の基本的な考え方は，中央教育審議会が平成 17年１月に答申

した「我が国の高等教育の将来像」における大学の「機能別分化」に基づいている。本

学においては，機能別分化した各学群を「クラスター・カレッジ」と呼び，それぞれの

教育研究の特色や個性を出せるようにした。このクラスター・カレッジを，「リベラルア

ーツ系」のリベラルアーツ学群と「プロフェッショナルアーツ系」の芸術文化学群，ビ

ジネスマネジメント学群，健康福祉学群に分類し，前者は「総合的教養教育」を，後者



- 4 - 

 

は「幅広い職業人養成」及び「特定の専門的分野（芸術，体育等）の教育・研究」を推

進する体制とした。これにより，幅広くユニークな教育研究を行うことができる組織を

維持している。 

学群制を整備する中で常に主眼を置いてきたことは，「国際的人材の育成」ひいては「グ

ローバル人材の育成」である。 

今回の新学群構想は，第三のクラスター・カレッジとして，「グローバル教育系」の学

群を展開していくものである。これは開学以来，本学が培ってきた教育資源やノウハウ等

を十分に活用するものであり，また，時代や社会の変化・求めに対して，機能別分化を推

し進めてきた本学が高等教育機関としての使命を果たすものである。故に，既存の二つの

クラスター・カレッジに加え，グローバル教育系としての新たなクラスター・カレッジと

なる本学群を設置，展開していくことは極めて自然な流れであり，社会の求める人材の育

成と一致しているといっても過言ではない。 

 

（２）人材養成目的及び教育研究上の目的 

①グローバル・コミュニケーション学群の人材養成目的 

グローバル・コミュニケーション学群で養成する人材は，高度な外国語コミュニケー

ション能力を基盤として,様々な問題に対処できる幅広い知性と専門的な能力を持ち合

わせ，グローバル社会に貢献するためのリーダーシップを発揮できる人間である。グロ

ーバル企業や国際機関，外資系企業をはじめ，海外進出している日本企業，あるいは政

府機関や地方公共団体の中で，中核的・専門的な働きを為す人材を育成することを目指

している。 

具体的には,直面する問題や課題に対し，多角的な視野と知識を基に思考と分析を行い，

実行可能な解決策を提示できる人材，あるいは，さまざまな環境の中で複雑な事象を具

体的かつ論理的に説明・説得するための高いコミュニケーション能力を持つと同時に，

能動的に課題解決を行うリーダーシップを併せ持つ人材の育成を目標としている。これ

らの能力を有した人材は現代の社会が求めている人材であり，社会の中の様々な業種，

職種で広く受け入れられるものと確信している。 

本学群で養成する人材像を端的に示すと，次の通りとなる。 

１）語学に長け， 

２）コミュニケーション能力が高く， 

３）分析や創造を伴う思考力と，問題解決に向けた計画力や実行力を有し， 

４）国や文化を越えたグローバルな協働のために，リーダーシップを発揮できる人材 

なお，想定する卒業後の主な就職先としては，グローバル企業，国際機関，外資系企

業をはじめ，商社，金融業，製造業，教育機関，公務員等である。 

 

②グローバル・コミュニケーション学群の教育研究上の目的 
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上記「①グローバル・コミュニケーション学群の人材養成目的」を達成するための教

育研究上の目的は，次の通りである。 

「外国語教育を基本とし，国際語としての英語，又は，外国語としての中国語や日本語

を修得する中で，言語の構造や機能，及び当該言語が話されている社会や文化を深く研

究し，日本と世界を比較対照できる識見を培いながら，協働活動を通してグローバルリ

ーダーシップの基礎基本を修養できる教育を行う。」 

具体的な教育方法の特徴は，次の５点である。 

１）国際語としての英語，外国語としての中国語や日本語を高い実用レベルで修得で

きる教育を行う。 

２）当該言語が話されている社会に留学するプログラムを実施し，地域文化を学ばせ

る。 

３）日本文化について，日本語のみならず英語や中国語でも理解可能とするカリキュ

ラムを設置する。 

４）学生生活を営む中で，外国人留学生とともにグローバル社会の構造を修得させる。 

５）イノベーションやリーダーシップのプロジェクトを通して協働力を高めさせる。 

 

（３）組織として研究対象とする学問分野 

本学群が組織として研究対象とする中心的な学問分野は，①言語学，②コミュニケーシ

ョン学，③比較文化学である。具体には次の通りである。 

言語学分野においては，英語学，中国語学，日本語学を対象とする。次に，コミュニケ

ーション学分野においては，一般的なコミュニケーション学を基礎に，英語コミュニケー

ション，中国語コミュニケーション，日本語コミュニケーションの内容を研究対象とする。

比較文化学分野においては，英語圏地域，中国，日本を主とした地域文化研究を対象とす

る。リーダーシップやグローバルな協働力の教育については，言語，コミュニケーション，

比較文化の集大成，かつ学際的な領域として教育する。 

 

（４）教育研究上の数量的・具体的な到達目標 

本学群の学生が修得する具体的到達目標は，以下の通りである。 

【学群の共通到達目標】 

・高い実用レベルでの外国語能力の修得。 

・グローバル社会で通用するコミュニケーション能力の修得。 

・主体性を持ったリーダーシップを発揮できる能力の修得。 

 本学群では学修体系の専修として，「英語特別専修」「中国語特別専修」「日本語特別専修」

「グローバル教養専修」の４つを設ける。 

英語特別専修では，定量的には卒業時までにＴＯＥＦＬ®（ｉＢＴ）67 点以上及びＴＯＥ

ＩＣ®710点以上並びにＩＥＬＴＳ™5.0程度の語学力の修得を目標とし，定性的には英語圏
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地域の地域文化理解をもとに高度な内容でコミュニケーションができることを目標とする。

中国語特別専修では，定量的には卒業時までに中国語検定２級又は新ＨＳＫ（漢語水平考

試）５級の修得を目標とし，定性的には中国語圏地域の地域文化理解をもとに高度な内容

でコミュニケーションができることを目標とする。日本語特別専修では，定量的にはＪ－

ＴＥＳＴ実用日本語検定準Ａ級又はＢＪＴビジネス日本語能力テストＪ１レベルの修得を

目標とし，定性的には日本文化の理解を基に高度な内容でコミュニケーションができるこ

とを目標とする。グローバル教養専修では，２言語以上の一般レベルの外国語能力の修得

及び日本，英語圏地域，中国語圏地域の地域文化理解をもとに，多言語でコミュニケーシ

ョンができることを目標とする。 

 

 

 

２ 学部・学科等の特色 

 

本学は，リベラルアーツ学群，芸術文化学群，ビジネスマネジメント学群，健康福祉学

群の４つの学士課程組織を有する私立大学である。前述したように，大きな特徴は，日本

の私立大学において初めてとなる「学群制」を採用していることである。機能分化した大

学作りの考え方に基づき，本学では各学群を「クラスター・カレッジ」と位置づけ，それ

ぞれの教育研究の特色や個性を出せるよう工夫している。 

今回設置するグローバル・コミュニケーション学群は，「グローバル教育系」という新た

なクラスター・カレッジとしての学群に位置づけている。 

また，中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」（平成 17 年１月）で提言され

た７つの機能のうち，主として「３．幅広い職業人養成」及び「４．総合的教養教育」を

行う機能を有する学群である。 

 

（１）グローバル・コミュニケーション学群の特色 

本学群の特色は「外国語教育を基本とし，国際語としての英語，または，外国語として

の中国語や日本語を修得する中で，言語の構造や機能，及び，当該言語が話されている社

会や文化を深く研究し，日本と世界を比較対照できる識見を培いながら，協働活動を通し

てグローバルリーダーシップの基礎基本を修養できる教育等を行う」ことであり，これを

教育研究上の目的としている。 

また，まとまった学修の体系として４つの専修（「英語特別専修」「中国語特別専修」「日

本語特別専修」「グローバル教養専修」）を設ける。本学では，「専修」を「専ら中心に学ぶ

学問領域」と位置づけていることから，各専修には定員を設けず，学生の希望に応じて配

置できるようにしている。さらに，いずれの専修も外国語による履修が中心となっている

ことから，英語，中国語，日本語の「特別専修」という形で学修の体系化を図っている。
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なお，原則一つの言語のトラックで学修を進めるが，例えば，言語を越えた学修を行う学

生や，２言語の学修を目指す学生の要望等にも応えることを可能とするため，「グローバル

教養専修」というトラックも設けることとしている。 

さらに，本学群が行う教育の要素は①「語学」，②「グローバル・スタディーズ」，③「リ

ーダーシップ」，④「留学」の４点である。 

 

①「語学」 

「入学時の語学力から卒業時の語学力までの上達度」「各種語学力試験のスコア等が保

証する一定レベルの語学力」「言語に関する構造や機能，及び言語文化等，言語学や文学

に関する専門的な理解」の３つを柱とする。これらを実現するために，「基礎」，「演習」，

「特別演習」，「コミュニケーション」のカテゴリーで多面的かつ体系的なカリキュラム

を編成する。 

 

②「グローバル・スタディーズ」 

「日本の社会や文化に関する理解」と「グローバル社会の発展に関する重要なテーマ」

について学ぶ。講義は英語や中国語で開講する。日本の文化，芸術，歴史，宗教等の概

論を通して，広く日本を学ぶことによって視点を確立すると同時に，世界にも目を向け，

異文化理解，経済，経営，政治，ジェンダー等，重要なテーマについて理解を深める。

母語のみならず，英語や中国語，外国語としての日本語で議論できるように，語学力を

高めながら言語や文化の異なる学生とともに学修する仕組みとする。 

 

③「リーダーシップ」 

「グローバリゼーション」「イノベーション」「リーダーシップ」という３つのコンセ

プトを中心に学ぶ。まず，「グローバリゼーションと社会」「イノベーションとリーダー

シップ」「論理的思考とコミュニケーション」「数的理解と統計」等の基幹科目を通して

リーダーシップの基礎基本を学びながら，語学や留学，グローバル・スタディーズで知

識，技能，教養を高める。その後，「グローバル・リーダーシップ・セミナー」でグルー

ププロジェクトを遂行し，国や文化を越えた協働力を養うとともに，「インターンシップ」

や「フィールド・スタディ」で経験を積み，実力を身につけさせる。 

 

④「留学」 

本学群の学生は，入学から２年次前半までのインテンシブな語学学習を行った後，原

則として２年次後期（又は３年次前期）から１学期間「留学」する。本学は米国や中国

に現地事務所を有している他，世界各地に留学提携校を有しており，学生が安心して留

学できるシステムを既に整えている。また，本学群の目的にカスタマイズした留学プロ

グラムを準備している。留学先での学修によって修得した単位は，卒業に必要な単位と
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して 20単位まで認定する仕組みを整えている。 

本学群における留学は，養成する人材像である，「語学に長け，コミュニケーション能

力が高く，分析や創造を伴う思考力と，問題解決に向けた計画力や実行力を有し，国や

文化を越えたグローバルな協働のために，リーダーシップを発揮できる人材」となるた

めに，留学は教育課程の重要なプログラムとして位置づけている。外国の大学において

学修しながら五感で世界を感じ取り，価値観や慣習の差異を肌身で受け止めてくること

はグローバル人材の育成には欠かせないステップである。より充実した留学のためには

留学前にインテンシブな語学学習が必要であり，留学を通じて学んだことを留学後の履

修に役立てることでグローバル人材の育成が完成する。その重要なプロセスとして留学

を位置づけている。 

 

 

 

３ 学部・学科等の名称及び学位の名称 

 

（１）学群の名称及び学類の名称 

 今回，新たに設置する学群及び学類の名称は，次の通りとする。 

学群の 

名 称 
グローバル・コミュニケーション学群 College of Global Communication 

学類の 

名 称 
グローバル・コミュニケーション学類 Department of Global Communication 

 

（２）当該名称とする理由 

 グローバル・コミュニケーション学群の養成する人材像及び教育研究上の目的を達成す

るため，国際語としての英語や中国語，そして外国語としての日本語を高い実用レベルで

修得させ，当該言語が話されている国や社会に留学することによりその地域文化を自らの

五感すべてを駆使して学ぶ。さらに，留学後は日本文化や社会について日本語のみならず

英語や中国語でも理解し，留学生とともにグローバル社会の構造を学び，かつイノベーシ

ョンやリーダーシップに関するプロジェクトを通して協働力を高めることで，グローバル

リーダーシップの基礎基本を修養した人材を輩出する。このような教育課程の特色を表す

に相応しい名称として，「グローバル・コミュニケーション学群」とする。 

また，１学類のみの設置としていることから，学群名称と学類名称は同様の名称とし，「グ

ローバル・コミュニケーション学類」とする。 

 なお，学群及び学類の英訳名称については，日本語によるそれぞれの名称を端的に表し，

かつそれぞれの名称の国際的な通用性を鑑みた結果，上記の通りとする。 
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（３）学位に付記する専攻分野の名称 

 学位に付記する専攻分野の名称は，次の通りとする。 

学位の 

名 称 

学士 

（グローバル・コミュニケーション） 

Bachelor of Arts  

in Global Communication 

 

（４）当該名称とする理由 

 語学に長け，コミュニケーション能力が高く，分析や創造を伴う思考力と，課題解決に

向けた計画力や実行力を有し，国や文化を越えたグローバルな協働のために，リーダーシ

ップを発揮できる能力を発揮できる人材に対して授与するに相応しい学士の名称として，

「学士（グローバル・コミュニケーション）」とする。 

 なお，学位の英訳名称については，日本語による学士の学位に付記する専攻分野の名称

を端的に表し，かつ学士の学位の国際的な通用性を鑑みた結果，上記の通りとする。 

 

 

 

４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

 

（１）教育課程編成の特色 

①科目区分の設定及び理由，教育課程編成上の工夫 

グローバル・コミュニケーション学群では，グローバル人材の育成に最適な教育課程

を編成する。そのために，科目区分として「学群指定科目」「語学技能科目」「グローバ

ル・スタディーズ科目」の大区分を設ける。 

まず，学群指定科目は，本学群の教育目的の基礎となる科目を中心に置き，本学群の

学生が共通して履修する科目群とする。次に，語学技能科目には「英語コミュニケーシ

ョン科目群」「中国語コミュニケーション科目群」「日本語コミュニケーション科目群」

の小区分を設け，各外国語の運用能力とそれに伴う言語文化的知識や技能を養成するた

めの科目を置く。さらに，グローバル・スタディーズ科目には「日本文化系科目群」「グ

ローバル社会系科目群」の小区分を設ける。これらの科目区分は，語学，コミュニケー

ションとリーダーシップを基軸とする本学群の教育目標の達成のために設けるものであ

るが，さらに留学を課すこととする。 

具体には，１年次に「グローバル・コミュニケーション入門」「外国語修得法」を必修

として，本学群における４年間の学修の方法を修得させる。学生は，英語，中国語，日

本語（日本語を母語としない学生のみを対象）のいずれかを入学後に選択し，当該言語

の各語学科目を集中的に履修させ，高い語学力を養う。同時に，世界情勢の把握，そし

てリーダーシップマインドの養成を行い，正解のない問いに対して一定の解決が導ける

ような普遍的思考力を身につけさせる。２年次にはさらなる語学科目を履修させること
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により，その後の海外の大学での学びに十分対応できるよう，能力を養成する。 

原則として２年次後期（又は３年次前期）に１学期間留学させ，前述の学群指定科目，

語学技能科目等で養成した能力を，実際にグローバルな環境で活用する経験を積ませる。

留学では，単に海外の大学での履修を目的とするだけではなく，地域奉仕活動等も行う。

文化や価値観の大きく異なる外国人に囲まれたコミュニティに属することは想像以上の

カルチャーショックを与えられることとなる。これはまさに本学群が目的とするグロー

バル人材育成の核心部分であり，時に挫折を覚え，時にこれまでにない発見や喜びを経

て，本学の建学の精神にもある「国際的人材（International Character）」へと本格的

に成長する。 

帰国後は，留学の経験を糧に，各自の学びの必要性や興味・関心，さらには卒業後の

就職や大学院への進学等の希望進路分野に応じて，グローバル・スタディーズ科目から

の履修，自専修の外国語能力のさらなる錬成，あるいは他専修等の外国語能力の獲得等

を行う。このように，基底となる学修，語学学習，海外留学，社会との繋がりという学

びの体系を経て，本学群で養成する人材像である，「語学に長け，コミュニケーション能

力が高く，分析や創造を伴う思考力と，問題解決に向けた計画力や実行力を有し，国や

文化を越えたグローバルな協働のために，リーダーシップを発揮できる人材」となり，

幅広い社会での活躍を可能とするグローバル人材を育成し，社会に輩出する。 

 

②各科目区分の科目構成及び理由，配当年次等 

１）学群指定科目 

学群指定科目は 15科目より構成している。必修科目である「グローバル・コミュニケ

ーション入門」では，言語における音韻や音声，語彙や文法はもちろんのこと，言語の

機能的な側面や文化的価値観等外国語によるコミュニケーションに必要な総合的理解力

を養成する。同じく必修科目の「外国語修得法」では，言語構造や認知科学的アプロー

チ等を紹介しつつ，様々な学説を比較対照しながら，母語以外の修得方法を考察する。

単に外国語の文法や単語を修得させるだけではなく，コミュニケーションとは何か，文

化的背景はどのようなものかを学修させることで，本学群での学びの礎を築きあげる。 

選択必修科目では，「グローバリゼーションと社会」「イノベーションとリーダーシッ

プ」「論理的思考とコミュニケーション」「数的理解と統計」を置いている。これらの科

目は，世界情勢の全体動向の把握，リーダーシップマインドの養成，正解のない問いに

対する普遍的かつ論理的思考力の養成，そして文科系の学生に不足している数学的能力

の錬成という４本の柱で構築している。平成 20 年 12 月の中央教育審議会「学士課程教

育の構築に向けて（答申）」では，学士力に関する主な参考指針が示され，「１．知識・

理解（文化，社会，自然等），２．汎用的技能（コミュニケーションスキル，数量的スキ

ル，問題解決能力等），３ 態度・志向性（自己管理力，チームワーク，倫理観，社会的

責任等），４．総合的な学習経験と創造的思考力を身につけることが求められる」と提言
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しているが，正にこれに合致した構成となっている。上記４科目のうち，３科目６単位

を修得することを卒業要件としている。 

このほか，「自己実現とキャリアデザイン」は単なる就職活動のテクニカル論にとどま

らない，幅広いキャリアを入学時から考察する科目として配置する。また，３年次以上

の配当科目として，２年間の学びと１学期間の留学経験がよりブラッシュアップできる

よう，「グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ・Ⅱ」「インターンシップ」「フィール

ド・スタディ」「キャリアデザインⅠ・Ⅱ」の科目を設定している。 

「グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ・Ⅱ」は様々な企業や団体のリーダーの

多様な事業事例に焦点をあてて，理論と実際の具体的な乖離について学んだ上で，リー

ダーとして取るべき行動や構成員を導いて事業を成功させる方法，その過程で起こりう

る問題の解決方法等について，ディスカッションやプレゼンテーションを行うとともに，

グループワークによる実践を通じて学修する。「インターンシップ」では，事前学習で意

義や目的を理解させた上で企業や団体で実際に就業体験を行い，就業観を養うとともに，

ビジネスマナーや業界の予備知識等を身につけさせ，実習後には報告書を提出させる。

「フィールド・スタディ」では，学生の主体的な問題意識によって課題発見を行うこと

を目的とし，事前計画書の提出と教員による指導に基づき個別に実地調査等を行い，調

査後は研究レポートを指導教員に提出させる。「キャリアデザインⅠ・Ⅱ」は卒業後の進

路選択について自らの意思決定に必要な情報収集の方法や具体的な就職活動の情勢を学

び，業界研究やグループディスカッション，面接対応等の学びへと深化していくことで,

自己や社会への理解を深める。 

 

２）語学技能科目 

語学技能科目は 65科目より構成している。語学技能科目には前述の通り，英語コミュ

ニケーション科目群，中国語コミュニケーション科目群，日本語コミュニケーション科

目群の小区分を設けている。２年次後期（又は３年次前期）からの留学を前提とした，

外国での大学教育にも十分対応できる能力を身につけさせる。 

 

ａ）英語コミュニケーション科目群 

英語特別専修及びグローバル教養専修では，１年次に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英

語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」の４科目 16 単位を履修させる仕組みとしており，十分な学習量

と学習時間を確保している。この科目では，様々なテーマを通して４技能（読む・書

く・話す・聞く）を上達させる。国際化が進む社会に対応できる英語の基本を大学初

年次に養うようデザインしている。英語力を向上させ，英語に対する自信を深め流暢

さを身につけることを目的とする。 

その上で習熟度別の「初級英語演習」「中級英語演習」「上級英語演習」を配置して

いる。習熟度別に初級，中級，上級の３レベルで編成し，４技能（読む・書く・話す・
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聞く）の修得に加え，ディスカッション，時事問題，文化，社会，アカデミック・ス

キル，ＴＯＥＦＬ®やＴＯＥＩＣ®等の検定試験対策等をテーマとした様々なクラスを

用意している。学生各自の目的や興味，関心に応じてこれらのクラスから複数を選択

し，履修することを可能としている。例えば，リーディングは上級クラス，スピーキ

ングは初級クラスを履修すること等を可能とし，学生各自の能力や目的に応じた英語

能力を養成する。 

このほか，「英語特別演習Ⅰ」「英語特別演習Ⅱ」を設けている。入学時において優

れた英語力を有する学生を対象としており，英語における語彙や文法，音韻等の基礎

構造を正しく理解した上で，特に，ジャンルごとの特徴に応じた英語のスタイルを意

識しながらその修得を目指す。具体的には，リサーチペーパーやエッセイ，ジャーナ

ル，アーティクル等の相違を理解し，原因と結果，比較対照，定義，相関等の論理構

造の運用力を高める。Ⅰはその基礎編であり，ⅡはⅠに続く応用編として設定してい

る。 

「英語コミュニケーションＡⅠ」「英語コミュニケーションＡⅡ」は，様々なスピー

チに焦点をあてて，その機能や特徴を理解し，高いレベルの修得を目的とする。ＡⅠ

はその基礎編であり，ＡⅡはＡⅠに続く応用編として設定している。政治政策的なス

ピーチ，ビジネスにおけるプレゼンテーション，セレモニーにおけるスピーチ等，具

体的な事例を取り上げながら，その基礎を修得し，演習を重ね，実践的な力を修得さ

せる。 

「英語コミュニケーションＢⅠ」「英語コミュニケーションＢⅡ」は，様々なライテ

ィングに焦点をあてて，その機能や特徴を理解し，高いレベルの修得を目的とする。

ＢⅠはその基礎編であり，ＢⅡはＢⅠに続く応用編として設定している。事実や意見，

主張を整理したり，部分と全体を構成したりする基礎的な理解から，論文やエッセイ，

記事やジャーナル等，ジャンルに応じたスタイルを修得させる。さらに，デジタルネ

ットワーク上のコンポジションについても考察する。 

「実践英語Ａ～Ｊ」は語学技能の上位科目である。各科目の目的を細分化し，母語

話者とのコミュニケーションに必要な４技能（読む・書く・話す・聞く）における高

次のスキルを養成する科目を用意している。また，ビジネスや学術に必要とされる「コ

ンポジション」や「テクスト制作」「デジタルメディア作成」の技能習得，「翻訳」の

知識技能の養成を行う科目も設定する。さらには，「アカデミックスキル」「リサーチ

スキル」を養成する科目もあり，これは学校法人桜美林学園中期目標に定めている「常

により高いレベルを目指すように導き、半数程度はいずれかの時点で大学院への進学

を志向する教育を実践する」に根ざしたものである。また，留学プログラムによって

派遣先で修得した単位の認定を行う際に，対象となる科目である。 

 

ｂ）中国語コミュニケーション科目群 
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   中国語特別専修では，１年次に「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語

ⅡＢ」の４科目 16単位を履修させる仕組みとしており，十分な学習量と学習時間を確

保している。この科目は，中国語の発音や基礎文法とともに４技能（読む・書く・話

す・聞く）の伸ばしていくための基礎を固めつつ，実用会話を修得させる。これに加

え，中国語の声調及び発音表記である「拼音字母」の修得にも注力する。異文化理解

を深めるためのコミュニケーション能力向上を重視し，授業ではテキストで学習した

表現を「覚える」だけでなく，「使う」ことに重きを置く。 

その上で習熟度別の「初級中国語演習」「中級中国語演習」「上級中国語演習」を配

置する。実際の場面での言語運用能力を高めることを目的とする。聞く，話す，読む，

書くという技能を個別に高めたり，生活，文化，社会，ビジネス等，特定のテーマに

取り組むことで，技能を総合的に高めたりする授業である。初級，中級，上級の演習

科目を用意し，個々の能力や興味関心に応じた授業を展開する。基本的な言語構造の

理解と，実際の場面における実用の技能を並行して高める。 

   このほか，「中国語特別演習Ⅰ」「中国語特別演習Ⅱ」を設けている。既に基礎的な

中国語力を有する学生を対象としており，中国語における語彙や文法，音韻等の基礎

構造を正しく理解した上で，特に，ジャンルごとの特徴に応じた中国語のスタイルを

意識しながらその修得を目指す。具体的には，論文やエッセイ，ジャーナル，アーテ

ィクル等の相違を理解し，原因と結果，比較対照，定義，相関等の論理構造の運用力

を高める。Ⅰはその基礎編であり，ⅡはⅠに続く応用編として設定している。 

   「中国語コミュニケーションＡⅠ」「中国語コミュニケーションＡⅡ」は，様々なス

ピーチに焦点をあてて，その機能や特徴を理解し，高いレベルの修得を目的とする。

ＡⅠはその基礎編であり，ＡⅡはＡⅠに続く応用編として設定している。政策的なス

ピーチ，ビジネスにおけるプレゼンテーション，セレモニーにおけるスピーチ等，具

体的な事例を取り上げながら，その基礎を修得し，演習を重ね，実践的な力を修得す

る。 

「実践中国語Ａ～Ｊ」は語学技能の上位科目である。各科目の目的を細分化し，母

語話者とのコミュニケーションに必要な４技能（読む・書く・話す・聞く）における

高次のスキルを養成する科目を用意している。また，ビジネスや学術に必要とされる

「コンポジション」や「テクスト制作」「デジタルメディア作成」の技能習得，「翻訳」

の知識技能の養成を行う科目も設定する。さらには，「アカデミックスキル」「リサー

チスキル」を養成する科目もあり，これは学校法人桜美林学園中期目標に定めている

「常により高いレベルを目指すように導き、半数程度はいずれかの時点で大学院への

進学を志向する教育を実践する」に根ざしたものである。また，留学プログラムによ

って派遣先で修得した単位の認定を行う際に，対象となる科目である。 

 

ｃ）日本語コミュニケーション科目群 
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日本語特別専修は日本語を母語としない，主として外国人留学生を対象とした専修

である。１年次に「日本語ⅠＡ」「日本語ⅠＢ」「日本語ⅡＡ」「日本語ⅡＢ」の４科目

16 単位を履修させる仕組みとしており，十分な学習量と学習時間を確保している。こ

の科目は，非日本語母語話者の学生として他の学生とともに授業に参加し，勉学を進

め，交友を深めるために必要な知識と技能の基礎の修得を目指す。必要な語彙や表現，

文法等を，専門，社会，生活等に関わる言語素材を通して学びつつ，講義の聞き取り，

ノートの取り方，専門書の読解，レポートの作成，発表等，専門の学習に必要な技能

を修得させる。また，周囲との円滑なコミュニケーションをはかるための日本語力を

養う。これにより得た知識を個別の目標に添った実践で運用することができるよう，

担当教員が十分な学習支援とアドバイスを行う。 

   その上で習熟度別の「初級日本語演習」「中級日本語演習」「上級日本語演習」を配

置する。音韻音声，語彙，文法，話し言葉，書き言葉，場面に応じたコミュニケーシ

ョン等，言語の構造的な側面や，実際の運用上の特徴，文化や社会との関係，目的に

応じた日本語等，個々の学習者の多様な目的を達成するために準備している科目であ

る。初級，中級，上級とレベル分けし，それぞれの目的を達成できるように授業を準

備している。 

   このほか，「日本語特別演習Ⅰ」「日本語特別演習Ⅱ」を設けている。既に基礎的な

日本語力を有する学生を対象としており，日本語における語彙や文法，音韻等の基礎

構造を正しく理解した上で，特に，ジャンルごとの特徴に応じた日本語のスタイルを

意識しながらその修得を目指す。具体的には，講演やスピーチ，論文やエッセイ，ジ

ャーナル等，ジャンルの相違を理解し，原因と結果，比較対照，定義，相関等の論理

構造の運用力を高める。Ⅰはその基礎編であり，ⅡはⅠに続く応用編として設定して

いる。 

「日本語コミュニケーションＡⅠ」「日本語コミュニケーションＡⅡ」は，様々なス

ピーチに焦点をあてて，その機能や特徴を理解し，高いレベルの修得を目的とする。

ＡⅠはその基礎編であり，ＡⅡはＡⅠに続く応用編として設定している。政策的なス

ピーチ，ビジネスにおけるプレゼンテーション，セレモニーにおけるスピーチ等，具

体的な事例を取り上げながら，その基礎を修得し，演習を重ね，実践的な力を修得さ

せる。 

「日本語コミュニケーションＢⅠ」「日本語コミュニケーションＢⅡ」は，文字言語

に焦点をあてて，その機能や特徴を理解し，高いレベルの修得を目的とする。ＢⅠは

その基礎編であり，ＢⅡはＢⅠに続く応用編として設定している。事実や意見，主張

を整理したり，部分と全体を構成したりする基礎的な理解から，論文やエッセイ，記

事やジャーナル等，ジャンルに応じたスタイルを修得させる。デジタルネットワーク

上のコンポジションについても考察する。 
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３）グローバル・スタディーズ科目 

グローバル・スタディーズ科目は 32科目より構成し，２年次から履修することを可能

としている。日本の文化・歴史・思想，世界の経済や国際政治，ジェンダー等について，

英語と中国語による授業を展開する。本学群の特色である外国語教育を基本とし，国際

語としての英語，又は，外国語としての中国語や日本語を修得する中で，当該言語が話

されている社会や文化を深く研究し，日本と世界を比較対照できる識見を培うことを目

的とする。 

例えば，グローバル教養専修の学生が２年次に「比較文化論」を英語クラスで学び，

その後に修得した中国語を活用して同一科目の中国語クラスで学ぶことも可能とする。

同一科目を複数の言語で履修することにより，両外国語の語彙や文法上の差異，両外国

語の習熟度を客観的に把握することを容易にし，学修の深化や複数の外国語能力を獲得

する等，日本の大学にいながらにして「生きたグローバル感覚」の醸成を行う。また，

これらの科目は，同時に本学へ来日する短期留学生の開講科目にもするため，教場では

日頃から外国人留学生と学びをともにする。 

  

４）留学 

  グローバル・コミュニケーション学群の養成する人材像を具現化するために，留学は

教育課程の重要なプログラムとして位置づけている。外国の大学において学修しながら

五感で世界を感じ取り，価値観や慣習の差異を肌身で受け止めてくることはグローバル

人材の育成には欠かせないステップである。より充実した留学のためには留学前にイン

テンシブな語学学習が必要であり，留学を通じて学んだことを留学後の履修に役立てる

ことでグローバル人材の育成が完成する。その重要なプロセスとして留学を位置づけて

いる。このため，本学群の学生に，原則として２年次後期（又は３年次前期）に１学期

間の留学を課す。なお，留学先で修得した科目については可能な範囲で単位認定を行う

ものとする。以下，具体の単位認定の方法について記載する。 

留学先の大学において修得した科目は，グローバル・コミュニケーション学群の授業

科目として単位認定を行う。語学技能科目又はグローバル・スタディーズ科目に配置し

ている「実践英語Ａ～Ｊ」「実践中国語Ａ～Ｊ」「国際教養研究Ａ～Ｄ」が対象の科目に

該当する。 

 

 

 

５ 教員組織の編成の考え方及び特色 

 

（１）教員配置の考え方 
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本学では，「専修」を「専ら中心に学ぶ学問領域」と位置づけている。グローバル・コミ

ュニケーション学群では４専修を設けるが，基本となるのは言語別の３専修，「英語特別専

修」「中国語特別専修」「日本語特別専修」である。これに加えて，言語を越えた学修を行

う学生や，２言語の学修を目指す学生に対応するべく「グローバル教養専修」を設ける。

基本となる３専修と，複合的な１専修を加えた４専修の学群としている。 

本学群の専任教員は 22 人で，大学設置基準第 13 条に規定されている必要専任教員数 13

人（教授７人以上）を上回る配置となっている。これは，語学とリーダーシップを教育の

柱とする学群の性質上，少人数によるきめ細やかな教育を行う体制を整える必要性からで

ある。履修指導に当たっては，専任教員全員が「アカデミック・アドバイザー」（いわゆる

担任）として学生一人ひとりを担当する仕組みとしている。 

また，大学設置基準上の大学全体の収容定員に応じ定める専任教員数は本学では 70人で

あるが，下表の通り本学全体で必要専任教員数の 1.5倍以上の専任教員数を配置しており，

幅広い教養教育を実施できる体制を構築している。 

大学全体 
大学設置基準上の 

必要専任教員数 

本学の 

専任教員数 

各学部組織の必要専任教員数計 104人 
合わせて 266人 

大学全体の収容定員に応じ定める専任教員数 70人 

計 174人 266人 

 

本学群の教育課程は①学群指定科目，②語学技能科目，③グローバル・スタディーズ科

目の３つの区分に分けて科目を配置している。学生の多くは１つの外国語を中心に専ら学

修しながら，グローバル人材に必要なリーダーシップを身につけるという体系で学ぶ。本

学群の専任教員はこれらの区分に偏ることなく授業科目を担当する配置としている。 

さらに，本学群の教育課程の特徴は「語学」，「グローバル・スタディーズ」，「リーダー

シップ」，「留学」から構成していることであり，これら４つの分野に適切に教員を配置し

ている。 

学生がどの言語の専修を選択するかによって語学系科目と留学は区分されるが，「グロー

バル・スタディーズ」「リーダーシップ」の分野は本学群の全学生を対象に実施する科目・

プログラムであるため，専修に偏ることなく専任教員が担当する。 

 

（２）適切な教員配置計画 

本学群では，各専修に定員は設けていない。学生が学修を進める過程において，入学後

にどの外国語を中心に専ら学修していくかに重きを置いているためである。 

下表にある各専修の専任教員数は，どの程度の学生数までであれば十分な質を保って教

授することができるかに基づいている。大まかな内訳として１学年あたり，英語特別専修

は約 180 人程度，中国語特別専修は約 50 人程度，日本語特別専修は約 50 人程度までであ
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れば，十分な質を保った教育を行うことが可能とした教員配置としている。中国語を学修

する学生は大半が初修者であることや，日本語を学修する学生は日本語を母語としない外

国人留学生であることといった，英語特別専修のように中等教育段階までに十分に英語教

育を受けてきた学生とは対象が異なってくる。また，授業だけでなく，履修指導や学生生

活指導等までも円滑に実施することも踏まえている。上記のように学生数の合計が入学定

員を超えている理由は，各専修の学生数が前後しても十分に教育の質を担保して対応でき

るよう考えたものであり，学生数の合計は入学定員となる。これらを踏まえても大学設置

基準に定める必要専任教員数を大きく超える編成としたことにより，各専修の専任教員は

バランスよく配置することができている。 

グローバル教養専修は，言語を越えた学修や２言語の学修を目指す学生の要望等に応え

ることを可能とする専修である。学修を進める過程で学生の希望や意欲，適性等を勘案し

ていくこととしている。本専修に該当する学生は上記３つの各専修で対応することとして

いるため，本専修に専任教員は配置しない。 

なお，各専修を主に担当する専任教員数は，下表の通りである。 

専修 英語特別専修 中国語特別専修 日本語特別専修 計 

専任教員数 11人 ５人 ６人 22人 

 

教育課程は，「学群指定科目」，「語学技能科目」，「グローバル・スタディーズ科目」の３

つの科目区分により構成しているが，学群の専任教員はこれらの区分に偏ることなく授業

科目を担当する配置計画としており，教育課程上のバランスと学生の履修集団への対応を

考慮した計画としている。 

科目区分 学群指定科目 語学技能科目 グローバル・スタディーズ科目 

担当専任教員数

（延べ） 
17人 12人 ９人 

 

まず，学群指定科目については，基礎的な必修科目や少人数の演習形式（いわゆるゼミ

形式）の科目で構成し，17 人の専任教員が担当する。次に，語学技能科目の教員配置につ

いては，初中級レベルから実践レベルまでの語学科目で構成し，12 人の専任教員が担当す

る。語学別の内訳としては，英語担当の専任教員５人（ネイティヴ教員３人及びＴＥＳＯ

Ｌ等有資格者３人を含む），中国語担当の専任教員３人（ネイティヴ教員３人），日本語教

育担当の専任教員４人である。最後に，グローバル・スタディーズ科目の教員配置につい

ては，講義形式で開講する授業科目で構成し，履修人数は数十人から百人未満の授業を予

定していることから，９人の専任教員が担当する。このように，必修・選択の別，講義・

演習の授業形態を考慮した専任教員配置としている。 

 

（３）教員の担当科目数による負担，学生指導 
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本学全教員の週あたり担当授業時間数の平均は 11.24 時間である（平成 25 年度実績）。

本学の１回の授業は原則として２授業時間で行っている。本学平均は国立大学平均を下回

る担当授業時間数であり，教員が学生指導や研究に費やすことが可能な時間を十分に確保

している。本学において，教員一人あたりの授業担当時間数は 10時間（語学担当について

は 12時間）を標準としている。グローバル・コミュニケーション学群開設後も，新設・既

設を問わず，全学的に同様の方針を継続する。よって，既設学群では必要に応じて教員の

新規採用を行う等，教員の負担増とならないような体制を整える。 

本学では「アカデミック･アドバイザー制度」（いわゆる担任制度）を採用している。専

任教員は学生一人ひとりをアカデミック・アドバイザーとして指導している。指導内容は

アカデミック面での指導を主とするが，学生の入学直後の履修指導から卒業まで毎学期の

履修登録から成績状況をモニタリングする等して学生に指導や助言を行っている。専任教

員１人あたりの学生数（収容定員ベース）は 45人となるが，１週間あたり２授業時間分の

オフィスアワーを課す等，きめ細やかな学生指導を行う時間を確保している。 

 

（４）教員組織の研究分野及び研究体制 

①教員組織の研究分野 

専任教員 22 人の保有学位の内訳は博士 11 人，修士９人，学士２人である。博士の学

位取得者が半数であり，文学関係の組織としては高い研究レベルでの教員を配置してい

る。 

グローバル・コミュニケーション学群の教育内容の３本柱は名称が表しているとおり，

「グローバル・スタディーズ」，「コミュニケーション学」，「外国語教育」であるが，専

任教員が主とする研究分野もこれに合致している。 

近年，学問研究の発展や高度化・細分化に伴い複合的な研究分野の学問が多くなって

いるが，正にコミュニケーション学やグローバル・スタディーズがこれにあたる。研究

分野が総合的かつ複合的な学問領域であるため，国内共通の研究分野の分類指標として，

「科学研究費助成事業『系・分野・分科・細目表』」（資料１）を基準に専任教員の研究

分野を説明する。 

グローバル･スタディーズは学問分野を便宜上分類すると，地域研究及び政治学（国際

関係論）を主として，周辺分野を加えた総合的な研究分野である。本学群では文学２人，

史学１人，文化人類学２人，政治学２人の計７人の専任教員の主たる研究分野が該当す

る。 

コミュニケーション学は多種の学問領域から構成される研究分野であり，脳科学，言

語学，社会学，心理学といった多様なアプローチが存在する研究分野である。本学群で

は言語学１人，心理学１人，教育学２人の計４人の専任教員の主たる研究分野が便宜上

これにあたる。外国語教育は本学群においては外国語としての日本語も含まれるため，
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分類すると言語学，日本語学，英語学，日本語教育，外国語教育を中心とする研究分野

である。本学群では 11人の専任教員が主たる研究分野としている。 

なお，専任教員 22人の主たる研究分野を「科学研究費助成事業『系・分野・分科・細

目表』」（資料１）を基に便宜上分類すると下表の通りとなる。 

系 分野 分科 人数 

人文社会系 人文学 文学 ２人 

人文社会系 人文学 言語学 12人 

人文社会系 人文学 史学 １人 

人文社会系 人文学 文化人類学 ２人 

人文社会系 社会科学 政治学 ２人 

人文社会系 社会科学 心理学 １人 

人文社会系 社会科学 教育学 ２人 

 

②教員組織の研究体制 

本学は教育組織と研究組織を分離した体制を構築している。教育組織は時代や社会の

ニーズに柔軟に対応させていくことが高等教育機関としての一つの責務であると考えて

いる。近年，政府による政策及び経済界からはグローバル社会で活躍できる人材の要請

がある。その時代に即した人材を輩出していくためには，教育組織を柔軟に変化させる

必要性も出てくる。一方，学問の高度化、細分化及び科学の発展等により，複合的な研

究領域や新たな研究領域が派生することがあるものの，研究分野や学問体系の根本が変

わることは考え難いため，研究組織を８つの領域に大くくり化した組織である「学系」

として編成し，これを学系長が統括している。 

教員は毎年度，研究計画及び研究報告を学系長に提出することとなっており，学系長

は教員の研究活動・実績を把握し，学系の研究が活発に行われるような仕組みとしてい

る。学系ごとの専任教員数は下表の通りである。 

【専任教員の所属学系別人数】（平成 26年９月 16日現在） 

学系 教授 准教授 講師 助教 合計 

人文学系 24人 15人 ２人 ０人 41人 

言語学系 20人 13人 21人 １人 55人 

芸術・文化学系 16人 ４人 ６人 ０人 26人 

法学・政治学系 11人 ５人 ２人 ０人 18人 

経済・経営学系 33人 10人 ２人 ０人 45人 

心理・教育学系 22人 ３人 ４人 １人 30人 

自然科学系 23人 １人 ０人 ０人 24人 

総合科学系 14人 ８人 ５人 ０人 27人 
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いわゆる学内紀要と呼ばれる大学内の研究組織が発行する研究紀要も，本学の場合は

学系ごとに編集し発行している。また，本学は研究施設として「言語教育研究所」を含

む 11 の研究組織を設置しており，学内の研究組織が発行する研究紀要は 20 タイトルに

及ぶ。 

本学群の専任教員は人文学系，言語学系，法学・政治学系，心理・教育学系に所属す

るので，研究体制としてはそれぞれの学系での活動が主となる。また，新学群の専任教

員は言語学を主たる研究対象にする者も多く，既に「言語教育研究所」での研究活動，

共同研究を行っており，本学群開設後の研究体制も既に整備されている。 

また，本学では専任教員の長期研修制度に関する規程（資料２）を整備しており，原

則として任用後５年以上経過した専任教員を対象に積極的に運用している。 

研修の期間は，１学期間（６か月）又は２学期間（12 か月）とし，海外を含む大学や

研究機関での長期間の研修を可能として，学術研究の振興と教育の向上に努めている。

過去４年間の研修実績は下表の通りである。毎年平均９人程度の専任教員が学外研究機

関等で研修を行っている。研修期間はほとんどが 12か月のものであり，長期研修制度を

利用して教員の研究教育能力が高められるよう，大学として整備・運用している。 

【過去５年間の長期研修者実績数】（平成 22年度～平成 26年度） 

研修先 期間 平 26 平 25 平 24 平 23 平 22 ５年平均 

海外研究機関 
12か月 ６人 ４人 ６人 ６人 ６人 5.6人 

６か月 ０人 ０人 １人 １人 ０人 0.4人 

国内研究機関 
12か月 ３人 ５人 ２人 ２人 ０人 2.4人 

６か月 ０人 ０人 ０人 ０人 １人 0.2人 

年度計 ９人 ９人 ９人 ９人 ７人 8.6人 

 

（５）教員組織の年齢構成 

教員の年齢構成は下表の通り，全ての年齢層のバランスよく構成しているとは言い切れ

ない部分もあるが，50歳代の教員を中心に若手からベテランまで揃った年齢構成である。 

教員の定年については「学校法人桜美林学園定年制規程」（資料３）にて 70 歳と定めて

いる。なお，本学群の完成年度末までに定年に達する専任教員はいない。 

【専任教員の年齢構成】 

職位 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 

教授    ５人 ３人 ２人  

准教授    ４人    

講師   ４人 ３人    

助教  １人      

計  １人 ４人 12人 ３人 ２人  
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６ 教育方法，履修指導方法及び卒業要件 

 

（１）授業の方法，１クラスあたりの学生数，配当年次の設定 

グローバル・コミュニケーション学群の性質上，外国語やリーダーシップ教育等，多く

の演習科目を設置している。そのため，授業の態様に応じて少人数教育を実施する。具体

には，語学技能科目については１クラス 30人を定員とし，生きた外国語を身につけさせる

環境を整える。また，必修科目の「グローバル・コミュニケーション入門」は１年次前期

に履修させる科目であることから，１クラスの人数を 40人以内に設定し，本学群における

学びの本質について丁寧に解説していく。 

本学群の学修の基礎となる「グローバリゼーションと社会」「イノベーションとリーダー

シップ」「論理的思考とコミュニケーション」「数的理解と統計」「自己実現とキャリアデザ

イン」と，各専修の必修科目となる「英語ⅠＡ～ⅡＢ」、「中国語ⅠＡ～ⅡＢ」、「日本語Ⅰ

Ａ～ⅡＢ」は１年次科目としており，段階的な学びの仕組みを構築している。海外留学は

２年次後期（又は３年次前期）に設定した。インテンシブな語学学習により基礎を十分に

身につけた段階で留学するようにし，充実した留学生活となるように配慮している。グロ

ーバル・スタディーズ科目についても，学び方の基礎となる科目を１年次に修得してから

履修することにより学修効果を上げる仕組みのため，配当年次を２年次以降としている。 

 

（２）卒業要件 

本学群では，以下「学群共通の卒業要件」及び「各専修における卒業要件」の両方を満

たした学生に対し卒業を認め，「学士（グローバル・コミュニケーション）」を授与する。 

 

①学群共通の卒業要件 

  卒業要件は，後述する早期卒業制度を除き，４年間以上在学し，124 単位以上を修得す

ることとする。学群指定科目においては，16 単位以上を修得することが要件であり，さ

らに「グローバル・コミュニケーション入門」「外国語修得法」の２科目４単位は必修で

ある。また，「グローバリゼーションと社会」「イノベーションとリーダーシップ」「論理

的思考とコミュニケーション」「数的理解と統計」「自己実現とキャリアデザイン」のう

ち３科目６単位以上を選択必修とする。さらに，グローバル・スタディーズ科目からは，

36単位以上を修得することを要件としている。 

 

②各専修における卒業要件 

英語特別専修では，語学技能科目・英語コミュニケーション科目群より，「英語ⅠＡ」

「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」を含む 36単位以上を修得することを要件としてい

る。 

  中国語特別専修では，語学技能科目・中国語コミュニケーション科目群より，「中国語
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ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」を含む 36 単位以上を修得することを

要件としている。 

日本語特別専修では，語学技能科目・日本語コミュニケーション科目群より，「日本語

ⅠＡ」「日本語ⅠＢ」「日本語ⅡＡ」「日本語ⅡＢ」を含む 36 単位以上を修得することを

要件としている。 

グローバル教養専修では，語学技能科目より，「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英

語ⅡＢ」を含む 36単位以上を修得することを要件としている。 

 

（３）学修に係る諸制度 

①履修指導 

  履修指導にあたっては，専任教員全員が「アカデミック・アドバイザー」として学生

一人ひとりを担当し，学修に関する指導を行う。アカデミック・アドバイザーは，学生

の履修登録の状況や成績を絶えずモニターし，学期初めに履修指導を行うほか，オフィ

スアワーを設け，学生の相談に随時対応し，助言等を行う。さらに，ＧＰＡによる成績

管理を行い，成績不振者に対して保護者を含めた面談指導を行う。 

具体には，入学後の新入生全体オリエンテーションにおいて，建学の精神に基づき本

学群が養成する人材像及び教育目的，教育方法，卒業要件等について説明した後に，ア

カデミック・アドバイザーによる個別指導を行う。アカデミック・アドバイザーは，教

育課程における必修科目等の基幹科目の位置づけや必要性を明示して早期履修を促し，

その上で各学生の興味，関心，目的意識，将来の進路意識等に応じた指導を行う。履修

指導は入学時のみならず，在学期間を通して随時行い，各学期の履修登録の指導，単位

修得を含めた学修の進捗状況の確認，各授業の学習や課題への取組に関する指導と助言，

その他学生が効果的に学修するための様々な支援を行う。 

各学生へは「卒業要件確認表」（資料４）及び「履修モデル」（資料５）を配付し，ア

カデミック・アドバイザーとの面談時には「卒業要件確認表」を必ず持参させる。この

「卒業要件確認表」には，卒業要件を満たすための各科目群における必要修得単位数，

各授業科目の単位数及び必修，選択必修，選択の別を記載しており，学生各自が単位修

得状況を記入することによって，卒業までの道のりを確認できるようになっている。 

 

②ＧＰＡ制度 

既設の全学群にＧＰＡ（Grade Point Average）制度を導入しており，本学群でも導入

する。本学での履修科目の成績は，「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」「Ｆ」の５段階によって評価し，

「Ａ～Ｄ」を合格として単位を与え，「Ｆ」を不合格としている。「成績・履修記録通知

表」及び「学業成績単位修得証明書」にはＦ評価を含む成績評価とともに，グレードポ

イントとＧＰＡが記載される。 

本学のＧＰＡ制度では「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」「Ｆ」の５段階の成績評価に，それぞれ，



- 23 - 

 

「Ａ：4.0」「Ｂ：3.0」「Ｃ：2.0」「Ｄ：1.0」「Ｆ：０」のグレードポイントを付し，履

修した授業科目の単位数にグレードポイントを乗じ，その合計を履修単位数の合計で除

して，ＧＰＡを算出している。 

なお，ＧＰＡが低い学生に対しては次のように指導を行っている。 

１）前学期のＧＰＡが 2.0 未満となった学生に対して，アドバイザーによる注意と指

導を行う。 

２）ＧＰＡ2.0未満が２学期連続又は通算で３学期になった学生に対しては，本人及び

保証人（保護者等）を呼び出し，アドバイザーによる注意と指導を行う。 

３）ＧＰＡ2.0未満が３学期連続又は通算で４学期となった学生に対しては，退学を勧

告する。 

 

③履修登録上限単位制度 

  本学ではＧＰＡ制度と連動した履修登録上限単位制度，いわゆるＣＡＰ制を採用して

いる。入学当初の学期は全員が標準履修登録単位数である 20単位までの履修登録となる

が，その後の学期の履修登録上限単位数は，前学期のＧＰＡによって変動する。 

具体には，前学期のＧＰＡが 3.0以上の場合は上限 24単位，前学期のＧＰＡが 2.0以

上 3.0 未満の場合は上限 20 単位，前学期のＧＰＡが 2.0 未満の場合は上限 16 単位とな

る。これにより，適切な学修時間を確保するとともに，学修意欲を喚起している。成績

不振者の履修登録単位数の上限は，標準履修登録単位数を下回る 16単位であるが，これ

は，少ない履修科目数による集中的な学修によって，成績を向上させることを意図して

いるためである。 

 

④早期卒業制度 

  本学に３年以上在学した者で，大学の定める必要単位を修得して所属学群の卒業要件

を満たし，かつ入学時からの通算ＧＰＡが 3.6 以上の優秀な成績を収めた者には，標準

修業年限未満（３年又は３年半）での卒業を認めることができる。この場合においては

標準修業年限での卒業と同様に，ディプロマポリシーに従い，学群の教育目標を達成し

たかどうか，学長が決定を行うに当たり教授会において審議し，学長が最終決定を行う。 

 

⑤科目ナンバリング制度 

  科目ナンバリングとは，学生が授業のレベルや学問分野を考慮して授業科目を履修で

きるように，それぞれの授業科目に付番して，学修の段階や順序等を表す指標である。

諸外国で広く用いられている制度であり，学群での学びや，特に留学の際にも履修の指

標となり，本学でも導入している（資料６）。 

  本学ではアルファベット３文字によるコード（学問分野），４桁からなる数字コード（レ

ベル・授業の方法・学問分野細分・科目整理番号）の形式であり「ABC1234」のように表
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記する。例えば，本学群に配置される科目である「グローバル・コミュニケーション入

門」であれば，「コミュニケーション学の総論的内容・1000 レベル（１年次相当）・基礎

的な講義形式」の性質を持つ科目であるため「COM1000」と表記する。 

 

⑥他大学等における履修 

他大学等で修得した授業科目は，本学学則第 44条に規定している通り，本学が教育上

有益と認めるときは，本学における履修科目の履修と認める。本学において修得したも

のとみなすことができる単位数は，本学学則第 34条（入学前の既修得単位等の認定）及

び第 45条（大学以外の教育施設等における学修）により認定された単位数と合わせて 60

単位を限度としている。なお，他大学等において履修した授業科目について修得した単

位を認定する場合の評価は「ＴＣ」（Transferred Credit）とし，ＧＰＡの計算には含め

ていない。 

 

（４）履修モデル 

本学群では４つの専修を設けており，学生の多様なニーズに応えながら，グローバル人

材の養成を目標とする。養成する具体的な人材像として，以下の５つの履修モデル（資料

５）を挙げる。 

 

①英語特別専修に所属して２年次後期より１学期間海外留学し，卒業後は，グローバル

企業等の諸分野において活躍を目指す学生の履修モデル 

１年次に英語とグローバル・コミュニケーションの基底となる科目を学び，２年次前

期には英語力を深化させるとともに，「世界の中の日本」について必要な知識を得るとと

もに人文社会科学諸分野の知識を養成する。留学で多様な価値観に触れ，帰国後は世界

の諸事情やビジネスについて学修する。 

 

②中国語特別専修に所属して２年次後期より１学期間留学し，卒業後は，国内外資系企

業の海外事業部門等の諸分野において活躍を目指す学生の履修モデル 

１年次に中国語とグローバル・コミュニケーションの基底となる科目を学び，２年次

前期には中国語力を深化させるとともに，「世界の中の日本」について必要な知識を得る

とともに人文社会科学諸分野の知識を養成する。留学で多様な価値観に触れ，帰国後は

世界の諸事情やビジネスについて学修する。 

 

③日本語特別専修に所属して，卒業後は母国に戻り，日系企業の海外支店等の諸分野に

おいて活躍を目指す学生の履修モデル 

原則として外国人留学生を対象としている専修である。１年次に日本語とグローバ

ル・コミュニケーションの基底となる科目を学び，２年次には日本語力を深化させると
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ともに，日本の文化・慣習等について基礎的な知識を得るとともに人文社会科学諸分野

の知識を養成する。３年次以降は日本の文学や芸術等，より深い日本語力を要する科目

を履修し，日本事情に精通した学生を養成する。 

 

④英語特別専修に所属して英語による学位の取得を視野に入れ，２年次後期より１学期

間留学し，卒業後は，国際機関の諸分野において活躍を目指す学生の履修モデル 

本学群においては，履修科目の選択方法によって英語による授業科目のみで卒業する

ことを可能とする。１年次，２年次前期からより上級の英語科目を履修し，留学では幅

広い科目を学修する。帰国後は英語でビジネスや政治経済について学びを得て，英語科

目のみで学位を取得する。 

 

⑤グローバル教養専修に所属して，２年次後期より１学期間留学し，卒業後は，広く海

外展開を行う企業の諸分野での活躍を目指す学生の履修モデル 

１年次に英語とグローバル・コミュニケーションの基底となる科目を学び，２年次前

期には英語力を深化させる。「世界の中の日本」について必要な知識を得るとともに人文

社会科学諸分野の知識を養成する。英語圏に留学するが，帰国後は英語の他に中国語に

ついても学びを得る。英語と中国語の両方を体得し，過去に英語クラスで履修した同一

科目を中国語クラスで履修し，科目の内容と同時に両言語の差異を学修する。 

 

 

 

７ 施設，設備等の整備計画 

 

（１）校地，運動場の整備計画 

グローバル・コミュニケーション学群を設置する町田キャンパスは，現在 103,434.67㎡

の校地面積を有している。既設の学群と共用することとなるが，本学群の開設に伴う収容

定員増を踏まえても，大学設置基準上の条件を十分に満たしている。 

本学では学園中期目標に沿い，質量面でのキャンパスの高度化，並びに情報システム高

度化を目指す取組を行っている。学生及び教員が安全で快適な環境の中で授業を受け，課

外活動に取り組み，また教育研究に勤しむことができる環境こそが相応しいと考え，キャ

ンパスの整備を進めている。 

安心安全の確保については，防犯，防災面について定められた法規に従い整備すること

はもとより，老朽化した空調機器，エレベータ等の昇降機，防犯カメラ等の更新，校舎の

防水，壁面補修等を計画的に実施している。また，障がいのある学生との定期的な意見交

換を通して，学内各所のバリアフリー化や教室内設備・備品の最適化を図っている。 

 環境面では，エコ・キャンパスの実現に取り組んでいる。具体的にはトイレ改修（エコ・



- 26 - 

 

トイレ化）やＬＥＤ照明の導入推進，ゴミ等の廃棄物の分別推進・削減等を行うことでＣ

Ｏ２排出抑制のため省エネに努めると同時に，平成 22 年度より『桜美林大学環境報告書』

を発行しており，省エネに関する啓蒙活動にも取り組む等，引き続き目標を定めて活動を

実施する。 

 情報環境の整備・充実については，情報システムの安定稼働，情報インフラの強化・拡

充を目的に最新機器の導入，システムの更新，次期無線ＬＡＮ環境の検討を進め，情報セ

キュリティ態勢の維持，学内ネットワークやサーバーシステムの整備を継続して行う。 

なお，今回の認可申請に伴い，現時点で決定している整備計画は，空調機器の新機種へ

の更新，エレベータ及びエスカレータ等昇降設備の更新，防犯カメラの高度機種への更新，

校舎出入口等のバリアフリー化推進工事等である。 

運動場については 69,048.20 ㎡を有し，本学群の新設に伴う利用者増にも十分に対応が

可能である。総合運動場，野球場，テニスコート，アーチェリー場，弓道場，ゴルフ練習

所等が整備され，授業や課外活動及びスポーツフェア等のイベントに使用する。平成 25年

度には多目的グラウンドの人工芝生化を完了し，利用の活性化を促す等，一層の設備の充

実を図っている。 

 学生の休息する空間については，多数の主要校舎の１階部分を飲食や歓談，休憩，自習

場所として利用できるラウンジとして整備している。このラウンジは授業や課外活動での

活動成果を報告，発表する展示スペースとしても活用できるよう設計を行っている。屋外

広場や共用廊下等の空いた空間にはベンチやテーブルを多数設置しており，また花壇・植

樹等による緑化も進めている。 

 

（２）校舎等施設の整備計画 

本学群で使用する講義室，演習室等については，専用の施設を持たず既存の他学群，研

究科と共通で使用する計画であるが，授業科目の登録者数や講義形態を確認しながら他と

重複することのないよう，教室の割り当てを適切に行うことで定員に応じた教室数を確保

し，教育研究に支障ないよう配慮する。 

町田キャンパスには，講義室 140 室，演習室 33 室，実験実習室 58 室，情報処理学習施

設 23 室，語学学習施設 13 室を整備しており，ほぼ全てに高画質プロジェクター，ブルー

レイ／ＤＶＤプレーヤー等の最新の教卓集中管理型のＡＶ設備を整えている。しかし，情

報環境は時代とともに常にバージョンアップすることが求められている。 

本学群の教育課程を実施するにあたっては，開設までに次のような整備を実施する。学

生自習用ＰＣのソフトウェア更新，コンピュータ教室のＰＣの新機種への更新及びソフト

ウェア更新，大学事務室ＰＣの新機種への更新，複合機等の新機種への更新，教員用ＰＣ

の新規環境整備，学内無線ＬＡＮ環境のエリア拡大等である。 

近年，本学では特色ある教室棟のキャンパス整備を推進しており，平成 18年度には大教

室・中教室等が中心となる明々館，平成 19年度には小教室・ＰＣ教室等が中心となる学而
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館が竣工された。また，稼働率の低い教室もあり，前述の情報環境を更新して本学群の授

業に活用するため，教室配置についても十分に対応することができる。使用する施設の状

況は，添付する授業時間割表の通りである（資料７）。 

 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

図書館では，本学群の設置にあたり，本学群の教育に資する資料として，英語学，中国

語学，日本語学，異文化理解，コミュニケーションその他基礎的かつ学術的な資料を揃え

る。 

図書館には，大学創立時から設置されていた文学部英語英米文学科，中国語中国文学科

のほか，国際学部国際学科，文学部言語コミュニケーション学科といった先行する旧学部

学科の時代に収集した，教育研究に必要な基本的資料群を含む蓄積が既にある。これらを

有効に活用するとともに，本学群の教育に必要な図書（和書，洋書，中国書等），学術雑誌

（和雑誌，洋雑誌，中国雑誌等），視聴覚資料，オンラインデータベース，電子ジャーナル

等の整備を図る。 

選定・収集にあたっては，学群の教員や全学で横断的に組織する図書委員会を通じて意

向を反映し，教育研究に資する図書等の収集を行う。また，購入希望制度を通じて学生が

必要とする資料を用意することもできる。図書のほか，必要に応じて視聴覚資料（ＤＶＤ

等）も揃える。 

さらに，図書館では約 520,000冊の図書，学術製本雑誌，約 15,000点の視聴覚資料，約

5,400種の学術雑誌，紀要類（英語，中国語，日本語等）を利用することができる。データ

ベース，電子ジャーナルとしては ProQuest Central，LexisNexis at Lexis.com 等，学術

論文，国際ニュース，企業情報等を収録した基本的なアグリゲータータイプのデータベー

ス，Science Direct，Springer Link 等の電子ジャーナル，その他 Britannic Online 

Dictionary，Oxford English Dictionary等のデジタルレファレンスツールを提供し，英語

学習を支援している。また，聞蔵Ⅱ（朝日新聞記事検索），ヨミダス歴史館（読売新聞記事

検索），日経テレコン 21（日本経済新聞記事検索）等の新聞記事検索データベースを通じて，

グローバル社会を俯瞰するための情報を提供する。これら既存のデータベース類のほかに

も英語，中国語，日本語学習のためのデータベース類も適宜導入を図る。 

外国語修得，留学案内については，英語，中国語，日本語各種資格試験（ＴＯＥＦＬ®，

ＴＯＥＩＣ®，新ＨＳＫ等）に対応した参考書及び留学ガイドブック約 600冊を揃え，それ

ぞれ「資格就職コーナー」，「留学コーナー」を設けて学生に提供している。 

さらに，図書館では学生に様々なサービスを提供している。来館利用はもとより，図書，

学術雑誌，視聴覚資料のほか，学内ＬＡＮに接続すれば利用できる非来館型利用も可能と

なっている。一部のデータベースは，図書館システムに個人のＩＤ／パスワードでログイ

ンすることにより，学外からも利用可能である。 

 学生は，図書館に所蔵する図書・雑誌を著作権法の範囲内で複写することができる。本
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学図書館に所蔵していない図書・雑誌については，他大学図書館等に複写を依頼すること

ができる。また，他大学図書館が所蔵する図書・雑誌等の閲覧を希望する場合は，先方の

他大学図書館に連絡を取り，紹介状を発行して閲覧の依頼を行う。なお，学生には他大学

図書館のほか，国立国会図書館，全国の公共図書館等の情報を提供するとともに，学生が

求める図書・雑誌等資料や文献を入手できるよう努めている。 

 

 

 

８ 入学者選抜の概要 

 

（１）アドミッションポリシー 

グローバル・コミュニケーション学群は，本学の教育理念の一つである，教育を通して

国際社会に貢献する人材の育成を目指すため，次の３点の能力と意欲を主体的努力によっ

て伸ばし，グローバル社会の形成に貢献しようとする学生を受け入れる。 

・外国語，特に英語・中国語・日本語（外国人留学生）の高いコミュニケーションスキ

ルを修得しようとする意欲とそのための基礎的な学力を持つ人  

・国際社会における異なる価値観や様々な地域や人々に対して共感力と理解力を持つ資

質を有する人 

・国際社会の一員として国際協力や国際貢献，国際事業に意欲を持つ人 

  

（２）入学者の選抜方法 

上記のアドミッションポリシーに基づき，ＡＯ入学者選抜，推薦入学者選抜（公募制・

指定校制），一般入学者選抜，大学入試センター試験利用入学者選抜，ＡＯ入学者特別選抜

（帰国生徒），留学生入学者特別選抜，社会人入学者特別選抜を実施する。 

 

①ＡＯ入学者選抜（募集人員：65人） 

調査書や自己申告書，志願者評価書等の書類審査及び面接等を通して，適性や学修に

対する意欲，志望動機の強さ，目的意識等を審査し，アドミッションポリシーに基づき，

学力の三要素（知識・技能，思考力・判断力・表現力，主体性・多様性・協働性）を踏

まえた総合的な評価を行う。 

また，上記に加え，ＴＯＥＦＬ®や新ＨＳＫ等の外部試験による一定以上の語学能力資

格を有する者については，合否判定において比重を高める。 

 

②公募制推薦入学者選抜（指定校制推薦と併せて募集人員：60人） 

出願資格として，一定の評定平均値の基準を課す方式と一定の評定平均値の基準に満

たない場合に特定の資格取得をもって出願を認める方式の２方式を用意する。高等学校
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在学中の学習成績，課外活動，社会活動等，学力試験では評価しがたい資質・能力を調

査書や課題図書による読書レポート等で判断するとともに，面接によって，志望動機，

学群への適性等を審査し，総合的な評価を行う。 

推薦を受ける高校は特定せず，高等学校長の推薦に基づき，全国から幅広く優秀かつ

個性的な人材を募る。 

 

③指定校制推薦入学者選抜（公募制推薦と併せて募集人員：60人） 

高等学校在学中の学習成績，課外活動，社会活動等，学力試験では評価しがたい資質・

能力を，調査書等で判断するとともに，面接によって志望動機の強さや学群への適性及

び課題図書の理解度により判定する。推薦を受ける高校は特定し，高等学校長の推薦に

基づき，高等学校調査書及び面接によって総合的な評価を行う。 

 

④一般入学者選抜（募集人員：50人） 

２科目型（英語，国語（古典除く））及び３科目型（英語，国語（古典除く），選択（日

本史，世界史，政治・経済，理科，数学のうちから１科目））の学力試験を実施し，総合

得点により，合格者を選抜する。 

また，ＴＯＥＦＬ®等外部試験を活用し，一定以上の英語能力資格者を有する者につい

ては，英語の科目を免除することや外部試験のスコアを合否判定に活用する。 

 

⑤大学入試センター試験利用入学者選抜（募集人員：20人） 

大学入試センター試験の成績の総合得点により，合格者を選抜する。 

 

⑥大学特別選抜（募集人員：15人） 

大学特別選抜として，「スポーツ選抜」，「同窓生徒選抜」，「キリスト者選抜」を実施す

る。ＡＯ入学者選抜同様に，学力試験では評価しがたい資質・能力を，調査書や自己申

告書，志願者評価書等の書類審査及び面接等を通して，適性や学習に対する意欲，志望

動機，目的意識等を審査し，総合的な評価を行う。 

 

⑦ＡＯ入学者特別選抜（帰国生徒）（ＡＯ入学者選抜と併せて募集人員：65人） 

青少年期における異文化体験で身につけた個性，諸外国固有の教育制度下で培われた

教養や知識等，国内の学習環境では修得が困難な様々な能力を調査書や自己申告書，志

願者評価書等の書類審査及び面接と合わせて総合的な評価を行う。 

また，上記に加えＴＯＥＦＬ®や新ＨＳＫ等の外部試験による一定以上の語学能力資格

を有する者については，合否判定において比重を高める。 

 

⑧留学生入学者特別選抜（募集人員：40人） 
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諸外国固有の教育制度下で培われた教養・知識等，様々な資質・能力を評価し，本学

のテーマである国際交流の推進と留学生教育のために，より適合した形式の選抜を行う。 

独立行政法人日本学生支援機構による日本留学試験（以下「日本留学試験」という。）

を受験している者は面接と書類審査と合わせて，総合的な評価を行う。日本留学試験を

受験していない者又は日本留学試験の成績結果を利用しない者は，面接及び筆記試験を

実施し，書類審査と合わせて，総合的な評価を行う。 

また，英語圏以外に在住し，日本への留学中に英語力も修得したいという留学生も積

極的に受け入れる。その際，ＴＯＥＦＬ®等外部試験による一定以上の語学能力資格を有

する者については，合否判定において比重を高める。 

 

⑨社会人入学者特別選抜（募集人員：若干名） 

調査書や課題図書による読書レポート等出願書類と面接を通して，社会人としての活

動や経験からくる，問題意識及び具体的な学習計画を確認し，志望動機並びに学群への

適性について総合的な評価を行う。 

なお，社会人入学者特別選抜における「社会人」とは，大学入学資格を有する社会人

であり，入学年度始め（４月１日）に年齢満 23歳以上に達しており，社会人（主婦含む）

経験が３年以上ある者とする。 

 

（３）選抜体制 

入学者受入方針，入試方法，入試期日，入試出題科目等は，担当副学長及び各学群長等

で構成される「入学者選抜代表者会議」の議を経て，学長が決定する（資料８）。 

また，本学では事務組織として「入試広報センター」を設置しており，決定事項を踏ま

えて，入学者選抜実施業務を適切に遂行している。 

本学群におけるＡＯ入学者選抜，公募制推薦入学者選抜，指定校制推薦入学者選抜，大

学特別選抜，ＡＯ入学者特別選抜（帰国生徒），留学生入学者特別選抜の書類審査及び面接

は，本学群教員や関係する職員で実施する。 

 

（４）科目等履修生・聴講生制度 

 本学では，生涯学習の観点や大学の開放，社会への貢献等を目的として科目等履修生制

度及び聴講生制度（資料９）を設けており，本学群においても同様に受け入れる。 

 それぞれの定員は若干名とし，一般学生の学修に支障がない範囲で受け入れることとす

る。なお，科目等履修生として履修できる単位数は，１学期あたり 16単位以内とする。 
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９ 企業実習や海外語学研修等の学外実習を実施する場合の具体的計画 

 

（１）インターンシップ 

グローバル・コミュニケーション学群において配置する「インターンシップ」は，教育

の一環として，企業や団体等でその指導のもとに学外での体験を行い，その経験を就職希

望企業の選択や仕事への理解を深める一助とするという科目である。学内での事前学習で

はインターンシップの意義と目的を理解し，当該企業や団体等に関する予備知識やビジネ

スマナー等について学習する。研修後は，研修報告書の提出を義務づけ，研修報告会を実

施する。 

本学では，これまでにも多くの企業や団体でのインターンシップを実施しており，平成

26 年度には，Ｐ＆Ｇマックスファクター合同会社，ＳＭＢＣ日興証券株式会社，町田市役

所等をはじめとする 123 法人・団体に 167 人の学生をインターンシップとして派遣してい

る（資料 10）。 

本学群で開講する「インターンシップ」においては，研修実績のある企業や団体の中か

ら 20企業・団体（資料 11）を選定し，各１～２人程度の学生を派遣する。実施期間は概ね

５日から２週間の範囲であるが，１か月を超えるものについて，インターンシップに関す

る協定書を添付する（資料 12）。各実習受入先との連携体制については，当該授業科目担当

教員が連絡を密に取りつつ，各研修を通して得られる学習や体験の質，受入体制，実施内

容，危機管理体制等を確認する。特に，派遣時にあたっては，教育性や安全性の再確認を

十分に行う。成績評価については，事前学習・事後学習の授業における意欲や取り組む姿

勢，研修報告書及び報告会での成果，研修先からの報告等を総合的に評価し，当該授業科

目担当者により，５段階による成績評価を行う。 

 

（２）海外留学 

本学群では，２年次後期（又は３年次前期）に，原則として全員が１学期間の海外留学

をする。ただし，外国人留学生や学習及び生活基盤の安定に配慮が必要な者はこの限りで

はない。 

 

①これまでの国際交流の実績 

本学は，昭和 56 年度より本格的に派遣留学プログラムを開始して以来，各種プログラ

ムを積極的に増やし，交換留学協定に基づいた海外の提携校からも多くの留学生を受け

入れてきた。平成 26年 12月 17日現在，提携している機関は 141校・９機構に及び，ま

たこれらの機関は 29の国と地域に広がっており，本学は海外とのネットワークを多様に

有している（資料 13）。 

  派遣留学プログラムは期間別に短期（夏期・春期休み），中期（約１学期間），長期（１

学期間からそれ以上）に大別しており，全学群横断型のプログラムと各学群の教育目標・
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理念に沿った教育組織主体型のプログラムを展開している（資料 14）。平成 25 年度はす

べてのプログラムを合わせて，計 652人の学生を海外に派遣している（資料 15）。 

  外国人留学生の受け入れについては，既述した交換留学のみならず，正規課程，留学

生別科として設置している日本言語文化学院のそれぞれで受け入れ，平成 25年度は計518

人の学生が本学で学んでいる（資料 16）。 

また，本学は高等教育における国際的な質保証に努めており，その活動の一環として，

世界大学総長協会（ＩＡＵＰ），国連「アカデミック・インパクト（ＵＮＡＩ）」等，様々

な組織（ＡＣＵＣＡ，ＩＡＵ，ＵＭＡＰ，ＩＭＨＥ，ＣＩＥＥ，ＩＩＥ，ＪＡＦＳＡ，

ＮＡＦＳＡ等）に加盟し，国際的な連携協力体制を整えている。 

なお，本学と海外との橋渡し役として，最も多くの提携校が所在する米国や中国をは

じめとして，海外に複数の拠点を設けている。特に，米国カリフォルニア州・サンフラ

ンシスコに拠点を置く「桜美林学園アメリカ財団（ＯＧＦＡ）」は複数の大学やＮＰＯ団

体等と本学の間における新規協定の締結，また既存の提携校との新たな留学プログラム

の創設にも貢献している。さらに，本財団はこの他にも「サンフランシスコ・ベイエリ

ア大学間連携ネットワーク（Japanese University Network in the Bay Area:ＪＵＮＢ

Ａ）」に加盟しており，米国内に拠点を置く各大学間と連携し，積極的に情報共有・発信

を行う等，教育研究の発展に貢献すべく活動している。これまでの海外との関係性の実

績を基に，本学群での留学プログラムにも活用する。 

                                   

②実習計画と単位認定 

本学の留学プログラムは，本学の建学の精神である「キリスト教精神に基づく国際的

人材の育成」を具現化するために，必要な目標を段階別に設けており，これらを達成す

べくその内容を構成している。本学群の留学プログラムもこの観点を基本に据え，特色

ある内容を展開させ，２年次後期（又は３年次前期）に原則として全員が留学する。な

お，外国人留学生，学修及び生活基盤の安定に配慮が必要な者はこの限りではない。 

本学群では，前述の通り「入学時の語学力から卒業時の語学力までの上達度」を柱の

一つとしており，卒業時における語学力の到達目標も各専修で掲げている。留学までの

３セメスターの間，英語，中国語ないし日本語を集中的に学び，派遣先でさらに研鑽を

積む。本学群の留学プログラムでは，一つの海外協定校につき 30 人から 60 人のユニッ

トで派遣し，担当教員が同行するところに大きな特徴がある。 

留学中の授業については，学生の語学レベルに合わせ履修するコースを分ける。一定

の語学レベルに達し，かつ必要なＧＰＡを満たす者は派遣校で学士課程の授業を履修し

語学力を高めながら専門的な分野についての理解を深める。その他の学生については，

語学コースで学び，実生活の中でも語学を使うことで，言語運用能力のさらなる向上を

図る。 

留学プログラムには，地域奉仕活動（本プログラムでは，「コミュニティアウトリーチ」
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と呼ぶ）も含めている。これは，既設のリベラルアーツ学群及びビジネスマネジメント

学群における中期型の留学プログラム（グローバルアウトリーチプログラム）で既に実

践しており，環境保護，日本語指導，日本文化紹介，福祉施設等におけるお年寄り・児

童等との交流等が活動の一例として挙げられる。本学群でも奉仕活動を取り入れる理由

としては，海外における多様な奉仕活動の在り方を学ぶのみならず，多様な文化と習慣

をもつ人々との関わり方を体験することで，地域奉仕への新たな価値観を得ることを狙

いとしている。また，このような奉仕活動を通して派遣先現地で暮らす人々との交流機

会を提供することにより，一般的な留学では得られない人的かつ文化的交流を促進する

ことも意図している。 

これらの学習の傍らで学生が取り組むのが学生同士の協同学習と生活であり，各ユニ

ットは一つのチームとして活動する。授業のグループワーク，自習活動，住みやすい環

境作りやその他アクティビティ運営等にともに取り組む。学生自ら企画，立案，人的交

流を行い，またお互いの意見や知識を出し合う。このようにお互いを高め合う環境の中

で生活することで，協調性を育むとともに，個性を活かしたリーダーシップのあり方を

考えることを促す。なお，同行する担当教員は，授業及び生活の場面における両面で学

生と意思疎通を図り，学生の自主性を重んじつつ，時にはチームに対し課題を課し，あ

る時はアドバイジングやフィードバック等を行い，学生のさらなる能動的学習を促す。 

この留学プログラムの第一の目的は，これまでとは異なった視点で異文化への関心を

高め，そして自国や自分自身への一層の理解を深めることにある。第二の目的として，

主体性，責任感，協調性，リーダーシップといった精神的な成長を促すことにある。加

えて，本学の建学の精神に寄り添い，奉仕活動やチームでの協働活動を通して他者を理

解し思いやる心，すなわち「隣人愛」の精神を育むことが第三の目的である。なお，本

プログラムを修了した後に得られる達成感から，次の目標へ向かって挑戦する姿勢を養

うことも狙いとしている。これら本プログラムの目的に記述する知的及び精神的成長は，

以後の学修及び社会人生活の礎を築くものと理解している。 

 

③実習先との連携体制 

学生を派遣する海外協定校は次表の通りである。基本的に英語留学の場合は米国，中

国語留学の場合は中国が派遣先となる。各協定校（資料 17）と本学とが互いに連携し，

プログラム作りのみならず，学生指導，支援にあたる。また，本学は多くの提携校をア

メリカと中国に擁していることから，既に海外拠点として，米国はカリフォルニア州サ

ンフランシスコ，中国は北京に海外事務所を置いており，これらの事務所とも適切に連

携し円滑にプログラムを遂行する体制を整えている。 
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国名 所在地 大学名 派遣可能人数 

米国 

カリフォルニア州 

アルケータ 
ハンボルト州立大学 60人 

カリフォルニア州 

シーサイド 

カリフォルニア州立大学 

モントレーベイ校 
60人 

アラバマ州 

タスカルーサ 
アラバマ大学 50人 

ジョージア州 

バルドスタ 
バルドスタ州立大学 30人 

中国 河南省新鄭市 鄭州大学西亜斯国際学院 50人 

  

④事前・事後における指導 

留学前の１学期間は今後の学習と渡航に備え，本学群の教員及び専門の職員が協働で

指導にあたる。まず，各担当教員の専門的境地から事前研修を行う。また，海外渡航手

続き，危機管理，健康管理，滞在生活におけるトラブルシューティングといった留学特

有の説明や教育は，海外留学を所管する事務組織をはじめとする関連部署に所属する専

門の職員が行う。さらに，講義だけではなく，グループワーク，ディスカッション，プ

レゼンテーション等を導入し，双方向型の研修スタイルとする。なお，語学については，

留学する直前の学期まで語学スキルを磨き，留学前の自らの語学レベルを認識させるた

めに，各種語学力試験を受験させる。 

留学後は留学報告書の提出を求め，また事後研修の中では成果発表会や留学を振り返

り，今後の学修及びキャリアについて考える機会を設け，各自が次なる目標設定を行う。

さらに学生は，再度語学力試験を受験して自らの語学力の習熟度を把握することで，今

後の学修計画を立案するための基準を得ることができる。 

 

 

 

10 管理運営 

  

 学校教育法が平成 26 年８月に改正（平成 27 年４月１日施行）された。これを受けて，

同年９月より本学の学内規則・規程の総点検及び見直しを行い，副学長の職務や，教授会

及び学系会議の役割を明確化した。このことにより，大学運営における学長のリーダーシ

ップの確立等，ガバナンス改革の一層の促進を図っている。 

 

（１）教育研究評議会 

 本学の教育研究に関する重要事項については，「教育研究評議会」において審議すること
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と本学学則第 13条に規定しており，原則として毎月１回，学長が招集し，その議長となっ

て開催する。 

構成員は，学長，学園長，副学長，学群長，学系長，大学院部長，学群以外の教育組織

の中から学長が指名した者，その他教職員の中から学長が指名した者をもって組織してい

る。加えて，議長が必要があると認めるときは，関係の教職員及び学外有識者等に教育研

究評議会への出席を求め，意見を聞くことができるように整えている。 

 教育研究評議会において審議する事項は次の通りである。 

①本学園理事会が定める中長期目標についての意見に関する事項（経営に関する事項及

び他の設置する学校に関する事項を除く） 

 ②中長期計画及び年度計画に関する事項（経営に関する事項を除く） 

 ③学則その他の教育研究に係る重要な規程の制定又は改廃に関する事項 

 ④教育及び研究の状況について自ら行う点検及び評価に関する事項 

 ⑤教員人事の方針に関する事項 

 ⑥教育課程の編成に関する方針に係る事項 

⑦学生の入学，卒業又は課程の修了その他学生の在籍に関する方針及び学位の授与に関

する方針に係る事項 

 ⑧学生の円滑な修学等を支援するために必要な助言，指導その他の援助に関する事項 

 ⑨その他本学の教育研究に関する重要事項 

 学長が必要と認めたとき又はその構成員の３分の１以上の要求があった場合は,教育研

究評議会を開催するものとしているほか，組織及び運営に関する必要な細則は学長が定め

ることとしている。なお，学長に事故があるとき又は欠けたときは，あらかじめ定めた者

が招集し，その議長となることとしている。 

  

（２）教授会 

 「グローバル・コミュニケーション学群教授会」を設置し，原則として毎月１回，定例

会議を開催する。（資料 18） 

 本学群教授会は，専任の教授をもって組織することとしているが，専任の准教授その他

の専任の教員を加えることができるようになっており，次に掲げる事項について学長が決

定を行うにあたり意見を述べるものとすることとしている。 

 ①学生の入学，卒業 

 ②学位の授与 

③学生の入学，卒業及び学位の授与のほか，教育課程の編成等教育に関する重要な事項

で，教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの 

④学長及び学群長等（以下「学長等」という。）がつかさどる教育に関する事項について

審議し，及び学長等の求めに応じ，意見を述べることができる 
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（３）学系会議 

 本学では学群制を採用し，教育組織（学群）と研究組織（学系）に分けている。研究組

織である学系には，人文学系，言語学系，芸術・文化学系，法学・政治学系，経済・経営

学系，心理・教育学系，自然科学系，総合科学系の８つの学系がある。本学群の専任の教

員は，人文学系，言語学系，法学・政治学系，心理・教育学系に所属する。 

 各学系には「学系長」を置くこととし，当該学系の専任の教授の中から学長が選出し，

常務理事会の議を経て任命することとなっている。また，各学系には「学系会議」（資料 19）

を置き，原則として毎月１回，定例会議を開催している。構成員には学系長及び学系の専

任の教授のほか，専任の准教授その他の専任の教員を加えることができるようになってい

る。 

学系会議では，教員の教育研究業績の審査等研究・人事に関する重要な事項で，学系会

議の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるものに対し，意見を述べるものとす

ることに加え，学長等がつかさどる研究・人事に関する事項について審議し，及び学長等

の求めに応じ，意見を述べることができるようになっている。 

 これらのほか，本学群に係る事務については，教務に関する事務を所管する部署に事務

職員を適切に配置することで，本学群の管理運営を円滑かつ効率的に遂行する。 

 

 

 

11 自己点検・評価 

 

大学は，学校教育法第 109条第１項に規定されているように，「教育及び研究，組織及び

運営並びに施設及び設備の状況について自己点検・評価を行い公表する義務」を有してい

る。本学においても，本学学則第２条第１項において「教育研究活動の状況を点検し評価

を行い，その結果を公表する」と規定し，継続的に自己点検・評価を実施している。 

 自己点検・評価を行うにあたり，平成６年 10 月に「自己点検・評価委員会規程」（資料

20）を制定し，当該年度より継続的に実施している。また，大学基準協会の「相互評価制

度」が開始されたことに伴い，平成９年度には大学基準協会の相互評価を受審し，「大学基

準に適合している」との評価を得ている。相互評価の際には，本学に対する勧告事項はな

く，教育研究の改善がなされている点が評価されている。 

 その後，教育研究のさらなる改善・充実のため，平成 13 年 10 月に「桜美林大学自己点

検・評価委員会」が発足した。点検項目として，設立目的と教育目標，教育課程，教員組

織，修了後の状況，図書館等の施設，教員の研究・教育活動状況，広報活動，事務組織，

財政，学生アンケート調査を設定した。この自己点検・評価の結果は，平成 15年４月に『学

びのコミュニティを求めて－桜美林大学自己点検・評価報告書 2002』として刊行している。 

さらに，平成 18 年度には，学校教育法第 69 条第３項に規定されている「大学評価」に
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基づき，財団法人日本高等教育評価機構の大学機関別認証評価を受け，その結果，平成 19

年３月 29日付けで「同機構が定める大学評価基準を満たしていると認定する」との判定を

受けた。なお，同機構による『大学機関別認証評価結果報告書』の総評では，「大学全体と

して，特色のある，優れた教育研究活動を行っており，多くの優れた点が指摘でき，特に

改善すべき点は見あたらなかった。」との評価を得ている。特に，建学の精神を踏まえた柔

軟なカリキュラムと学生の自主性に基づく幅広い学修の実現に向けた，「学群制」をはじめ

とする改革への積極的な努力が高く評価されている。 

これらの流れを受け，平成 19 年度以降も自己点検・評価活動を継続し，平成 22 年度に

は『自己点検・評価報告書 2010』を刊行した。これにより，学内での教育改善へ向けての

取組が共有されるとともに，この点検・評価の結果が今後の大学における諸活動の改善・

改革の指標となった。 

 その後，前回の認証評価による認定期間を１年残しながらも，平成 24年度の大学機関別

認証評価を受審すべく，公益財団法人日本高等教育評価機構へ申請し，同機構より「大学

評価基準に適合している」との判定を受けた。なお，同機構による『大学機関別認証評価

報告書』の総評において，「大学は自らが掲げる建学の精神や使命・目的に基づき適切に教

育・研究に取組んでいる。平成 17年に「ミッション・ステートメント」を公表し，平成 22

年度には，これを具現化するために「桜美林学園中期目標」を策定し，12の礎石（CORNERSTONE）

を定め，さらに質の高い高等教育機関となることを目指した努力を続けている。」との評価

を得ている。特に，専任教員がアカデミック・アドバイザーとして学生一人ひとりを担当

していることや教職員及び上級生が学びの相談に応じる「コーナーストーン・センター」

を設置する等して，学生に対する学修及び授業支援体制が充実している点について評価さ

れている。また，ｅラーニング支援教材が補習教育としてのリメディアル学習や正課の補

助教材及び補充学習に効果的に活用されている点，キャリア支援において学生ごとに進路

支援相談員を配置する「キャリアアドバイザー制度」を充実させた結果，就職実績の向上

等の具体的成果を上げている点等，学生に対する様々な支援体制について高く評価されて

いる。 

このほか，本学では，本学学則第 11条第３項において「学群長等は，学長に対し，年度

報告を書面によって提出しなければならない。」と定めており，学群長及び学系長等は年間

の教育研究の諸活動の実績及び点検・評価，将来に向けた発展方策等を年度報告書として

報告している。 

自己点検・評価及び認証評価結果，年度報告書については，本学ウェブサイトにも掲載

しており，広く社会へ公表するとともに学内での共有化に努めている。今後も自己点検・

評価委員会等において課題を認識・共有し，改善・伸長方策を実行する。 

 

 

 



- 38 - 

 

12 情報の公表 

 

社会に対する説明責任を果たすとともに，公正かつ透明性の高い大学運営と教育研究事

業を実現し，その質を向上させるため，適切な情報を本学ウェブサイトに掲載し，受験生

や在学生，保護者等を含め広く社会へ公開することに努めている。 

 具体として，学校教育法施行規則第 172 条の２に規定されている教育情報の全項目を含

め，教育研究活動等の情報を本学ウェブサイトの各ページに掲載するとともに，「情報公開」

ページからも一元的にアクセスできるようにしている。 

ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/free_access/index.html 

ホーム＞情報公開 

 

（１）大学の教育研究上の目的に関すること 

 大学の教育研究上の目的を本学学則第１条に，学群及び学類ごとの人材養成に関する目

的等を同第３条の２に定め，本学ウェブサイトに掲載している。また，同内容を入学時に

全学生に配付する履修要項である『履修ガイド』に掲載している。 

 ＵＲＬ：http://obiriner.obirin.ac.jp/campus_life_guide/rules/index.html 

 ホーム＞情報公開＞【４】教育と研究活動＞学則 

 

（２）教育研究上の基本組織に関すること 

 教育研究上の基本組織を「教育・研究組織図」として本学ウェブサイトに掲載している。

また，各学群・学類の特色や学びについて，同ウェブサイト及び毎年作成し受験生に配付

する『桜美林大学 大学案内』に掲載している。 

 ・教育・研究組織図 

  ＵＲＬ： 

http://www.obirin.ac.jp/free_access/situation/organization/map/organizatio

n_chart.html 

  ホーム＞情報公開＞【２】データでみる桜美林の現況＞組織図 

 ・各学群・学類の特色や学び 

  ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/faculty1/index.html 

  ホーム＞学群の学び 

 

（３）教員組織，教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

 教員組織，教員の数，各教員が有する学位及び業績についての情報を本学ウェブサイト

に掲載している。 

教員組織，教員の数については，大学全体の専任教員数，非常勤教員数を掲載するとと

もに，教員組織別の専任教員数を男女別，職位別で掲載している。さらに，専任教員の年
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齢構成，専任教員一人あたりの学生数を掲載している。 

 ・教員組織，教員数 

ＵＲＬ：http://www.obirin.jp/gakuen/organization/num_org_teacher.html 

  ホーム＞情報公開＞【２】データでみる桜美林の現況＞教員組織・教員数 

・各教員が保有する学位及び業績 

  ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/free_access/index.html 

  ホーム＞情報公開＞【２】データでみる桜美林の現況＞教員情報検索 

 

（４）入学者に関する受入れ方針及び入学者の数，収容定員及び在学する学生の数，卒業

又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関

すること 

 入学者に関する受入れ方針（アドミッションポリシー）を大学全体及び学群・学類ごと

に定め，学生募集要項に掲載するとともに，同内容を本学ウェブサイトに掲載している。 

 学生データとして，次の情報を本学ウェブサイトに掲載している。①収容定員と在籍者

数，収容定員充足率（毎年５月１日時点），②入学定員と入学者数・推移（過去３カ年），

③卒業者数と修了者数（過去３カ年），④就職・進路状況（毎年５月１日時点）と主な就職

先。 

 ・アドミッションポリシー 

  ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/free_access/index.html 

  ホーム＞情報公開＞【４】教育と研究活動＞アドミッションポリシー 

・学生データ 

ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/free_access/index.html 

  ホーム＞情報公開＞【２】データでみる桜美林の現況＞学生データ 

 

（５）授業科目，授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

 授業科目及び授業の方法を入学時に全学生に配付する履修要項である『履修ガイド』に

掲載するとともに，同内容をＰＤＦファイル形式で本学ウェブサイトに掲載している。ま

た，各授業科目の内容及び年間の授業の計画をシラバスとして本学ウェブサイトに掲載し，

授業科目名や教員名で検索することを可能としている。 

 ・授業科目及び授業の方法（ＰＤＦファイル形式『履修ガイド』に記載） 

  ＵＲＬ： 

http://obiriner.obirin.ac.jp/campus_life_guide/registration/registration_g

uide.html 

  ホーム＞学修・生活ガイド＞履修登録・履修ガイドについて＞履修ガイド 

 ・シラバス 

  ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/syllabus/ 
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  ホーム＞情報公開＞【４】教育と研究活動＞シラバス 

 

（６）学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたっての基準に関すること 

 成績評価基準及び卒業要件を入学時に全学生に配付する履修要項である『履修ガイド』

に掲載するとともに，同内容をＰＤＦファイル形式で本学ウェブサイトに掲載している。

また，授業科目ごとの成績評価基準をシラバスに記載し，本学ウェブサイトに掲載してい

る。 

さらに，大学全体及び学群・学類ごとのディプロマポリシーを定め，同『履修ガイド』

及び本学ウェブサイトに掲載している。 

 ・成績評価基準及び卒業要件（ＰＤＦファイル形式『履修ガイド』に記載） 

  ＵＲＬ： 

http://obiriner.obirin.ac.jp/campus_life_guide/registration/registration_g

uide.html 

  ホーム＞学修・生活ガイド＞履修登録・履修ガイドについて＞履修ガイド 

 ・シラバス 

  ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/syllabus/ 

  ホーム＞情報公開＞【４】教育と研究活動＞シラバス 

 ・ディプロマポリシー 

  ＵＲＬ： 

http://www.obirin.ac.jp/free_access/educational_information/diploma_policy

/index.html 

  ホーム＞情報公開＞【４】教育と研究活動＞ディプロマポリシー 

 

（７）校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

 各キャンパスの概要及びキャンパスマップ，アクセスガイドを本学ウェブサイトに掲載

するとともに，『施設案内』冊子を毎年全学生に配付している。『施設案内』には，学内の

様々な施設（各校舎，図書館，体育館，コンピュータ施設，食堂，学生ラウンジ等）を掲

載しており，同内容を本学ウェブサイトにも掲載している。 

 ・アクセスガイド及びキャンパスマップ 

  ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/access/index.html 

  ホーム＞【５】学習環境と課外活動＞キャンパス概要 

 ・『施設案内』（ＰＤＦファイル形式） 

  ＵＲＬ： 

http://obiriner.obirin.ac.jp/campus_life_guide/facilities_guide/index.html 

  ホーム＞学修・生活ガイド＞施設案内 
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（８）授業料，入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

 授業料，入学料その他の大学が徴収する費用を「桜美林大学学納金一覧表」として本学

ウェブサイトに掲載するとともに，奨学金支援制度についても掲載している。 

 ・学納金 

ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/free_access/training/intuition/index.html 

  ホーム＞情報公開＞【４】教育と研究活動＞学納金 

 ・奨学金支援制度 

  ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/free_access/support/scholarship.html 

  ホーム＞情報公開＞【６】学生生活のサポート体制＞奨学金支援制度 

 

（９）大学が行う学生の修学，進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

 学生サポートとして，次の情報を次の情報を本学ウェブサイトに掲載している。①学習

支援，②就職支援，③留学支援，④心と身体のサポート，⑤障がい者への支援，⑥学生寮

の紹介。 

 ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/free_access/notice_item/index.html 

ホーム＞情報公開＞【６】学生生活のサポート体制 

 

（10）その他 

教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報をカリキュラムポリシ

ー及びディプロマポリシーに盛り込み，大学全体，学群・学類ごとに，本学ウェブサイト

に掲載している。 

さらに，本学学則，設置認可等書類，自己点検・評価報告書，大学機関別認証評価の結

果等を本学ウェブサイトに掲載している。 

 ＵＲＬ：http://www.obirin.ac.jp/free_access/index.html 

ホーム＞情報公開 

 

 グローバル・コミュニケーション学群においても，教育研究活動や学生の修学状況等の

様々な情報について，受験生や在学生，保護者を含め，社会一般に公開する。 

 

 

 

13 教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 

 

（１）ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ） 

 本学では，授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を支援・推進

すること並びに本学の教育研究活動等の状況を明らかにして，広く国内外の理解と支持を
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得るための諸施策を支援・推進することを目的として，「大学教育開発センター」を設置し，

「桜美林大学大学教育開発センター規程」（資料 21）を制定している。 

本センターの事業の一つとして「ファカルティ・ディベロップメント（以下「ＦＤ」と

いう。）及びスタッフ・ディベロップメント（以下「ＳＤ」という。）の企画・立案に関す

ること」があり，これらの事業を円滑に遂行するため，センター内に「ＦＤ・ＳＤ部門」

を置いている。当該部門は，①全学のＦＤ・ＳＤに関する企画・実施モニター，②ＦＤ・

ＳＤ講演会・セミナーに関する企画・立案，③授業評価に関するアンケート等について取

り扱っている。これらの役割に基づき，本センター主催のシンポジウム，公開研究会をそ

れぞれ年１回定期的に開催している。また，全学のＦＤ実施状況についても本センターに

おいて定期的に調査を行っており，『ＦＤ実施状況報告書』にまとめ，公表している。 

 本センターが行う全学的なＦＤのほか，各教育組織においても独自のＦＤを行っている。

各教育組織では，年１回もしくは年２回定期的に開催しており，毎回独自のテーマを決め

て実施したり，新任教員に対する研修会等も開催している。開催の時期は教育組織により

異なるが，教育組織の長が中心となり，内容により外部講師等を招く等してレクチャーを

行っている。 

 グローバル・コミュニケーション学群においても，本学のこれまでの取組を活用しつつ，

有機的なＦＤが実施できるよう計画している。なお，アカデミック・アドバイザーには「ア

カデミック・アドバイザー指導の手引」を配付し，ＦＤ等において，アカデミック・アド

バイザーの役割，オフィスアワーの設定，履修登録・単位修得状況の確認，学生指導に関

する注意点等について周知し，指導方法の統一を図る。 

 

（２）学生による授業評価とフィードバック 

 平成 16年度より学生による「授業評価アンケート」を全学的に実施しており，アンケー

ト結果を授業改善に役立てている。質問項目は「授業の目標は明確に示されていたか」「説

明がわかりやすかったか」「提示されたシラバスの内容にそった授業であったか」等があり，

５段階評価により回答することとなっている。このほかに自由記述欄を設けている 。 

 結果については，担当教員及び所属長が確認する。さらには毎学期，担当副学長によっ

てすべての評価をレビューする。問題等が確認された場合は，各所属長を通して担当教員

への指導を行い，改善を要求している。この一連のシステムの中で，授業内容方法とシラ

バスの整合性を保つ努力を行っている。 

 本学群においても，既設の学群に倣い，授業評価アンケートを有効に活用する。学群長

がすべての授業科目について確認し，必要に応じて助言や指示を行える体制を整える。全

授業科目のアンケートが担当教員，学群長の相互確認を行うことで，客観性と教育の質を

担保する。 
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14 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

 

（１）教育課程内の取組 

 グローバル・コミュニケーション学群では，学群指定科目にキャリア系３科目を取り入

れ，キャリア教育を展開する。同時に，キャリア教育支援は事務組織である「キャリア開

発センター（以下「本センター」という。）」が担い，「全学キャリア開発委員会」を通じて

教育組織と綿密な連携を取りつつ支援を行う。全学キャリア開発委員会は，各教育組織の

キャリア開発委員，キャリア開発センター長，キャリア開発センター職員で構成し，全学

的なキャリア支援に対しての協議及び情報の共有を行っている。  

 本学では，新入学生の大学における居場所作りにはじまり，有益な学生生活を過ごすた

めのモチベーションの喚起及び持続，課題解決能力の育成，将来への視野を獲得すること

まで一貫して扱っており，本学群でも同様に行う。 

 まず，初年次教育として「自己実現とキャリアデザイン」（資料 22）を開講し，新入生に

卒業後の将来を意識させ，アカデミック・アドバイザーによる学修支援を受けながら大学

での学びを計画できるようにさせる。 

 ２年次以降は，職業と密接に関わりを持つ授業科目の展開や，正課としての「インター

ンシップ」や「フィールド・スタディ」を配置することで，座学だけではなく，実社会に

出て現場での体験を積むことができるようにしている。 

 また，３年次には就職支援を特に意識した科目として，「キャリアデザインⅠ・Ⅱ」（資

料 23，資料 24）を配置している。本授業では「キャリア」とは何かについて学ぶとともに，

業界研究・自己分析・エントリーシートの書き方等，具体性を伴った就職スキルについて

修得させる。「キャリアデザインⅠ・Ⅱ」の授業運営は本センターと綿密な連携が図られ，

本センターが主催する様々なガイダンスへの積極的参加に繋げている。なお，外国人留学

生については特別クラスを設け，特有の就職問題について的確な支援を行う。 

 

（２）教育課程外の取組 

就職や進路支援を総合的に扱う事務組織である本センターにより，年間を通して各種進

路ガイダンスやセミナー等を実施している。主に３年生が対象となるイベント「キャリア

フェスタⅠ～Ⅳ」では，外国人留学生を対象とする「留学生就職支援セミナー」も開催（年

４回）し，留学生の支援にあたっている。以下は，本センターにおいて実施している行事

であり，本学群の学生にも各行事を通して同様に支援を行う。 

 

①学内合同企業説明会 

  学内に企業の人事採用担当者を招き，各教室やブースに分かれて合同で企業説明会を

実施する行事であり，企画によっては説明会の後にそのまま第１次選考も実施すること

がある。11月に実施する学内企業選考会がこれに該当する。年間４回実施し，合計約 500
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社を招聘する。採用に直結する場合が多く，大学としても重視している。 

 

②キャリアフェスタ 

年間５回，時期に合わせたプログラムを組み合わせ，学生一人ひとりがそれぞれのキ

ャリアについて考え，学ぶためのイベントである。全学年の参加が可能であるが，中心

となるのは３年生及び大学院１年生である。なお，いずれの場合も土曜日に実施するこ

とで学生が参加しやすいよう配慮している。 

 

③進路支援ガイダンス 

４月と９月のオリエンテーション期間中に「３年生向け進路支援ガイダンス」を実施

し，一律に把握しておくべき内容を本学群の特性に合わせてガイドする。また，１・２

年生向けに学内での生活を充実させるためのヒントや就職活動の基礎的な知識を理解さ

せ，キャリア観の早期醸成を図る。具体には，「キャリア支援ガイダンス」や小学校での

授業サポート等を行うボランティアの説明会「教育ボランティアガイダンス」，インター

ンシップに参加する前に把握すべき知識及び手続方法等を理解する「インターンシップ

ガイダンス」，特定の業界に就職するための説明会「公務員ガイダンス」「マスコミ就職

ガイダンス」等を実施する。 

 

（３）適切な体制の整備 

各学群のカリキュラム運営に伴う支援組織として，「全学キャリア開発委員会」を置いて

いる。全学キャリア開発委員会は，各教育組織のキャリア開発委員，キャリア開発センタ

ー長，キャリア開発センター職員で構成し，全学的なキャリア支援のための協議及び情報

共有を図っている。教学系の「全学キャリア開発委員会」と事務系の「キャリア開発セン

ター」との適切な連携によって進路に関する学生指導を行っていくことで，学生にとって

納得感の高い進路選択の支援を可能としている。（資料 25） 

さらに，学生の納得感の高い進路選択をより確実なものとするために，本センターでは，

平成 18年度より「キャリアアドバイザー制度」を導入している。これは，３年次後期から

全学生に進路相談専門職員（キャリアアドバイザー）を配置し，個別の進路支援を実施す

るという制度である。 

キャリアアドバイザーは学生の進路捕捉を行うとともに，学生自らが自立（律）的に納

得感の高い進路選択をすることを目指し，個別に支援体制を図っている。また，学生との

面談等の個別支援体制に関しては，業務品質の維持とさらなる向上のため，専門的研修を

実施している。キャリアアドバイザー制度導入以降，本センター利用率及び進路捕捉率が

飛躍的に向上した。 

平成 26年９月現在，16人のキャリアアドバイザーが常駐し，１人あたり学生約 260人を

担当している。本学群の学生にも，担当キャリアアドバイザーを配置し，本学群の特色で
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ある留学経験や語学，リーダーシップ等が学生本人の希望進路にどのように活かすことが

できるのかについて，また，外国人留学生の日本の社会や文化に関する理解についての指

導も行う。本学群の学生が納得感の高い進路選択ができるよう，専門的研修においてさら

なる研鑽を図る。 

 なお，本学のキャリアアドバイザー制度は，平成 21年度文部科学省「大学教育・学生支

援推進事業【テーマＢ】学生支援推進プログラム」に「学生と企業の橋渡しプロジェクト

―アドバイザー制度の充実―」として選定された。また，本事業の財政支援期間終了後の

平成 24 年度には，「学生支援推進プログラム評価委員会」より選定件数 400 件中の上位 25

件にのみ与えられる，もっとも優れた「Ｓ」評価を受け，優秀校と判定された実績を併せ

持つ制度でもある。 

 従前より本学には多数の外国人留学生が在籍しているが，本学群開設後は，さらに多く

の外国人留学生が在籍することを想定している。これら外国人留学生の進路支援を十分に

サポートしていくため，英語圏や中国語圏の企業や母国企業の日本支社，グローバル企業，

国際機関等の新たな就職先の開拓にも注力していく。 
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桜美林大学長期研修制度に関する規程 

 

平成 22年９月 30日制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、桜美林大学（以下「本学」という。）の学術研究の振興並びに教育の

向上を目的として、専任教員の長期研修制度について定めるものとする。 

 

（区分・種別） 

第２条 長期研修制度の区分を「学外研修制度」、「特別研修制度」とする。 

 ２ 「学外研修制度」の種別を「海外研修」、「国内研修」とする。 

 ３ 「特別研修制度」の種別を「一般」、「外部資金」とする。 

 

（研修員の資格） 

第３条 研修に従事する教員（以下「研修員」という。）は、次の各号のすべてに該当しな

ければならない。 

 （１）本学の専任教員であること。 

 （２）研修開始の時点において、本学の専任教員としての勤続年数が５年以上であるこ

と。 

 （３）定年退職の２年以上前に研修を終了すること。 

 （４）本学の教育研究に支障がないこと。 

 （５）研修期間中に学内の役職に就くことが予定されていないこと。 

 ２ 前項第２号及び第３号については学長の判断により、その期間を短縮又は免除する

ことができる。 

 

（研修の期間） 

第４条 研修の期間は、１学期間（６か月）又は２学期間（12 カ月）とする。また、海外

研修と国内研修を組み合わせて行うことができるが、この場合も、研修期間の合計は２

学期間を超えることはできない。 

 

（研修員の人数） 

第５条 研修員の人数は、常務理事会の議を経て学長が決定する。 

 

（申請方法） 

第６条 長期研修制度の適用を希望する者は、所定の研修申請書を所定の期日までに、提
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出するものとする。提出先、提出期日等の詳細は別に定める。 

 

（研修員の決定） 

第７条 研修員の決定は、学外研修制度については学系長、特別研修制度については担当

副学長の推薦に基づき、常務理事会の議を経て学長が決定する。 

 

（研修計画書） 

第８条 研修員として決定を受けた者は、本学が指定する期日までに別に定める研修計画

書を提出しなければならない。 

 ２ 研修計画は、当該研修計画の詳細を示すものとし、原則として計画の変更はできな

い。 

 

（研修費の支給） 

第９条 長期研修にかかわる研修費支給額は、別に定める。 

 

（研修期間中の給与） 

第 10条 研修期間中の研修員の給与は、別に定める。 

 ２ 研修期間中の定期昇給並びに給与改定は、これを研修員に適用する。 

 

（研修計画の変更） 

第 11条 研修員が研修中、又は研修前にやむを得ない事由によりその研修計画を変更しよ

うとする場合は、遅滞なくその事由を付して届け出るものとし、学長の承認を得なくて

はならない。 

 ２ 前項にかかわる追加給費は、これを行わない。 

 ３ 第１項により減額となる研修費用は、これを速やかに返還しなくてはならない。た

だし、学長は、事情により常務理事会の承認を経て当該金額の全部又は一部の返還を

免除することができる。 

 

（研修員資格の取消し） 

第 12条 研修員がその目的を継続するのに不適格と認められる事由が生じた場合、また本

規程に違背する事項がある場合は、学長はその資格を取り消すことができる。 

 ２ 前項により、学外研修員資格を取り消された者は、既に交付された研修費を返還し

なければならない。ただし、学長は、事情により常務理事会の承認を経て当該金額の

全部又は一部の返還を免除することができる。 

 

（研修専念義務） 
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第 13条 研修員は、研修期間中、平常の業務を離れて当該研修に専念するものとする。 

 ２ 研修員は、研修期間中、特に学長の承認を得た場合を除き、学外出講及び学外兼職

をしないものとする。 

 

（報告義務） 

第 14条 研修員は、研修終了後、６か月以内にその研修概要及び成果を報告書としてまと

め、学系長を通じて学長に提出しなければならない。 

 

（研修終了後の在職義務） 

第 15条 学外研修をした者は、原則として研修終了後２年以上本学の教員として勤務しな

ければならない。 

 ２ 前項にもかかわらず、その期間を満了しないで退職する者については、既に交付さ

れた研修費を返還しなければならない。ただし、学長は、事情により常務理事会の承

認を経て当該金額の全部または一部の返還を免除することができる。 

 

（研修期間中の授業科目等の措置） 

第 16条 研修期間中、研修員が担当する授業科目及びその他の業務の措置については、当

該研修員が担当する科目の教育組織等において授業計画などを作成することとする。 

 ２ 前項授業計画のうち、休講措置とすることが著しく学生の不利益をもたらす場合は、

原則として当該科目が開講されている教育組織の専任教員によって代講することとす

る。 

 

（運用規程） 

第 17条 この規程の運用に必要な事項は、桜美林大学学外研修制度に関する規程（平成 22

年９月 30日制定）および桜美林大学特別研修制度に関する規程（平成 22年９月 30日制

定）の定めるところによる。 

 

（規定の改廃） 

第 18条 この規程の改廃は、常務理事会の議を経て行う。 

 

附 則 

 １ この規程は、平成 23年４月１日から施行する。 

 ２ この規程の施行により、「桜美林大学学外研修制度に関する規程施行細則」および「桜

美林大学特別研修制度に関する規程施行細則」は廃止する。 

附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 
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学校法人桜美林学園定年制規程 

昭和 59年３月１日制定 

第１条 本学園の専任教職員に、次条以下のとおり、定年制を定める。 

第２条 専任教職員の定年は、次のとおりとする。 

（１） 教育職員 

ア 大学教員 満 70歳 

  ただし、体育担当教員は、満 65歳とする 

イ 高等学校・中学校教員 満 65歳 

ウ 幼稚園教員 満 60歳 

（２） 各校事務職員 満 65歳 

（３） 実験職員 満 60歳 

（４） 現業職員 満 60歳 

第３条 専任教職員の定年退職の日は、その定年に達した日の属する年度の末日とする。 

第４条 この規程の実施について必要な事項は、理事会で別に定めるところによる。 

附 則 

 この規程は、昭和 59年３月 31日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 10年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 14年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 19年４月１日から施行する。 



グローバル・コミュニケーション学群　卒業要件確認表
資料４

＜英語特別専修＞

学籍番号：

姓　　　名：

卒業要件：以下の①～③をすべて満たし，124単位以上を修得すること。

①学群指定科目 ③グローバル・スタディーズ科目
（必修科目４単位・選択必修科目６単位を含む16単位以上を修得すること） （36単位以上を修得すること）

科目名 単位数 修得方法 修得状況

グローバル・コミュニケーション入門 ② 必修 英語 中国語

外国語修得法 ② 必修 日本の文化 4 選択

グローバリゼーションと社会 2 近代の日本文化論 4 選択

イノベーションとリーダーシップ 2 比較文化論 4 選択

論理的思考とコミュニケーション 2 日本文学概論 4 選択

数的理解と統計 2 日本文学作品論 4 選択

応用言語学 4 選択 比較文学研究 4 選択

言語と心理 4 選択 日本の芸術 4 選択

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ 2 選択 日本の映像芸術 4 選択

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ 2 選択 日本の舞台芸術 4 選択

インターンシップ 4 選択 日本の歴史 4 選択

フィールド・スタディ 4 選択 日本の近代史 4 選択

自己実現とキャリアデザイン 2 選択 日本の思想と宗教 4 選択

キャリアデザインⅠ 2 選択 比較人文学特論（複数履修可） 4 選択

キャリアデザインⅡ 2 選択 英米文化講読 4 選択 -

英米文化研究 4 選択 -

中国文化史 4 選択 -

中国文化論 4 選択 -

②語学技能科目　英語コミュニケーション科目群 異文化コミュニケーション論 4 選択

（必修科目16単位を含む36単位以上を修得すること） 金融と経済 4 選択

科目名 単位数 修得方法 修得状況 日本型経営論 4 選択

英語ⅠＡ ④ 必修 現代の産業と企業 4 選択

英語ⅠＢ ④ 必修 国際政治論 4 選択

英語ⅡＡ ④ 必修 国際関係論 4 選択

英語ⅡＢ ④ 必修 日本人と国際社会 4 選択

初級英語演習（複数履修可） 2 選択 グローバル社会とジェンダー 4 選択

中級英語演習（複数履修可） 2 選択 比較社会論 4 選択

上級英語演習（複数履修可） 2 選択 比較教育論 4 選択

英語特別演習Ⅰ 4 選択 グローバル社会特論（複数履修可） 4 選択

英語特別演習Ⅱ 4 選択 国際教養研究Ａ 2 選択

英語コミュニケーションＡⅠ 2 選択 国際教養研究Ｂ 2 選択

英語コミュニケーションＡⅡ 4 選択 国際教養研究Ｃ 2 選択

英語コミュニケーションＢⅠ 2 選択 国際教養研究Ｄ 2 選択

英語コミュニケーションＢⅡ 4 選択

翻訳Ａ 4 選択

翻訳Ｂ 4 選択

英語通訳Ⅰ 4 選択

英語通訳Ⅱ 4 選択

実践英語Ａ 2 選択

実践英語Ｂ 2 選択

実践英語Ｃ 2 選択

実践英語Ｄ 2 選択

実践英語Ｅ 2 選択

実践英語Ｆ 2 選択

実践英語Ｇ 2 選択

実践英語Ｈ 2 選択

実践英語Ｉ 2 選択

実践英語Ｊ 2 選択

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類　卒業要件確認表

①～③修得単位数　計：　　　　　　　単位（124単位以上となること）

②修得単位数　計：　　　　　　　単位（36単位以上となること）

修得状況
科目名 単位数 修得方法

　選択必修
　(左記から
　 ３科目

  修得する)

③修得単位数　計：　　　　　　　単位（36単位以上となること）

①修得単位数　計：　　　　　　　単位（16単位以上となること）
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＜中国語特別専修＞

学籍番号：

姓　　　名：

卒業要件：以下の①～③をすべて満たし，124単位以上を修得すること。

①学群指定科目 ③グローバル・スタディーズ科目
（必修科目４単位・選択必修科目６単位を含む16単位以上を修得すること） （36単位以上を修得すること）

科目名 単位数 修得方法 修得状況

グローバル・コミュニケーション入門 ② 必修 英語 中国語

外国語修得法 ② 必修 日本の文化 4 選択

グローバリゼーションと社会 2 近代の日本文化論 4 選択

イノベーションとリーダーシップ 2 比較文化論 4 選択

論理的思考とコミュニケーション 2 日本文学概論 4 選択

数的理解と統計 2 日本文学作品論 4 選択

応用言語学 4 選択 比較文学研究 4 選択

言語と心理 4 選択 日本の芸術 4 選択

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ 2 選択 日本の映像芸術 4 選択

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ 2 選択 日本の舞台芸術 4 選択

インターンシップ 4 選択 日本の歴史 4 選択

フィールド・スタディ 4 選択 日本の近代史 4 選択

自己実現とキャリアデザイン 2 選択 日本の思想と宗教 4 選択

キャリアデザインⅠ 2 選択 比較人文学特論（複数履修可） 4 選択

キャリアデザインⅡ 2 選択 英米文化講読 4 選択 -

英米文化研究 4 選択 -

中国文化史 4 選択 -

中国文化論 4 選択 -

②語学技能科目　中国語コミュニケーション科目群 異文化コミュニケーション論 4 選択

（必修科目16単位を含む36単位以上を修得すること） 金融と経済 4 選択

科目名 単位数 修得方法 修得状況 日本型経営論 4 選択

中国語ⅠＡ ④ 必修 現代の産業と企業 4 選択

中国語ⅠＢ ④ 必修 国際政治論 4 選択

中国語ⅡＡ ④ 必修 国際関係論 4 選択

中国語ⅡＢ ④ 必修 日本人と国際社会 4 選択

初級中国語演習（複数履修可） 2 選択 グローバル社会とジェンダー 4 選択

中級中国語演習（複数履修可） 2 選択 比較社会論 4 選択

上級中国語演習（複数履修可） 2 選択 比較教育論 4 選択

中国語特別演習Ⅰ 4 選択 グローバル社会特論（複数履修可） 4 選択

中国語特別演習Ⅱ 4 選択 国際教養研究Ａ 2 選択

中国語コミュニケーションＡⅠ 2 選択 国際教養研究Ｂ 2 選択

中国語コミュニケーションＡⅡ 4 選択 国際教養研究Ｃ 2 選択

中国語コミュニケーションＢⅠ 2 選択 国際教養研究Ｄ 2 選択

中国語コミュニケーションＢⅡ 4 選択

日中翻訳技法 2 選択

日中通訳技法 2 選択

実践中国語Ａ 2 選択

実践中国語Ｂ 2 選択

実践中国語Ｃ 2 選択

実践中国語Ｄ 2 選択

実践中国語Ｅ 2 選択

実践中国語Ｆ 2 選択

実践中国語Ｇ 2 選択

実践中国語Ｈ 2 選択

実践中国語Ｉ 2 選択

実践中国語Ｊ 2 選択

①～③修得単位数　計：　　　　　　　単位（124単位以上となること）

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類　卒業要件確認表

修得方法単位数
修得状況

科目名

　選択必修
　(左記から
　 ３科目

  修得する)

②修得単位数　計：　　　　　　　単位（36単位以上となること）

③修得単位数　計：　　　　　　　単位（36単位以上となること）

①修得単位数　計：　　　　　　　単位（16単位以上となること）
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＜日本語特別専修＞

学籍番号：

姓　　　名：

卒業要件：以下の①～③をすべて満たし，124単位以上を修得すること。

①学群指定科目 ③グローバル・スタディーズ科目
（必修科目４単位・選択必修科目６単位を含む16単位以上を修得すること） （36単位以上を修得すること）

科目名 単位数 修得方法 修得状況

グローバル・コミュニケーション入門 ② 必修 英語 中国語

外国語修得法 ② 必修 日本の文化 4 選択

グローバリゼーションと社会 2 近代の日本文化論 4 選択

イノベーションとリーダーシップ 2 比較文化論 4 選択

論理的思考とコミュニケーション 2 日本文学概論 4 選択

数的理解と統計 2 日本文学作品論 4 選択

応用言語学 4 選択 比較文学研究 4 選択

言語と心理 4 選択 日本の芸術 4 選択

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ 2 選択 日本の映像芸術 4 選択

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ 2 選択 日本の舞台芸術 4 選択

インターンシップ 4 選択 日本の歴史 4 選択

フィールド・スタディ 4 選択 日本の近代史 4 選択

自己実現とキャリアデザイン 2 選択 日本の思想と宗教 4 選択

キャリアデザインⅠ 2 選択 比較人文学特論（複数履修可） 4 選択

キャリアデザインⅡ 2 選択 英米文化講読 4 選択 -

英米文化研究 4 選択 -

中国文化史 4 選択 -

中国文化論 4 選択 -

②語学技能科目　日本語コミュニケーション科目群 異文化コミュニケーション論 4 選択

（必修科目16単位を含む36単位以上を修得すること） 金融と経済 4 選択

科目名 単位数 修得方法 修得状況 日本型経営論 4 選択

日本語ⅠＡ ④ 必修 現代の産業と企業 4 選択

日本語ⅠＢ ④ 必修 国際政治論 4 選択

日本語ⅡＡ ④ 必修 国際関係論 4 選択

日本語ⅡＢ ④ 必修 日本人と国際社会 4 選択

初級日本語演習（複数履修可） 2 選択 グローバル社会とジェンダー 4 選択

中級日本語演習（複数履修可） 2 選択 比較社会論 4 選択

上級日本語演習（複数履修可） 2 選択 比較教育論 4 選択

日本語特別演習Ⅰ 4 選択 グローバル社会特論（複数履修可） 4 選択

日本語特別演習Ⅱ 4 選択 国際教養研究Ａ 2 選択

日本語コミュニケーションＡⅠ 2 選択 国際教養研究Ｂ 2 選択

日本語コミュニケーションＡⅡ 4 選択 国際教養研究Ｃ 2 選択

日本語コミュニケーションＢⅠ 2 選択 国際教養研究Ｄ 2 選択

日本語コミュニケーションＢⅡ 4 選択

①～③修得単位数　計：　　　　　　　単位（124単位以上となること）

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類　卒業要件確認表

科目名 単位数 修得方法
修得状況

　選択必修
　(左記から
　 ３科目

  修得する)

①修得単位数　計：　　　　　　　単位（16単位以上となること）

②修得単位数　計：　　　　　　　単位（36単位以上となること）

③修得単位数　計：　　　　　　　単位（36単位以上となること）
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＜グローバル教養専修＞

学籍番号：

姓　　　名：

卒業要件：以下の①～③をすべて満たし，124単位以上を修得すること。

①学群指定科目
（必修科目４単位・選択必修科目６単位を含む16単位以上を修得すること）

科目名 単位数 修得方法 修得状況 科目名 単位数 修得方法 修得状況

グローバル・コミュニケーション入門 ② 必修 中国語特別演習Ⅰ 4 選択

外国語修得法 ② 必修 中国語特別演習Ⅱ 4 選択

グローバリゼーションと社会 2 中国語コミュニケーションＡⅠ 2 選択

イノベーションとリーダーシップ 2 中国語コミュニケーションＡⅡ 4 選択

論理的思考とコミュニケーション 2 中国語コミュニケーションＢⅠ 2 選択

数的理解と統計 2 中国語コミュニケーションＢⅡ 4 選択

応用言語学 4 選択 日中翻訳技法 2 選択

言語と心理 4 選択 日中通訳技法 2 選択

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ 2 選択 実践中国語Ａ 2 選択

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ 2 選択 実践中国語Ｂ 2 選択

インターンシップ 4 選択 実践中国語Ｃ 2 選択

フィールド・スタディ 4 選択 実践中国語Ｄ 2 選択

自己実現とキャリアデザイン 2 選択 実践中国語Ｅ 2 選択

キャリアデザインⅠ 2 選択 実践中国語Ｆ 2 選択

キャリアデザインⅡ 2 選択 実践中国語Ｇ 2 選択

実践中国語Ｈ 2 選択

実践中国語Ｉ 2 選択

実践中国語Ｊ 2 選択

②語学技能科目　英語・中国語コミュニケーション科目群 ③グローバル・スタディーズ科目
（必修科目16単位を含む36単位以上を修得すること） （36単位以上を修得すること）

科目名 単位数 修得方法 修得状況 科目名 単位数 修得方法

英語ⅠＡ ④ 必修 英語 中国語
英語ⅠＢ ④ 必修 日本の文化 4 選択

英語ⅡＡ ④ 必修 近代の日本文化論 4 選択

英語ⅡＢ ④ 必修 比較文化論 4 選択

初級英語演習（複数履修可） 2 選択 日本文学概論 4 選択

中級英語演習（複数履修可） 2 選択 日本文学作品論 4 選択

上級英語演習（複数履修可） 2 選択 比較文学研究 4 選択

英語特別演習Ⅰ 4 選択 日本の芸術 4 選択

英語特別演習Ⅱ 4 選択 日本の映像芸術 4 選択

英語コミュニケーションＡⅠ 2 選択 日本の舞台芸術 4 選択

英語コミュニケーションＡⅡ 4 選択 日本の歴史 4 選択

英語コミュニケーションＢⅠ 2 選択 日本の近代史 4 選択

英語コミュニケーションＢⅡ 4 選択 日本の思想と宗教 4 選択

翻訳Ａ 4 選択 比較人文学特論（複数履修可） 4 選択

翻訳Ｂ 4 選択 英米文化講読 4 選択 -

英語通訳Ⅰ 4 選択 英米文化研究 4 選択 -

英語通訳Ⅱ 4 選択 中国文化史 4 選択 -

実践英語Ａ 2 選択 中国文化論 4 選択 -

実践英語Ｂ 2 選択 異文化コミュニケーション論 4 選択

実践英語Ｃ 2 選択 金融と経済 4 選択

実践英語Ｄ 2 選択 日本型経営論 4 選択

実践英語Ｅ 2 選択 現代の産業と企業 4 選択

実践英語Ｆ 2 選択 国際政治論 4 選択

実践英語Ｇ 2 選択 国際関係論 4 選択

実践英語Ｈ 2 選択 日本人と国際社会 4 選択

実践英語Ｉ 2 選択 グローバル社会とジェンダー 4 選択

実践英語Ｊ 2 選択 比較社会論 4 選択

中国語ⅠＡ 4 選択 比較教育論 4 選択

中国語ⅠＢ 4 選択 グローバル社会特論（複数履修可） 4 選択

中国語ⅡＡ 4 選択 国際教養研究Ａ 2 選択

中国語ⅡＢ 4 選択 国際教養研究Ｂ 2 選択

初級中国語演習（複数履修可） 2 選択 国際教養研究Ｃ 2 選択

中級中国語演習（複数履修可） 2 選択 国際教養研究Ｄ 2 選択

上級中国語演習（複数履修可） 2 選択

①～③修得単位数　計：　　　　　　　単位（124単位以上となること）

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類　卒業要件確認表

　選択必修
　(左記から
　 ３科目

  修得する)

①修得単位数　計：　　　　　　　単位（16単位以上となること） ②修得単位数　計：　　　　　　　単位（36単位以上となること）

③修得単位数　計：　　　　　　　単位（36単位以上となること）

修得状況
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グローバル・コミュニケーション学群　履修モデル
資料５

授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

グローバル・
コミュニケー
ション入門

2
数的思考と統
計

2 応用言語学 4

グローバル・
リーダーシッ
プ・セミナー
Ⅰ

2

グローバル・
リーダーシッ
プ・セミナー
Ⅱ

2

外国語修得法 2
イノベーショ
ンとリーダー
シップ

2

自己実現と
キャリアデザ
イン

2
論理的思考と
コミュニケー
ション

2

英語ⅠＡ 4 英語ⅡＡ 4
英語コミュニ
ケーションＡ
Ⅰ

2 実践英語Ａ 2
英語コミュニ
ケーションＡ
Ⅱ

4
英語コミュニ
ケーションＢ
Ⅱ

4 英語通訳Ⅰ 4 英語通訳Ⅱ 4

英語ⅠＢ 4 英語ⅡＢ 4
英語コミュニ
ケーションＢ
Ⅰ

2 実践英語Ｂ 2

上級英語演習 2
英語特別演習
Ⅱ

4 実践英語Ｃ 2

英語特別演習
Ⅰ

4 実践英語Ｄ 2

実践英語Ｅ 2

実践英語Ｆ 2

比較文化論 4
日本の思想と
宗教

4
比較人文学特
論

4

日本の近代史 4

日本の歴史 4

英米文化研究 4
国際教養研究
Ａ

2 金融と経済 4 国際政治論 4
現代の産業と
企業

4 国際関係論 4

英米文化講読 4

合計

124

8

学年計 38 34 34 18

学期計 20

学
群
指
定
科
目

20

語
学
技
能
科
目

58

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目

日
本
文
化
系
科
目
群

後期 前期

18 20 14 20 14 10

１年次 ２年次

46

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
系

科
目
群

小
計

前期 後期 前期 後期 前期

３年次 ４年次

後期

海外留学（米国）半年間

＜英語特別専修＞

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類 履修モデル

英語特別専修に所属して２年次後期より１学期間海外留学し、卒業後は、グローバル企業等の諸分野において活躍を目指す学生の履修モデル
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

グローバル・
コミュニケー
ション入門

2
論理的思考と
コミュニケー
ション

2
キャリアデザ
インⅠ

2
キャリアデザ
インⅡ

2

グローバル・
リーダーシッ
プ・セミナー
Ⅱ

2

外国語修得法 2
グローバリ
ゼーションと
社会

2

グローバル・
リーダーシッ
プ・セミナー
Ⅰ

2

自己実現と
キャリアデザ
イン

2
イノベーショ
ンとリーダー
シップ

2

中国語ⅠＡ 4 中国語ⅡＡ 4
中国語コミュ
ニケーション
ＡⅠ

2 実践中国語Ａ 2
中国語コミュ
ニケーション
ＡⅡ

4
中国語コミュ
ニケーション
ＢⅡ

4

中国語ⅠＢ 4 中国語ⅡＢ 4
中国語コミュ
ニケーション
ＢⅠ

2 実践中国語Ｂ 2

初級中国語演
習

2
初級中国語演
習

2
中級中国語演
習

2 実践中国語Ｃ 2

中国語特別演
習Ⅰ

4
中国語特別演
習Ⅱ

4
中級中国語演
習

2 実践中国語Ｄ 2

実践中国語Ｅ 2

実践中国語Ｆ 2

比較文化論 4
比較人文学特
論

4
近代の日本文
化論

4

日本の歴史 4

日本人と国際
社会

4
現代の産業と
企業

4
異文化コミュ
ニケーション
論

4 中国文化論 4 中国文化史 4

日本型経営論 4 金融と経済 4 国際政治論 4

合計

124

8

学年計 40 32 34 18

学期計 20

学
群
指
定
科
目

20

語
学
技
能
科
目

56

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目

日
本
文
化
系
科
目
群

後期 前期

20 20 12 18 16 10

１年次 ２年次

48

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
系

科
目
群

小
計

前期 後期 前期 後期 前期

３年次 ４年次

後期

海外留学（中国）半年間

＜中国語特別専修＞

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類 履修モデル

中国語特別専修に所属して２年次後期より１学期間留学し、卒業後は、国内外資系企業の海外事業部門等の諸分野において活躍を目指す学生の履修モデル
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

グローバル・
コミュニケー
ション入門

2
論理的思考と
コミュニケー
ション

2
インターン
シップ

4
フィールド・
スタディ

4

外国語修得法 2
グローバリ
ゼーションと
社会

2

数的理解と統
計

2

日本語ⅠＡ 4 日本語ⅡＡ 4
上級日本語演
習

2
上級日本語演
習

2
日本語コミュ
ニケーション
ＡⅡ

4
日本語コミュ
ニケーション
ＢⅡ

4

日本語ⅠＢ 4 日本語ⅡＢ 4
上級日本語演
習

2
上級日本語演
習

2

上級日本語演
習

2
上級日本語演
習

2
上級日本語演
習

2
上級日本語演
習

2

上級日本語演
習

2
日本語特別演
習Ⅱ

4
日本語コミュ
ニケーション
ＡⅠ

2
日本語コミュ
ニケーション
ＢⅠ

2

日本語特別演
習Ⅰ

4

比較文化論 4 日本の文化 4
日本の映像芸
術

4
日本文学作品
論

4
比較人文学特
論

4 比較文学研究 4

日本文学概論 4
近代の日本文
化論

4
日本の思想と
宗教

4 日本の芸術 4
日本の舞台芸
術

4

日本人と国際
社会

4
グローバル社
会特論

4

合計

124

8

学年計 40 32 32 20

学期計 20

学
群
指
定
科
目

18

語
学
技
能
科
目

54

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目

日
本
文
化
系
科
目
群

後期 前期

20 16 16 16 16 12

１年次 ２年次

52

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
系

科
目
群

小
計

前期 後期 前期 後期 前期

３年次 ４年次

後期

＜日本語特別専修＞

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類 履修モデル

日本語特別専修に所属して、卒業後は母国に戻り、日系企業の海外支店等の諸分野において活躍を目指す学生の履修モデル
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

グローバル・
コミュニケー
ション入門

2
イノベーショ
ンとリーダー
シップ

2
フィールド・
スタディ

4

グローバル・
リーダーシッ
プ・セミナー
Ⅰ

2

グローバル・
リーダーシッ
プ・セミナー
Ⅱ

2

外国語修得法 2
論理的思考と
コミュニケー
ション

2

グローバリ
ゼーションと
社会

2

英語ⅠＡ 4 英語ⅡＡ 4 上級英語演習 2 実践英語Ａ 2

英語ⅠＢ 4 英語ⅡＢ 4 上級英語演習 2 実践英語Ｂ 2

上級英語演習 2 上級英語演習 2
英語コミュニ
ケーションＡ
Ⅰ

2 実践英語Ｃ 2

英語特別演習
Ⅰ

4
英語特別演習
Ⅱ

4
英語コミュニ
ケーションＢ
Ⅰ

2 実践英語Ｄ 2

実践英語Ｅ 2

比較文化論 4
日本の思想と
宗教

4 日本の歴史 4
比較人文学特
論

4

日本の近代史 4

比較教育論 4
国際教養研究
Ａ

2 金融と経済 4
異文化コミュ
ニケーション
論

4
グローバル社
会特論

4 国際関係論 4

国際教養研究
Ｂ

2
日本人と国際
社会

4 国際政治論 4 比較社会論 4

国際教養研究
Ｃ

2

国際教養研究
Ｄ

2

合計

124

8

学年計 38 38 30 18

学期計 20

学
群
指
定
科
目

18

語
学
技
能
科
目

46

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目

日
本
文
化
系
科
目
群

後期 前期

18 20 18 16 14 10

１年次 ２年次

60
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
系

科
目
群

小
計

前期 後期 前期 後期 前期

３年次 ４年次

後期

海外留学（米国）半年間

＜英語特別専修＞（英語学位）

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類 履修モデル

英語特別専修に所属して英語学位の取得を視野に入れ、２年次後期より１学期間留学し、卒業後は、国際機関の諸分野において活躍を目指す学生の履修モデル
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授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位 授業科目名 単位

グローバル・
コミュニケー
ション入門

2
イノベーショ
ンとリーダー
シップ

2 言語と心理 4

グローバル・
リーダーシッ
プ・セミナー
Ⅰ

2

グローバル・
リーダーシッ
プ・セミナー
Ⅱ

2

外国語修得法 2
論理的思考と
コミュニケー
ション

2

グローバリ
ゼーションと
社会

2
数的思考と統
計

2

英語ⅠＡ 4 英語ⅡＡ 4
英語コミュニ
ケーションＡ
Ⅰ

2 実践英語Ａ 2 中国語ⅠＡ 4 中国語ⅡＡ 4 翻訳Ａ 4
中国語コミュ
ニケーション
ＢⅠ

2

英語ⅠＢ 4 英語ⅡＢ 4 実践英語Ｂ 2 中国語ⅠＢ 4 中国語ⅡＢ 4
初級中国語演
習

2

上級英語演習 2 上級英語演習 2 実践英語Ｃ 2
初級中国語演
習

2
初級中国語演
習

2
中国語コミュ
ニケーション
ＡⅠ

2

英語特別演習
Ⅰ

4
英語特別演習
Ⅱ

4 実践英語Ｄ 2

日本の近代史
（英語クラ
ス）

4
日本の思想と
宗教

4
日本の近代史
（中国語クラ
ス）

4

比較教育論 4
国際教養研究
Ａ

2
日本人と国際
社会

4
異文化コミュ
ニケーション
論

4
グローバル社
会特論

4

比較社会論 4
国際教養研究
Ｂ

2

合計

124

6

学年計 40 30 34 20

学期計 20

学
群
指
定
科
目

20

語
学
技
能
科
目

68

グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
科
目

日
本
文
化
系
科
目
群

後期 前期

20 18 12 18 16 14

１年次 ２年次

36
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
系

科
目
群

小
計

前期 後期 前期 後期 前期

３年次 ４年次

後期

海外留学（米国）半年間

＜グローバル教養専修＞

グローバル・コミュニケーション学群グローバル・コミュニケーション学類 履修モデル

グローバル教養専修に所属して、２年次後期より１学期間留学し、卒業後は、広く海外展開を行う企業の諸分野での活躍を目指す学生の履修モデル
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資料６

授業科目名
ナンバリング
コード 授業科目名

ナンバリング
コード 授業科目名

ナンバリング
コード

グローバル・コミュニケーション入門 COM1000 中国語ⅠＡ CHN1400 日本の文化 JPF2340

外国語修得法 LIN1000 中国語ⅠＢ CHN1401 近代の日本文化論 JPF2341

グローバリゼーションと社会 INT1000 中国語ⅡＡ CHN1402 比較文化論 JPF2342

イノベーションとリーダーシップ MGM1000 中国語ⅡＢ CHN1403 日本文学概論 JPF2370

論理的思考とコミュニケーション COM1000 初級中国語演習 CHN1404 日本文学作品論 JPF2343

数的理解と統計 ACG1050 中級中国語演習 CHN1405 比較文学研究 JPF2371

応用言語学 LIN2430 上級中国語演習 CHN1406 日本の芸術 JPF2360

言語と心理 LIN2431 中国語特別演習Ⅰ CHN1407 日本の映像芸術 JPF2361

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ MGM3460 中国語特別演習Ⅱ CHN1408 日本の舞台芸術 JPF2362

グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ MGM4460 中国語コミュニケーションＡⅠ CHN2410 日本の歴史 JPF2330

インターンシップ SOC3650 中国語コミュニケーションＡⅡ CHN3410 日本の近代史 JPF2331

フィールド・スタディ SOC3651 中国語コミュニケーションＢⅠ CHN2420 日本の思想と宗教 JPF2344

自己実現とキャリアデザイン ACG1000 中国語コミュニケーションＢⅡ CHN3420 比較人文学特論 JPF2300

キャリアデザインⅠ ACG3000 日中翻訳技法 CLS2450 英米文化講読 AMS2340

キャリアデザインⅡ ACG3001 日中通訳技法 CLS2451 英米文化研究 AMS2341

英語ⅠＡ ENG1400 実践中国語Ａ CLS2670 中国文化史 ANS2340

英語ⅠＢ ENG1401 実践中国語Ｂ CLS2671 中国文化論 ANS2341

英語ⅡＡ ENG1402 実践中国語Ｃ CLS2672 異文化コミュニケーション論 COM2340

英語ⅡＢ ENG1403 実践中国語Ｄ CLS2673 金融と経済 ECO2300

初級英語演習 ENG1404 実践中国語Ｅ CLS2674 日本型経営論 MGM2300

中級英語演習 ENG1405 実践中国語Ｆ CLS2675 現代の産業と企業 ECO2370

上級英語演習 ENG1406 実践中国語Ｇ CLS2676 国際政治論 POL2340

英語特別演習Ⅰ ENG1407 実践中国語Ｈ CLS2677 国際関係論 INT2300

英語特別演習Ⅱ ENG1408 実践中国語Ｉ CLS2678 日本人と国際社会 INT2301

英語コミュニケーションＡⅠ ENG2410 実践中国語Ｊ CLS2679 グローバル社会とジェンダー SOC3350

英語コミュニケーションＡⅡ ENG3410 日本語ⅠＡ JPN1400 比較社会論 SOC3300

英語コミュニケーションＢⅠ ENG2420 日本語ⅠＢ JPN1401 比較教育論 JPF3350

英語コミュニケーションＢⅡ ENG3420 日本語ⅡＡ JPN1402 グローバル社会特論 JPF3380

翻訳Ａ ELS3450 日本語ⅡＢ JPN1403 国際教養研究Ａ INT2670

翻訳Ｂ ELS3451 初級日本語演習 JPN1404 国際教養研究Ｂ INT2671

英語通訳Ⅰ ELS3452 中級日本語演習 JPN1405 国際教養研究Ｃ INT2672

英語通訳Ⅱ ELS3453 上級日本語演習 JPN1406 国際教養研究Ｄ INT2673

実践英語Ａ ELS2670 日本語特別演習Ⅰ JPN1407

実践英語Ｂ ELS2671 日本語特別演習Ⅱ JPN1408

実践英語Ｃ ELS2672 日本語コミュニケーションＡⅠ JPN2410

実践英語Ｄ ELS2673 日本語コミュニケーションＡⅡ JPN3410

実践英語Ｅ ELS2674 日本語コミュニケーションＢⅠ JPN2420

実践英語Ｆ ELS2675 日本語コミュニケーションＢⅡ JPN3420

実践英語Ｇ ELS2676

実践英語Ｈ ELS2677

実践英語Ｉ ELS2678

実践英語Ｊ ELS2679

グローバル・コミュニケーション学群　科目ナンバリング表

　例 ： COM1000 COM 1 0 0 0

　グローバル・コミュニケーション入門 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

学問分野 レベル 授業の方法 学問分野の細分 科目整理番号
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グローバル・コミュニケーション学群 授業時間割表
資料７

☆→[前期］科目 ★→[後期］科目

時限 ﾍﾟｱ先 学期 科 目 名
年 次，
ｸ ﾗ ｽ の
指 定等

担当者
教 室
№

時限 ﾍﾟｱ先 学期 科 目 名
年 次，
ｸ ﾗ ｽ の
指 定等

担当者
教 室
№

月1 木2 ☆ 応用言語学（英語）(a) 2 GERSHON,Steven A910 火1 金2 ☆ 言語と心理（英語）(a) 2 DA SILVA Dexter A910
月1 月2 ☆ 英語ⅠＡ(a) 1 BELLARS, Peter P403 火1 火2 ☆ 英語ⅠＡ(e) 1 BREWSTER,Damon P403
月1 月2 ☆ 英語ⅠＡ(b) 1 BARNADRD, David Alan P404 火1 火2 ☆ 英語ⅠＡ(f) 1 松久保 暁子 P404
月1 月2 ☆ 中国語ⅠＡ(a) 1 林 清 P406 火1 火2 ☆ 中国語ⅠＡ(c) 1 李 貞愛 P406
月1 月2 ☆ 日本語ⅠＡ(a) 1 松本 順子 P408 火1 火2 ☆ 中国語コミュニケーションＡⅡ(a) 3 楊 光俊 P407
月1 木2 ☆ 日本の文化(E)(a) 2 川西 結子 A909 火1 火2 ☆ 日本語ⅠＡ(c) 1 池田 智子 P408
月1 木2 ☆ 異文化コミュニケーション論(C)(a) 2 張 平 A809 火1 火2 ☆ 日本語コミュニケーションＡⅡ(a) 3 石塚 美枝 P405

火1 金2 ☆ 比較文化論(E)(a) 2 足立 匡行 A811
火1 金2 ☆ 日本の芸術(E)(a) 2 ALT, Helene A909
火1 金2 ☆ 日本の映像芸術(E)(a) 2 Li,lisa A812
火1 金2 ☆ 比較教育論(C)(a) 2 李 尚波 A809
火1 金2 ☆ グローバル社会特論(C)(a) 2 李 恩民 A813

月2 月1 ☆ 英語ⅠＡ(a) 1 BELLARS, Peter P403 火2 火1 ☆ 英語ⅠＡ(e) 1 BREWSTER,Damon P403
月2 月1 ☆ 英語ⅠＡ(b) 1 BARNADRD, David Alan P404 火2 火1 ☆ 英語ⅠＡ(f) 1 松久保 暁子 P404
月2 －－ ☆ 英語コミュニケーションＡⅠ(a) 2 WILBY, Christine P405 火2 火1 ☆ 中国語ⅠＡ(c) 1 李 貞愛 P406
月2 月1 ☆ 中国語ⅠＡ(a) 1 林 清 P406 火2 火1 ☆ 中国語コミュニケーションＡⅡ(a) 3 楊 光俊 P407
月2 －－ ☆ 中国語コミュニケーションＡⅠ(a) 2 雷 桂林 P407 火2 火1 ☆ 日本語ⅠＡ(c) 1 池田 智子 P408
月2 月1 ☆ 日本語ⅠＡ(a) 1 松本 順子 P408 火2 火1 ☆ 日本語コミュニケーションＡⅡ(a) 3 石塚 美枝 P405
月2 －－ ☆ 日本語コミュニケーションＡⅠ(a) 2 石塚 美枝 P501 火2 金1 ☆ 日本の舞台芸術(E)(a) 2 常磐津 文字絵 A909
月2 木1 ☆ 金融と経済(C)(a) 2 任 雲 A910 火2 金1 ☆ 英米文化講読 2 足立 匡行 A809

火2 金1 ☆ 中国文化論 2 李 恩民 A810
火2 金1 ☆ 国際関係論(C)(a) 2 菅沼 雲龍 A811

月3 －－ ☆ グローバル・コミュニケーション入門(J)(a) 1 畑山 浩昭 A909 火3 －－ ☆ 外国語修得法(E)(a) 1 松久保 暁子 A810
月3 －－ ☆ 自己実現とキャリアデザイン(a) 1 長濱 昭夫 A910 火3 火4 ☆ 英語ⅠＡ(g) 1 BELLARS, Peter P403
月3 月4 ☆ 英語ⅠＡ(c) 1 MATTERSDORFF Peter Weld P403 火3 火4 ☆ 英語ⅠＡ(h) 1 MATTERSDORFF Peter Weld P404
月3 月4 ☆ 英語ⅠＡ(d) 1 BARNADRD, David Alan P404 火3 火4 ☆ 英語コミュニケーションＡⅡ(a) 3 BREWSTER,Damon P405
月3 木3 ☆ 翻訳Ａ 3 松田 麻利子 A810 火3 －－ ☆ 初級中国語演習(b) 1 雷 桂林 P406
月3 月4 ☆ 中国語ⅠＡ(b) 1 林 清 P406 火3 －－ ☆ 中級中国語演習(b) 1 呂 永進 P407
月3 月4 ☆ 日本語ⅠＡ(b) 1 阿曽村 陽子 P408 火3 －－ ☆ 上級中国語演習(b) 1 陸 玲 P408
月3 木3 ☆ 近代の日本文化論(E)(a) 2 臼田 正矢 A809 火3 －－ ☆ 初級日本語演習(b) 1 齋藤 伸子 P502
月3 木3 ☆ 日本型経営論(C)(a) 2 劉 敬文 A811 火3 －－ ☆ 中級日本語演習(b) 1 茶谷 恭代 P503

火3 －－ ☆ 上級日本語演習(b) 1 池田 智子 P504
火3 金3 ☆ 比較文学研究(E)(a) 2 Li, lisa A909
火3 金3 ☆ 日本の歴史(E)(a) 2 BATTEN, Bruce A910
火3 金3 ☆ 比較人文学特論(E)(a) 2 足立 匡行 A809
火3 金3 ☆ 比較人文学特論(C)(ｂ) 2 李 恩民 A813

月4 月3 ☆ 英語ⅠＡ(c) 1 MATTERSDORFF Peter Weld P403 火4 火3 ☆ 英語ⅠＡ(g) 1 BELLARS, Peter P403
月4 月3 ☆ 英語ⅠＡ(d) 1 BARNADRD, David Alan P404 火4 火3 ☆ 英語ⅠＡ(h) 1 MATTERSDORFF Peter Weld P404
月4 木5 ☆ 英語通訳Ⅰ 3 宮本 節子 A910 火4 火5 ☆ 英語特別演習Ⅰ(a) 1 熊澤 雅子 P501
月4 月3 ☆ 中国語ⅠＡ(b) 1 林 清 P406 火4 火3 ☆ 英語コミュニケーションＡⅡ(a) 3 BREWSTER,Damon P405
月4 月3 ☆ 日本語ⅠＡ(b) 1 阿曽村 陽子 P408 火4 －－ ☆ 初級中国語演習(c) 1 陸 玲 P406
月4 木5 ☆ 日本文学概論(E)(a) 2 岡田 万里子 A909 火4 －－ ☆ 中級中国語演習(c) 1 雷 桂林 P407
月4 木5 ☆ 国際政治論(C)(a) 2 菅沼 雲龍 A809 火4 －－ ☆ 上級中国語演習(c) 1 呂 永進 P408

火4 －－ ☆ 初級日本語演習(c) 1 石塚 美枝 P502
火4 －－ ☆ 中級日本語演習(c) 1 齋藤 伸子 P503
火4 －－ ☆ 上級日本語演習(c) 1 梅岡 巳香 P504
火4 金5 ☆ 比較人文学特論(E)(ｃ) 2 BATTEN, Bruce A909
火4 金5 ☆ グローバル社会とジェンダー(C)(a) 2 李 尚波 A910

月5 －－ ☆ 初級中国語演習(a) 1 孫 秀雲 P406 火5 －－ ☆ グローバル・コミュニケーション入門(E)(b) 1 藤木 美奈子 A811
月5 －－ ☆ 中級中国語演習(a) 1 呂 永進 P407 火5 火4 ☆ 英語特別演習Ⅰ(a) 1 熊澤 雅子 P501
月5 －－ ☆ 上級中国語演習(a) 1 陸 玲 P408 火5 －－ ☆ 初級中国語演習(d) 1 呂 永進 P406
月5 －－ ☆ 日中翻訳技法 2 髙田 裕子 A810 火5 －－ ☆ 中級中国語演習(d) 1 陸 玲 P407
月5 －－ ☆ 初級日本語演習(a) 1 槌田 和美 P403 火5 －－ ☆ 上級中国語演習(d) 1 雷 桂林 P408
月5 －－ ☆ 中級日本語演習(a) 1 阿曽村 陽子 P404 火5 －－ ☆ 初級日本語演習(d) 1 白頭 宏美 P403
月5 －－ ☆ 上級日本語演習(a) 1 松本 順子 P405 火5 －－ ☆ 中級日本語演習(d) 1 梅岡 巳香 P404
月5 木4 ☆ 日本文学作品論(E)(a) 2 増山 栄一 A909 火5 －－ ☆ 上級日本語演習(d) 1 齋藤 伸子 P405
月5 木4 ☆ 現代の産業と企業(C)(a) 2 任 雲 A910 火5 金4 ☆ 日本の近代史(E)(a) 2 BATTEN, Bruce A910
月5 木4 ☆ 比較社会論(C)(a) 2 Li,lisa A809 火5 金4 ☆ 日本の思想と宗教(E)(a) 2 長谷川（間瀬） 恵美 A809

火5 金4 ☆ 比較人文学特論(E)(d) 2 楠本 和佳子 A810
火5 金4 ☆ 日本人と国際社会(C)(a) 2 李 尚波 A909

月1 木2 ★ 応用言語学（英語）(b) 2 GERSHON,Steven A810 火1 －－ ★ グローバル・コミュニケーション入門(E)(e) 1 藤木 美奈子 A812
月1 月2 ★ 英語ⅡＡ(a) 1 BELLARS, Peter P403 火1 金2 ★ 言語と心理（英語）(b) 2 DA SILVA Dexter A809
月1 月2 ★ 英語ⅡＡ(b) 1 BARNADRD, David Alan P404 火1 火2 ★ 英語ⅡＡ(e) 1 BREWSTER,Damon P403
月1 月2 ★ 中国語ⅡＡ(a) 1 林 清 P406 火1 火2 ★ 英語ⅡＡ(f) 1 松久保 暁子 P404
月1 月2 ★ 日本語ⅡＡ(a) 1 松本 順子 P408 火1 火2 ★ 中国語ⅡＡ(c) 1 李 貞愛 P406
月1 木2 ★ 日本の文化(C)(b) 2 李 尚波 A909 火1 火2 ★ 中国語コミュニケーションＡⅡ(b) 3 楊 光俊 P407
月1 木2 ★ 異文化コミュニケーション論(E)(b) 2 楠本 和佳子 A809 火1 火2 ★ 日本語ⅡＡ(c) 1 池田 智子 P408
月1 木2 ★ 比較教育論(E)(b) 2 山崎 慎一 A910 火1 火2 ★ 日本語コミュニケーションＡⅡ(b) 3 石塚 美枝 P405

火1 金2 ★ 比較文化論(C)(b) 2 張 平 A910
火1 金2 ★ 日本の芸術(C)(b) 2 薄 宏 A909
火1 金2 ★ 日本の映像芸術(C)(b) 2 Li,lisa A811
火1 金2 ★ 比較人文学特論(C)(e) 2 李 恩民 A810

月2 月1 ★ 英語ⅡＡ(a) 1 BELLARS, Peter P403 火2 火1 ★ 英語ⅡＡ(e) 1 BREWSTER,Damon P403
月2 月1 ★ 英語ⅡＡ(b) 1 BARNADRD, David Alan P404 火2 火1 ★ 英語ⅡＡ(f) 1 松久保 暁子 P404
月2 －－ ★ 英語コミュニケーションＡⅠ(b) 2 WILBY, Christine P405 火2 火1 ★ 中国語ⅡＡ(c) 1 李 貞愛 P406
月2 月1 ★ 中国語ⅡＡ(a) 1 林 清 P406 火2 火1 ★ 中国語コミュニケーションＡⅡ(b) 3 楊 光俊 P407
月2 －－ ★ 中国語コミュニケーションＡⅠ(b) 2 雷 桂林 P407 火2 火1 ★ 日本語ⅡＡ(c) 1 池田 智子 P408
月2 月1 ★ 日本語ⅡＡ(a) 1 松本 順子 P408 火2 火1 ★ 日本語コミュニケーションＡⅡ(b) 3 石塚 美枝 P405
月2 －－ ★ 日本語コミュニケーションＡⅠ(a) 2 石塚 美枝 P501 火2 金1 ★ 日本の舞台芸術(C)(b) 2 薄 宏 A909
月2 木1 ★ 英米文化研究 2 楠本 和佳子 A809 火2 金1 ★ 国際関係論(E)(b) 2 荒田 明夫 A910
月2 木1 ★ 金融と経済(E)(b) 2 李 恩民 A910

月3 －－ ★ 自己実現とキャリアデザイン(b) 1 長濱 昭夫 A811 火3 火4 ★ 英語ⅡＡ(g) 1 BELLARS, Peter P403
月3 月4 ★ 英語ⅡＡ(c) 1 MATTERSDORFF Peter Weld P403 火3 火4 ★ 英語ⅡＡ(h) 1 MATTERSDORFF Peter Weld P404
月3 月4 ★ 英語ⅡＡ(d) 1 BARNADRD, David Alan P404 火3 火4 ★ 英語コミュニケーションＡⅡ(b) 3 BREWSTER,Damon P405
月3 木3 ★ 翻訳Ｂ 3 飯村 龍一 A810 火3 －－ ★ 初級中国語演習(j) 1 雷 桂林 P406
月3 月4 ★ 中国語ⅡＡ(b) 1 林 清 P406 火3 －－ ★ 中級中国語演習(j) 1 呂 永進 P407
月3 月4 ★ 日本語ⅡＡ(b) 1 阿曽村 陽子 P408 火3 －－ ★ 上級中国語演習(j) 1 陸 玲 P408
月3 木3 ★ 近代の日本文化論(C)(b) 2 張 平 A809 火3 －－ ★ 初級日本語演習(j) 1 齋藤 伸子 P502
月3 木3 ★ 中国文化史 2 中生 勝美 A812 火3 －－ ★ 中級日本語演習(j) 1 武田 聡子 P503
月3 木3 ★ 日本型経営論(E)(b) 2 馬越 恵美子 A909 火3 －－ ★ 上級日本語演習(j) 1 池田 智子 P504
月3 木3 ★ グローバル社会特論(E)(b) 2 畑山 浩昭 A910 火3 金3 ★ 比較文学研究(C)(b) 2 張 利利 A909

火3 金3 ★ 日本の歴史(C)(b) 2 中生 勝美 A910
火3 金3 ★ 比較人文学特論(E)(f) 2 足立 匡行 A809
火3 金3 ★ グローバル社会特論(E)(c) 2 荒田 明夫 A810
火3 金3 ★ グローバル社会特論(E)(d) 2 楠本 和佳子 A811

月4 月3 ★ 英語ⅡＡ(c) 1 MATTERSDORFF Peter Weld P403 火4 火3 ★ 英語ⅡＡ(g) 1 BELLARS, Peter P403
月4 月3 ★ 英語ⅡＡ(d) 1 BARNADRD, David Alan P404 火4 火3 ★ 英語ⅡＡ(h) 1 MATTERSDORFF Peter Weld P404
月4 木5 ★ 英語通訳Ⅱ 3 宮本 節子 A809 火4 火5 ★ 英語特別演習Ⅱ(a) 1 熊澤 雅子 P501
月4 月3 ★ 中国語ⅡＡ(b) 1 林 清 P406 火4 火3 ★ 英語コミュニケーションＡⅡ(b) 3 BREWSTER,Damon P405
月4 月3 ★ 日本語ⅡＡ(b) 1 阿曽村 陽子 P408 火4 －－ ★ 初級中国語演習(k) 1 陸 玲 P406
月4 木5 ★ 日本文学概論(C)(b) 2 張 平 A909 火4 －－ ★ 中級中国語演習(k) 1 雷 桂林 P407
月4 木5 ★ 国際政治論(E)(b) 2 菅沼 雲龍 A910 火4 －－ ★ 上級中国語演習(k) 1 呂 永進 P408

火4 －－ ★ 初級日本語演習(k) 1 池田 智子 P502
火4 －－ ★ 中級日本語演習(k) 1 齋藤 伸子 P503
火4 －－ ★ 上級日本語演習(k) 1 梅岡 巳香 P504
火4 金5 ★ 日本の近代史(C)(b) 2 中生 勝美 A909
火4 金5 ★ 比較人文学特論(E)(g) 2 BATTEN, Bruce A910
火4 金5 ★ グローバル社会とジェンダー(E)(b) 2 川西 結子 A809
火4 金5 ★ グローバル社会特論(E)(e) 2 荒田 明夫 A810
火4 金5 ★ グローバル社会特論(C)(f) 2 耿 順 A811

月5 －－ ★ 初級中国語演習(i) 1 孫 秀雲 P406 火5 火4 ★ 英語特別演習Ⅱ(a) 1 熊澤 雅子 P501
月5 －－ ★ 中級中国語演習(i) 1 呂 永進 P407 火5 －－ ★ 初級中国語演習(l) 1 呂 永進 P406
月5 －－ ★ 上級中国語演習(i) 1 陸 玲 P408 火5 －－ ★ 中級中国語演習(l) 1 陸 玲 P407
月5 －－ ★ 日中通訳技法 2 髙田 裕子 A810 火5 －－ ★ 上級中国語演習(l) 1 雷 桂林 P408
月5 －－ ★ 初級日本語演習(i) 1 槌田 和美 P403 火5 －－ ★ 初級日本語演習(l) 1 槌田 和美 P403
月5 －－ ★ 中級日本語演習(i) 1 阿曽村 陽子 P404 火5 －－ ★ 中級日本語演習(l) 1 伊古田 絵里 P404
月5 －－ ★ 上級日本語演習(i) 1 松本 順子 P405 火5 －－ ★ 上級日本語演習(l) 1 齋藤 伸子 P405
月5 木4 ★ 日本文学作品論(C)(b) 2 張 利利 A909 火5 金4 ★ 日本の思想と宗教(C)(b) 2 バイカル A909
月5 木4 ★ 現代の企業と産業(E)(b) 2 日坂 幸司 A910 火5 金4 ★ 日本人と国際社会(E)(b) 2 楠本 和佳子 A910
月5 木4 ★ 比較社会論(E)(b) 2 Li,lisa A809
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水1 －－ ☆ 外国語修得法(J)(a) 1 松久保 暁子 A909 木1 －－ ☆ 外国語修得法(E)(b) 1 松久保 暁子 A909
水1 －－ ☆ 初級英語演習(a) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P403 木1 木2 ☆ 英語ⅠＢ(a) 1 Li,lisa P403
水1 －－ ☆ 中級英語演習(a) 1 ALLAN, Tricia P404 木1 木2 ☆ 英語ⅠＢ(b) 1 熊澤 雅子 P404
水1 －－ ☆ 上級英語演習(a) 1 THREADGOLD Donald James P405 木1 木2 ☆ 中国語ⅠＢ(a) 1 雷 桂林 P406
水1 －－ ☆ 初級中国語演習(e) 1 呂 永進 P406 木1 木2 ☆ 日本語ⅠＢ(a) 1 齋藤 伸子 P408
水1 －－ ☆ 中級中国語演習(e) 1 陸 玲 P407 木1 月2 ☆ 金融と経済(C)(a) 2 任 雲 A910
水1 －－ ☆ 上級中国語演習(e) 1 林 清 P408
水1 －－ ☆ 初級日本語演習(e) 1 池田 智子 P501
水1 －－ ☆ 中級日本語演習(e) 1 伊古田 絵里 P502
水1 －－ ☆ 上級日本語演習(e) 1 永野 浩美 P503

水2 水3 ☆ 英語特別演習Ⅰ(a) 1 熊澤 雅子 P403 木2 月1 ☆ 応用言語学(a) 2 GERSHON,Steven A910
水2 －－ ☆ 初級中国語演習(f) 1 呂 永進 P406 木2 木1 ☆ 英語ⅠＢ(a) 1 Li,lisa P403
水2 －－ ☆ 中級中国語演習(f) 1 林 清 P407 木2 木1 ☆ 英語ⅠＢ(b) 1 熊澤 雅子 P404
水2 －－ ☆ 上級中国語演習(f) 1 孫 秀雲 P408 木2 －－ ☆ 英語コミュニケーションＢⅠ(a) 3 WILBY,Christine P405
水2 －－ ☆ 初級日本語演習(f) 1 槌田 和美 P501 木2 木1 ☆ 中国語ⅠＢ(a) 1 雷 桂林 P406
水2 －－ ☆ 中級日本語演習(f) 1 武田 聡子 P502 木2 木1 ☆ 日本語ⅠＢ(a) 1 齋藤 伸子 P408
水2 －－ ☆ 上級日本語演習(f) 1 三宅 若菜 P503 木2 月1 ☆ 日本の文化(E)(a) 2 川西 結子 A909
水2 水3 ☆ 中国語特別演習Ⅰ(a) 1 李 貞愛 P404 木2 月1 ☆ 異文化コミュニケーション論(C)(a) 2 張 平 A809
水2 水3 ☆ 日本語特別演習Ⅰ(a) 1 石塚 美枝 P405

水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(a) 4 畑山 浩昭 A909 木3 －－ ☆ グローバル・コミュニケーション入門(J)(c) 1 藤木 美奈子 A909
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(b) 4 足立 匡行 A910 木3 －－ ☆ 論理的思考とコミュニケーション(E)(a) 1 松久保 暁子 A910
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(c) 4 BATTEN,Bruce A901 木3 木4 ☆ 英語ⅠＢ(c) 1 近山 和広 P403
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(d) 4 WILBY,Christine A902 木3 木4 ☆ 英語ⅠＢ(d) 1 難波 香 P404
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(e) 4 Li,lisa A903 木3 －－ ☆ 初級英語演習(d) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P405
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(f) 4 BREWSTER,Damon A904 木3 －－ ☆ 中級英語演習(d) 1 ALLAN, Tricia P407
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(g) 4 楊 光俊 A905 木3 －－ ☆ 上級英語演習(d) 1 THREADGOLD Donald James P408
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(h) 4 李 恩民 A906 木3 月3 ☆ 翻訳Ａ 3 松田 麻利子 A810
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(i) 4 池田 智子 A907 木3 木4 ☆ 中国語ⅠＢ(b) 1 孫 秀雲 P406
水3 －－ ☆ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅡ(j) 4 張 平 A908 木3 木4 ☆ 日本語ⅠＢ(b) 1 山下 こずえ P501
水3 水2 ☆ 英語特別演習Ⅰ(a) 1 熊澤 雅子 P403 木3 月3 ☆ 近代日本の文化論(E)(a) 2 臼田 正矢 A809
水3 水2 ☆ 中国語特別演習Ⅰ(a) 1 李 貞愛 P404 木3 月3 ☆ 日本型経営論(C)(a) 2 劉 敬文 A811
水3 水2 ☆ 日本語特別演習Ⅰ(a) 1 石塚 美枝 P405

水4 －－ ☆ イノベーションとリーダーシップ(E)(a) 1 荒田 明夫 A909 木4 －－ ☆ 論理的思考とコミュニケーション(J)(b) 1 松久保 暁子 A810
水4 －－ ☆ 初級英語演習(b) 1 THREADGOLD Donald James P403 木4 木3 ☆ 英語ⅠＢ(c) 1 近山 和広 P403
水4 －－ ☆ 中級英語演習(b) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P404 木4 木3 ☆ 英語ⅠＢ(d) 1 難波 香 P404
水4 －－ ☆ 上級英語演習(b) 1 ALLAN, Tricia P405 木4 －－ ☆ 初級英語演習(e) 1 THREADGOLD Donald James P405

木4 －－ ☆ 中級英語演習(e) 1 BREWSTER,Damon P407
木4 －－ ☆ 上級英語演習(e) 1 ALLAN, Tricia P408
木4 木3 ☆ 中国語ⅠＢ(b) 1 孫 秀雲 P406
木4 木3 ☆ 日本語ⅠＢ(b) 1 山下 こずえ P501
木4 月5 ☆ 日本文学作品論(E)(a) 2 増山 栄一 A909
木4 月5 ☆ 現代の企業と産業(C)(a) 2 任 雲 A910
木4 月5 ☆ 比較社会論(C)(a) 2 Li,lisa A809

水5 －－ ☆ イノベーションとリーダーシップ(J)(b) 1 荒田 明夫 A909 木5 －－ ☆ 数的理解と統計(a) 1 芳沢 光雄 A408
水5 －－ ☆ キャリアデザインⅠ 1 掛川 真市 A910 木5 －－ ☆ 初級英語演習(f) 1 石巻 賢作 P403
水5 －－ ☆ 初級英語演習(c) 1 ALLAN, Tricia P403 木5 －－ ☆ 中級英語演習(f) 1 THREADGOLD Donald James P404
水5 －－ ☆ 中級英語演習(c) 1 THREADGOLD Donald James P404 木5 －－ ☆ 上級英語演習(f) 1 BREWSTER,Damon P405
水5 －－ ☆ 上級英語演習(c) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P405 木5 月4 ☆ 英語通訳Ⅰ 3 宮本 節子 A910

木5 －－ ☆ 初級中国語演習(g) 1 林 清 P406
木5 －－ ☆ 中級中国語演習(g) 1 孫 秀雲 P407
木5 －－ ☆ 上級中国語演習(g) 1 呂 永進 P408
木5 －－ ☆ 初級日本語演習(g) 1 鈴木 理子 P501
木5 －－ ☆ 中級日本語演習(g) 1 池田 智子 P502
木5 －－ ☆ 上級日本語演習(g) 1 槌田 和美 P503
木5 月4 ☆ 日本文学概論(E)(a) 2 岡田 万里子 A909
木5 月4 ☆ 国際政治論(C)(a) 2 菅沼 雲龍 A809

水1 －－ ★ グローバル・コミュニケーション入門(J)(g) 1 松久保 暁子 A909 木1 －－ ★ 外国語修得法(E)(b) 1 松久保 暁子 A909
水1 －－ ★ グローバル・コミュニケーション入門(E)(h) 1 藤木 美奈子 A910 木1 木2 ★ 英語ⅡＢ(a) 1 Li,lisa P403
水1 －－ ★ 初級英語演習(i) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P403 木1 木2 ★ 英語ⅡＢ(b) 1 熊澤 雅子 P404
水1 －－ ★ 中級英語演習(i) 1 ALLAN, Tricia P404 木1 木2 ★ 中国語ⅡＢ(a) 1 雷 桂林 P406
水1 －－ ★ 上級英語演習(i) 1 THREADGOLD Donald James P405 木1 木2 ★ 日本語ⅡＢ(a) 1 齋藤 伸子 P408
水1 －－ ★ 初級中国語演習(m) 1 呂 永進 P406 木1 月2 ★ 英米文化研究 2 楠本 和佳子 A809
水1 －－ ★ 中級中国語演習(m) 1 陸 玲 P407 木1 月2 ★ 金融と経済(E)(b) 2 李 恩民 A910
水1 －－ ★ 上級中国語演習(m) 1 林 清 P408
水1 －－ ★ 初級日本語演習(m) 1 鈴木 理子 P501
水1 －－ ★ 中級日本語演習(m) 1 茶谷 恭代 P502
水1 －－ ★ 上級日本語演習(m) 1 藤田 裕子 P503

水2 水3 ★ 英語特別演習Ⅰ(b) 1 熊澤 雅子 P403 木2 －－ ★ 外国語修得法(J)(d) 1 足立 匡行 A811
水2 －－ ★ 初級中国語演習(n) 1 呂 永進 P406 木2 月1 ★ 応用言語学（英語）(b) 2 GERSHON,Steven A810
水2 －－ ★ 中級中国語演習(n) 1 林 清 P407 木2 木1 ★ 英語ⅡＢ(a) 1 Li,lisa P403
水2 －－ ★ 上級中国語演習(n) 1 孫 秀雲 P408 木2 木1 ★ 英語ⅡＢ(b) 1 熊澤 雅子 P404
水2 －－ ★ 初級日本語演習(n) 1 武田 聡子 P501 木2 －－ ★ 英語コミュニケーションＢⅠ(a) 3 WILBY,Christine P405
水2 －－ ★ 中級日本語演習(n) 1 久保田 美映 P502 木2 木1 ★ 中国語ⅡＢ(a) 1 雷 桂林 P406
水2 －－ ★ 上級日本語演習(n) 1 三宅 若菜 P503 木2 木1 ★ 日本語ⅡＢ(a) 1 齋藤 伸子 P408
水2 水3 ★ 中国語特別演習Ⅰ(b) 1 李 貞愛 P404 木2 月1 ★ 日本の文化(C)(b) 2 李 尚波 A909
水2 水3 ★ 日本語特別演習Ⅰ(b) 1 石塚 美枝 P405 木2 月1 ★ 異文化コミュニケーション論(E)(b) 2 楠本 和佳子 A809

木2 月1 ★ 比較教育論(E)(b) 2 山崎 慎一 A910

水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(a) 1 畑山 浩昭 A909 木3 －－ ★ 論理的思考とコミュニケーション(E)(c) 1 松久保 暁子 A811
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(b) 1 足立 匡行 A910 木3 木4 ★ 英語ⅡＢ(c) 1 近山 和広 P403
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(c) 1 BATTEN,Bruce A901 木3 木4 ★ 英語ⅡＢ(d) 1 難波 香 P404
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(d) 1 WILBY,Christine A902 木3 －－ ★ 初級英語演習(ｌ) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P405
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(e) 1 LI,Lisa A903 木3 －－ ★ 中級英語演習(ｌ) 1 ALLAN, Tricia P407
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(f) 1 BREWSTER,Damon A904 木3 －－ ★ 上級英語演習(ｌ) 1 THREADGOLD Donald James P408
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(g) 1 楊 光俊 A905 木3 月3 ★ 翻訳Ｂ 3 飯村 龍一 A810
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(h) 1 李 恩民 A906 木3 木4 ★ 中国語ⅡＢ(b) 1 孫 秀雲 P406
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(i) 1 池田 智子 A907 木3 木4 ★ 日本語ⅡＢ(b) 1 山下 こずえ P501
水3 －－ ★ グローバル・リーダーシップ・セミナーⅠ(j) 1 張 平 A908 木3 月3 ★ 近代日本の文化論(C)(b) 2 張 平 A809
水3 水2 ★ 英語特別演習Ⅰ(b) 1 熊澤 雅子 P403 木3 月3 ★ 中国文化史 2 中生 勝美 A812
水3 水4 ★ 中国語特別演習Ⅰ(b) 1 李 貞愛 P404 木3 月3 ★ 日本型経営論(E)(b) 2 馬越 恵美子 A909
水3 水4 ★ 日本語特別演習Ⅰ(b) 1 石塚 美枝 P405 木3 月3 ★ グローバル社会特論(E)(b) 2 畑山 浩昭 A910

水4 －－ ★ イノベーションとリーダーシップ(E)(c) 1 荒田 明夫 A909 木4 －－ ★ 論理的思考とコミュニケーション(J)(d) 1 松久保 暁子 A810
水4 －－ ★ 初級英語演習(j) 1 THREADGOLD Donald James P403 木4 木3 ★ 英語ⅡＢ(c) 1 近山 和広 P403
水4 －－ ★ 中級英語演習(j) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P404 木4 木3 ★ 英語ⅡＢ(d) 1 難波 香 P404
水4 －－ ★ 上級英語演習(j) 1 ALLAN, Tricia P405 木4 －－ ★ 初級英語演習(ｍ) 1 THREADGOLD Donald James P405

木4 －－ ★ 中級英語演習(ｍ) 1 BREWSTER,Damon P407
木4 －－ ★ 上級英語演習(ｍ) 1 ALLAN, Tricia P408
木4 木3 ★ 中国語ⅡＢ(b) 1 孫 秀雲 P406
木4 木3 ★ 日本語ⅡＢ(b) 1 山下 こずえ P501
木4 月5 ★ 日本文学作品論(C)(b) 2 張 利利 A909
木4 月5 ★ 現代の企業と産業(E)(b) 2 日坂 幸司 A910
木4 月5 ★ 比較社会論(E)(b) 2 Li,lisa A809

水5 －－ ★ イノベーションとリーダーシップ(J)(d) 1 荒田 明夫 A909 木5 －－ ★ 数的理解と統計(ｂ) 1 芳沢 光雄 A408
水5 －－ ★ キャリアデザインⅡ 1 掛川 真市 A910 木5 －－ ★ 初級英語演習(n) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P403
水5 －－ ★ 初級英語演習(k) 1 ALLAN, Tricia P403 木5 －－ ★ 中級英語演習(n) 1 ALLAN, Tricia P404
水5 －－ ★ 中級英語演習(k) 1 THREADGOLD Donald James P404 木5 －－ ★ 上級英語演習(n) 1 THREADGOLD Donald James P405
水5 －－ ★ 上級英語演習(k) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P405 木5 月4 ★ 英語通訳Ⅱ 3 宮本 節子 A809

木5 －－ ★ 初級中国語演習(o) 1 林 清 P406
木5 －－ ★ 中級中国語演習(o) 1 孫 秀雲 P407
木5 －－ ★ 上級中国語演習(o) 1 呂 永進 P408
木5 －－ ★ 初級日本語演習(o) 1 石塚 美枝 P501
木5 －－ ★ 中級日本語演習(o) 1 池田 智子 P502
木5 －－ ★ 上級日本語演習(o) 1 藤田 裕子 P503
木5 月4 ★ 日本文学概論(C)(b) 2 張 平 A909
木5 月4 ★ 国際政治論(E)(b) 2 菅沼 雲龍 A910
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金1 －－ ☆ グローバル・コミュニケーション入門(J)(d) 1 楠本 和佳子 A812
金1 金2 ☆ 英語ⅠＢ(e) 1 近山 和広 P403
金1 金2 ☆ 英語ⅠＢ(f) 1 YAMAGA, Carolyn Sachiko P404
金1 金2 ☆ 中国語特別演習Ⅱ(a) 1 李 貞愛 P406
金1 金2 ☆ 日本語特別演習Ⅱ(a) 1 石塚 美枝 P408
金1 火2 ☆ 日本の舞台芸術(E)(a) 2 常磐津 文字絵 A909
金1 火2 ☆ 英米文化講読 2 足立 匡行 A809
金1 火2 ☆ 中国文化論 2 李 恩民 A810
金1 火2 ☆ 国際関係論(C)(a) 2 菅沼 雲龍 A811

金2 火1 ☆ 言語と心理（英語）(a) 2 DA SILVA Dexter A910
金2 －－ ☆ グローバル・コミュニケーション入門(J)(e) 1 楠本 和佳子 A810
金2 －－ ☆ 外国語修得法(J)(c) 1 松久保 暁子 A814
金2 金1 ☆ 英語ⅠＢ(e) 1 近山 和広 P403
金2 金1 ☆ 英語ⅠＢ(f) 1 YAMAGA, Carolyn Sachiko P404
金2 金3 ☆ 英語コミュニケーションＢⅡ(a) 3 BREWSTER,Damon P405
金2 －－ ☆ 初級中国語演習(h) 1 林 清 P406
金2 －－ ☆ 中級中国語演習(h) 1 孫 秀雲 P407
金2 －－ ☆ 上級中国語演習(h) 1 呂 永進 P408
金2 金1 ☆ 中国語特別演習Ⅱ(a) 1 李 貞愛 P501
金2 －－ ☆ 初級日本語演習(h) 1 武田 聡子 P502
金2 －－ ☆ 中級日本語演習(h) 1 福島 智子 P503
金2 －－ ☆ 上級日本語演習(h) 1 槌田 和美 P504
金2 金1 ☆ 日本語特別演習Ⅱ(a) 1 石塚 美枝 P509
金2 火1 ☆ 比較教育論(C)(a) 2 李 尚波 A809
金2 火1 ☆ 日本の芸術(E)(a) 2 ALT, Helene A909
金2 火1 ☆ 比較文化論(E)(a) 2 足立 匡行 A811
金2 火1 ☆ 日本の映像芸術(E)(a) 2 Li,lisa A812
金2 火1 ☆ グローバル社会特論(C)(a) 2 李 恩民 A813

金3 －－ ☆ グローバル・コミュニケーション入門(J)(f) 1 藤木 美奈子 A811
金3 金4 ☆ 英語ⅠＢ(g) 1 難波 香 P403
金3 金4 ☆ 英語ⅠＢ(h) 1 YAMAGA, Carolyn Sachiko P404
金3 金2 ☆ 英語コミュニケーションＢⅡ(a) 3 BREWSTER,Damon P405
金3 金4 ☆ 中国語ⅠＢ(c) 1 孫 秀雲 P406
金3 金4 ☆ 中国語コミュニケ^ションAⅡ(a) 3 楊 光俊 P407
金3 金4 ☆ 中国語コミュニケーションＢⅡ(a) 3 李 貞愛 P408
金3 金4 ☆ 日本語ⅠＢ(c) 1 伊古田 絵里 P501
金3 金4 ☆ 日本語コミュニケーションAⅡ(a) 3 石塚 美枝 P502
金3 金4 ☆ 日本語コミュニケーションＢⅡ(a) 3 茶谷 恭代 P503
金3 火3 ☆ 比較文学研究(E)(a) 2 Li, lisa A909
金3 火3 ☆ 日本の歴史(E)(a) 2 BATTEN, Bruce A910
金3 火3 ☆ 比較人文学特論(E)(a) 2 足立 匡行 A809
金3 火3 ☆ 比較人文学特論(C)(b) 2 李 恩民 A813

金4 －－ ☆ グローバリゼーションと社会(E)(a) 1 山崎 慎一 A811
金4 金3 ☆ 英語ⅠＢ(g) 1 難波 香 P403
金4 金3 ☆ 英語ⅠＢ(h) 1 YAMAGA, Carolyn Sachiko P404
金4 －－ ☆ 初級英語演習(g) 1 熊澤 雅子 P405
金4 －－ ☆ 中級英語演習(g) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P504
金4 －－ ☆ 上級英語演習(g) 1 石巻 賢作 P509
金4 金3 ☆ 中国語ⅠＢ(c) 1 孫 秀雲 P406
金4 金3 ☆ 中国語コミュニケ^ションAⅡ(a) 3 楊 光俊 P407
金4 金3 ☆ 中国語コミュニケーションＢⅡ(a) 3 李 貞愛 P408
金4 金3 ☆ 日本語ⅠＢ(c) 1 伊古田 絵里 P501
金4 金3 ☆ 日本語コミュニケーションAⅡ(a) 3 石塚 美枝 P502
金4 金3 ☆ 日本語コミュニケーションＢⅡ(a) 3 茶谷 恭代 P503
金4 火5 ☆ 日本の近代史(E)(a) 2 BATTEN, Bruce A910
金4 火5 ☆ 日本の思想と宗教(E)(a) 2 長谷川（間瀬） 恵美 A809
金4 火5 ☆ 比較人文学特論(E)(d) 2 楠本 和佳子 A810
金4 火5 ☆ 日本人と国際社会(C)(a) 2 李 尚波 A909

金5 －－ ☆ グローバリゼーションと社会(J)(b) 1 山崎 慎一 A809
金5 －－ ☆ 初級英語演習(h) 1 ALLAN, Tricia P403
金5 －－ ☆ 中級英語演習(h) 1 石巻 賢作 P404
金5 －－ ☆ 上級英語演習(h) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P405
金5 火4 ☆ 比較人文学特論(E)(c) 2 BATTEN, Bruce A909
金5 火4 ☆ グローバル社会とジェンダー(C)(a) 2 李 尚波 A910

金1 －－ ★ グローバル・コミュニケーション入門(h) 1 楠本 和佳子 A809 時間外 －－ ☆ インターンシップ(a) 3 林 加奈子 －
金1 金2 ★ 英語ⅡＢ(e) 1 近山 和広 P403 時間外 －－ ☆ インターンシップ(b) 3 山崎 慎一 －
金1 金2 ★ 英語ⅡＢ(f) 1 YAMAGA, Carolyn Sachiko P404 時間外 －－ ☆ フィールド・スタディ(a) 3 楠本 和佳子 －
金1 金2 ★ 中国語特別演習Ⅱ(b) 1 李 貞愛 P406 時間外 －－ ☆ フィールド・スタディ(b) 3 林 加奈子 －
金1 金2 ★ 日本語特別演習Ⅱ(b) 1 茶谷 恭代 P408 時間外 －－ ☆ フィールド・スタディ(c) 3 松久保 暁子 －
金1 火2 ★ 日本の舞台芸術(C)(b) 2 薄 宏 A909
金1 火2 ★ 国際関係論(E)(b) 2 荒田 明夫 A910

金2 火1 ★ 言語と心理（英語）(b) 2 DA SILVA Dexter A809
金2 金1 ★ 英語ⅡＢ(e) 1 近山 和広 P403
金2 金1 ★ 英語ⅡＢ(f) 1 YAMAGA, Carolyn Sachiko P404
金2 金3 ★ 英語コミュニケーションＢⅡ(b) 3 BREWSTER,Damon P405
金2 －－ ★ 初級中国語演習(p) 1 林 清 P406
金2 －－ ★ 中級中国語演習(p) 1 孫 秀雲 P407
金2 －－ ★ 上級中国語演習(p) 1 呂 永進 P408
金2 金1 ★ 中国語特別演習Ⅱ(b) 1 李 貞愛 P501
金2 －－ ★ 初級日本語演習(p) 1 武田 聡子 P502
金2 －－ ★ 中級日本語演習(p) 1 藤田 裕子 P503
金2 －－ ★ 上級日本語演習(p) 1 槌田 和美 P504
金2 金1 ★ 日本語特別演習Ⅱ(b) 1 茶谷 恭代 P509
金2 火1 ★ 比較文化論(C)(b) 2 張 平 A910
金2 火1 ★ 日本の芸術(C)(b) 2 薄 宏 A909
金2 火1 ★ 日本の映像芸術(C)(b) 2 Li,lisa A811
金2 火1 ★ 比較人文学特論(C)(e) 2 李 恩民 A810

金3 金4 ★ 英語ⅡＢ(g) 1 難波 香 P403
金3 金4 ★ 英語ⅡＢ(h) 1 YAMAGA, Carolyn Sachiko P404
金3 金2 ★ 英語コミュニケーションＢⅡ(b) 3 BREWSTER,Damon P405
金3 金4 ★ 中国語ⅡＢ(c) 1 孫 秀雲 P406 時間外 －－ ★ インターンシップ(c) 3 林 加奈子 －
金3 金4 ★ 中国語コミュニケ^ションAⅡ(b) 1 楊 光俊 P407 時間外 －－ ★ インターンシップ(d) 3 松久保 暁子 －
金3 金4 ★ 中国語コミュニケーションＢⅡ(b) 1 李 貞愛 P408 時間外 －－ ★ フィールド・スタディ(d) 3 石塚 美枝 －
金3 金4 ★ 日本語ⅡＢ(c) 1 伊古田 絵里 P501 時間外 －－ ★ フィールド・スタディ(e) 3 林 加奈子 －
金3 金4 ★ 日本語コミュニケーションAⅡ(b) 3 石塚 美枝 P502 時間外 －－ ★ フィールド・スタディ(f) 3 山崎 慎一 －
金3 金4 ★ 日本語コミュニケーションＢⅡ(b) 3 茶谷 恭代 P503
金3 火3 ★ 比較文学研究(C)(b) 2 張 利利 A909
金3 火3 ★ 日本の歴史(C)(b) 2 中生 勝美 A910
金3 火3 ★ 比較人文学特論(E)(f) 2 足立 匡行 A809
金3 火3 ★ グローバル社会特論(E)(c) 2 荒田 明夫 A810
金3 火3 ★ グローバル社会特論(E)(d) 2 楠本 和佳子 A811

金4 －－ ★ グローバリゼーションと社会(E)(c) 1 山崎 慎一 A809
金4 金3 ★ 英語ⅡＢ(g) 1 難波 香 P403
金4 金3 ★ 英語ⅡＢ(h) 1 YAMAGA, Carolyn Sachiko P404
金4 －－ ★ 初級英語演習(o) 1 熊澤 雅子 P405
金4 －－ ★ 中級英語演習(o) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P504
金4 －－ ★ 上級英語演習(o) 1 石巻 賢作 P509
金4 金3 ★ 中国語ⅡＢ(c) 1 孫 秀雲 P406
金4 金3 ★ 中国語コミュニケ^ションAⅡ(b) 3 楊 光俊 P407
金4 金3 ★ 中国語コミュニケーションＢⅡ(b) 3 李 貞愛 P408
金4 金3 ★ 日本語ⅡＢ(c) 1 伊古田 絵里 P501
金4 金3 ★ 日本語コミュニケーションAⅡ(b) 3 石塚 美枝 P502
金4 金3 ★ 日本語コミュニケーションＢⅡ(b) 3 茶谷 恭代 P503
金4 火5 ★ 日本の思想と宗教(C)(b) 2 バイカル A909
金4 火5 ★ 日本人と国際社会(E)(b) 2 楠本 和佳子 A910

金5 －－ ★ グローバリゼーションと社会(J)(d) 1 山崎 慎一 A812
金5 －－ ★ 初級英語演習(p) 1 ALLAN, Tricia P403
金5 －－ ★ 中級英語演習(p) 1 石巻 賢作 P404
金5 －－ ★ 上級英語演習(p) 1 LUM-TAKAHASHI,Carol P405
金5 火4 ★ 日本の近代史(C)(b) 2 中生 勝美 A909
金5 火4 ★ 比較人文学特論(E)(g) 2 BATTEN, Bruce A910
金5 火4 ★ グローバル社会とジェンダー(E)(b) 2 川西 結子 A809
金5 火4 ★ グローバル社会特論(E)(e) 2 荒田 明夫 A810
金5 火4 ★ グローバル社会特論(C)(f) 2 耿 順 A811

後期 履修登録科目

前期 履修登録科目

金 土

「特別時間帯」科目

後期 履修登録科目

前期 履修登録科目

後期 履修登録科目

後期 履修登録科目
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桜美林大学入学者選抜運営規程 

 

昭和 41年 12月１日制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、桜美林大学（以下「本学」という。）の入学者選抜試験（以下「入試」

という。）の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（基本方針） 

第２条 本学の入試は、本学学則及び本学大学院学則並びに関係法令等に則って実施する。 

 

（入学者選抜代表者会議及び大学院入試戦略委員会） 

第３条 本学の入試を公平かつ円滑に運営するため、学士課程に入学者選抜運営会議、大

学院に大学院入試戦略委員会を置く。 

 ２ 入学者選抜代表者会議及び大学院入試戦略委員会は、担当副学長が必要に応じて招

集し、その議長となる。 

 

第４条 入学者選抜代表者会議は、次に掲げる者をもって構成する。 

 （１） 担当副学長 

 （２） 各学群長 

 （３） 入試広報センター長 

 （４） 各学群・学類の入試委員長 

 （５） その他担当副学長が必要と認めた教職員 

 ２ 大学院入試戦略委員会は、次に掲げるものをもって構成する。 

 （１） 担当副学長 

 （２） 大学院部長 

 （３） 入試広報センター長 

 （４） 各専攻の入試委員 

 （５） その他担当副学長が必要と認めた教職員 

 

（入学者受入方針、入試方法等の決定） 

第５条 入学者受入方針、入試方法、入試期日、入試出題科目等については、入学者選抜

代表者会議及び大学院入試戦略委員会の議を経て、学長が決定する。 

 

（出題者） 
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第６条 入試問題の出題者は、学長が委嘱する。 

 

（入試の実施） 

第７条 入試は、担当副学長を本部長、入試広報センターを事務局として、各学群及び各

研究科等との連携により実施する。 

 

（合格者の決定） 

第８条 学士課程の合格者は入学者選抜代表者会議、大学院の合格者は大学院入試戦略委

員会の議を経て、学長が決定する。 

 

（規程の改廃） 

第９条 この規程の改廃は、教育研究評議会の議を経て常務理事会が行う。 

 

附 則 

 この規程は、昭和 57年４月 30日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 10年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 14年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 21年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 22年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 23年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 25年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 
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桜美林大学科目等履修生及び聴講生規程 

 

平成５年４月１日制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、桜美林大学学則（以下「学則」という。）第 71 条の規定に基づき、

科目等履修生及び聴講生（以下「科目等履修生等」という。）に関し、必要な事項を定め

るものとする。 

 

（資格） 

第２条 桜美林大学（以下「本学」という。）の科目等履修生となることができる者は、次

の各号の一に該当する者とする。ただし、外国国籍の者については、次の各号の一に該

当し、かつ、履修を希望する全期間において、日本国の在留資格を有する者でなければ

ならない。 

 （１）学則第 29条に定める本学への入学資格を有する者 

 （２）高大連携等協定に基づき受け入れる高校生 

 ２ 本学の聴講生となることができる者は、次の各号の一に該当する者とする。ただし、

外国国籍の者については、次の各号の一に該当し、かつ、聴講を希望する全期間にお

いて、日本国の在留資格を有する者でなければならない。 

 （１）学則第 29条に定める本学への入学資格を有する者 

 （２）その他前号と同等以上の学力があると学長が認めた者 

 

（出願） 

第３条 科目等履修生等として授業科目の履修又は聴講（以下「履修等」という。）を希望

する者は、本学の指定する期日までに、別表に掲げる書類を提出しなければならない。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、学長が必要であると認めたときは、書類の提出の一部を

免除することができる。 

 

（履修等の許可） 

第４条 前条の規定に基づき出願があったときは、本学学生の教育に支障のない範囲にお

いて、学長は当該学群等の教授会の選考を経て履修等を許可する。 

 ２ 科目等履修生等として履修等を許可された者は、別表に掲げる登録料及び授業料を

本学の指定する期日までに納付しなければならない。 

 ３ 前項の規定にかかわらず、学長が必要であると認めたときは、授業料等の費用の減

免をすることができる。ただし、授業料等の費用を減免しようとするときは、原則と
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して常務理事会の承認を得なければならない。 

 

（単位数） 

第５条 科目等履修生として履修できる単位数は、１学期当たり 16単位以内とする。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、学長が教育上有益であると認めたときは、16 単位を越え

た履修を認めることがある。 

 

（在籍期間） 

第６条 科目等履修生等として在籍できる期間は、当該授業科目の開設期間とする。 

 

（単位の付与） 

第７条 科目等履修生に対しては、本学学生と同様の試験を行い、試験に合格したときは

単位を授与し、願い出により所定の単位修得証明書を交付する。 

 

（雑則） 

第８条 提出書類及び納付した費用は、原則として返還しない。 

 

第９条 科目等履修生等には、学則を準用する。 

 

（規程の改廃） 

第 10条 この規程の改廃は、常務理事会の議を経て行う。 

 

附 則 

 この規程は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 13年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 14年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 21年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 
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別表（第３条及び第４条関係） 

 科目等履修生 聴講生 

提出書類 

①科目等履修生願書 

②入学資格を証明する書類 

③選考料振込領収書 

④健康診断書 

⑤その他本学が必要と認める書類 

①聴講生願書 

②選考料振込領収書 

③健康診断書 

④その他本学が必要と認める書類 

選考料 10,000円 10,000円 

登録料 20,000円 10,000円 

授業料 １単位につき 15,000円 １科目につき 30,000円 

 



資料10

平成26年12月現在

受入先（順不同） 派遣人数（人）

1 (一)休暇村協会 1

2 オセアニア交流センター株式会社 1

3 株式会社エフエムさがみ 3

4 株式会社ケイ・ウノ 1

5 株式会社ジュピターテレコム 1

6 株式会社ルネサスイーストン 1

7 株式会社東都 1

8 株式会社東邦プラン 2

9 神奈川トヨタ自動車株式会社 1

10 生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ 1

11 相模原ライズ・アスリート・クラブ 1

12 相模大野図書館 1

13 多摩信用金庫 3

14 文部科学省 1

15 株式会社ロックワークス 1

16 日本出版販売株式会社 1

17 P&Gマックスファクター合同会社 2

18 SMBC日興証券株式会社 2

19 サミット株式会社 1

20 スカイビルサービス株式会社 1

21 ネッツトヨタ神奈川株式会社 1

22 リゾートトラスト株式会社 2

23 株式会社アクセスヒューマネクスト 1

24 株式会社オンワード樫山 2

25 株式会社タカキュー 1

26 株式会社なつコーポレーション 1

27 株式会社ニチイケアパレス 1

28 株式会社ニュー・オータニ 1

29 株式会社ミニミニ 1

30 株式会社東計電算 1

31 港北出版印刷株式会社 1

32 西武信用金庫 1

33 相模原市役所 1

34 多摩信用金庫 1

35 町田市役所　こども生活部　ひなた村 1

インターンシップ参加状況
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受入先（順不同） 派遣人数（人）

36 町田市役所　地域福祉部　ひかり療育園 1

37 東海東京証券株式会社 2

38 東邦ホールディングス株式会社 1

39 (公)日本アメリカンフットボール協会 3

40 (社)川越市社会福祉協議会 1

41 NPO法人　放課後NPOアフタースクール 1

42 スリール株式会社 2

43 ソフトバンク株式会社 1

44 ヨコハマ創造都市センター 1

45 越谷市いちご団地生産組合 1

46 沖縄テレビ放送株式会社 1

47 株式会社NTTデータ 1

48 株式会社アイ・パッション 1

49 株式会社コンピュータマネジメント 1

50 株式会社シミズオクト 1

51 株式会社シンクスマイル 1

52 株式会社ピッキオ 1

53 株式会社ブレイキング・ニューグラウンド 1

54 株式会社ゆめみ 1

55 株式会社極東電視台 1

56 笛吹市役所 1

57 富士シティオ株式会社 1

58 イギン株式会社 1

59 ウイン・パートナーズ株式会社 1

60 サンコーインダストリー株式会社 6

61 株式会社Plan・Do・See 6

62 株式会社アスティーク 1

63 株式会社ソシエ・ワールド 1

64 株式会社ティー・ワイ・オー 1

65 株式会社トリート 1

66 株式会社ブライダルプロデュース 2

67 株式会社ポーラ 1

68 株式会社マミー・インターナショナル 1

69 株式会社ルネサスイーストン 2

70 株式会社大塚商会 1

71 株式会社読売旅行 1

72 東京海上日動システムズ株式会社 1

- 2 -



受入先（順不同） 派遣人数（人）

73 アゼアス株式会社 1

74 イギン株式会社 2

75 株式会社エービーシー商会 10

76 IDC大塚家具株式会社 1

77 リゾートトラスト株式会社 1

78 株式会社Plan・Do・See 1

79 株式会社カインズ 1

80 株式会社ニュートン 1

81 株式会社ポーラ 1

82 株式会社大塚商会 1

83 八十二銀行 1

84 アットホーム株式会社 1

85 アパホテル株式会社 1

86 シーズアンドグロース株式会社 1

87 ジュピターショップチャンネル株式会社 1

88 セントスタッフ株式会社 1

89 タマホーム株式会社 1

90 パソナグループ 1

91 バリューマネジメント株式会社 1

92 株式会社Plan・Do・See 1

93 株式会社アドキャスト 1

94 株式会社イービーエム 2

95 株式会社クラウディア　コスチュームサービス 3

96 株式会社ケイ・ウノ 1

97 株式会社ケン・コーポレーション 1

98 株式会社シーボン 1

99 株式会社ジェイック 2

100 株式会社スタジオアリス 2

101 株式会社テイクアンド・ギブニーズ 1

102 株式会社ディスコ 1

103 株式会社ティンパンアレイ 1

104 株式会社テレビ朝日 1

105 株式会社トリート 3

106 株式会社ニューオータニ 1

107 株式会社パソナグループ 1

108 株式会社ベネフィット・ワン 1

109 株式会社ホスピタリティオペレーションズ 1
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受入先（順不同） 派遣人数（人）

110 株式会社マーススポーツエージェント 1

111 株式会社マタハリー 1

112 株式会社マルハン 1

113 株式会社ライブレボリューション 3

114 株式会社三越伊勢丹 1

115 株式会社成城石井 1

116 株式会社東急ハンズ 1

117 高見株式会社 1

118 三井不動産リアルティ 1

119 社会福祉法人　きしろ社会事業会 1

120 星野リゾートグループ 1

121 東急不動産株式会社 1

122 日本テレビ放送網株式会社 1

123 野村不動産アーバンネット株式会社 1

167合計
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資料11

（20法人・団体）

1 P&Gマックスファクター合同会社

2 SMBC日興証券株式会社

3 オセアニア交流センター株式会社

4 神奈川トヨタ自動車株式会社

5 株式会社アクセスヒューマネクスト

6 株式会社エフエムさがみ

7 株式会社オンワード樫山

8 株式会社ジュピターテレコム

9 株式会社ニュー・オータニ

10 株式会社東計電算

11 株式会社東邦プラン

12 港北出版印刷株式会社

13 東海東京証券株式会社

14 西武信用金庫

15 多摩信用金庫

16 生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ

17 一般財団法人休暇村協会

18 相模大野図書館

19 相模原市役所

20 町田市役所

グローバル・コミュニケーション学群　インターンシップ先　一覧
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資料12

企業名

1 株式会社エフエムさがみ

2 株式会社シミズオクト

3 株式会社ジュピターテレコム

4 スカイビルサービス株式会社

5 株式会社ニュー・オータニ

インターンシップ期間が１か月以上にわたる企業一覧

- 1 -
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桜美林大学　海外提携機関リスト（141 校 9機構 29カ国地域）
資料13

平成26年12月現在

1 1 Bond University Bond University ボンド大学 2001/2/13

2 2 University of the Sunshine Coast University of the Sunshine Coast サンシャインコースト大学 2011/1/21

3 3 University of Technology, Sydney University of Technology, Sydney シドニー工科大学 1997/6/19

4 4 University of Wollongong University of Wollongong ウロンゴン大学 1994/10/28

5 1 MCI Management Center Innsbruck MCI Management Center Innsbruck マネジメントセンター・インスブルック 2012/8/17

6 2 University of Applied Sciences Upper Austria University of Applied Sciences Upper Austria アッパーオーストリア応用科学大学 2012/11/26

7 1 American International University-Bangladesh American International University-Bangladesh アメリカ国際大学・バングラデシュ 2012/10/13

8 2 BRAC University BRAC University ブラック大学 2008/1/23

9 1 Universidade Estadual de Ponta Grossa Ponta Grossa State University ポンタ・グロッサ州立大学 1999/2/5

10 2 School of Economics, Business and Accounting, Universidade de São Paulo School of Economics, Business and Accounting, University of Sao Paulo サンパウロ大学 2003/1/1

11 1 University of Manitoba University of Manitoba マニトバ大学 2012/7/7

12 2 Thompson Rivers University Thompson Rivers University トンプソンリバース大学 1996/10/15

13 3 Vancouver Island University Vancouver Island University バンクーバーアイランド大学 2001/11/14

14 4 University of Victoria University of Victoria ビクトリア大学 1999/2/8

15 1 北華大学 Beihua University ホッカ大学 2012/4/19

16 2 北京外国語大学 Beijing Foreign Studies University ペキンガイコクゴ大学 2006/12/25

17 3 北京第二外国語学院 Beijing International Studies University ペキンダイニガイコクゴ学院 1988/6/15

18 4 北京語言大学 Beijing Language and Culture University ペキンゴゲン大学 2002/6/13

19 5 北京師範大学 Beijing Normal University ペキンシハン大学 1996/5/3

20 6 長春大学 Changchun University チョウシュン大学 1998/10/27

21 7 長春工業大学 Changchun University of Technology チョウシュンコウギョウ大学 2012/3/20

22 8 中国伝媒大学 Communication University of China チュゴクデンバイ大学 2013/4/28

23 9 大連東軟信息学院 Dalian Neusoft Institute of Information ダイレントウナンシンソク学院 2011/11/21

24 10 大連外国語大学 Dalian University of Foreign Languages ダイレンガイコクゴ大学 2004/5/12

25 11 華東師範大学 East China Normal University カトウシハン大学 2003/2/24

26 12 復旦大学新聞学院 School of Journalism, Fudan University フクタン大学 2005/1/25

27 13 福建師範大学 Fujian Normal University フッケンシハン大学 2007/3/1

28 14 広東軽工職業技術学院 Guangdong Industry Technical College カントンケイコウショクギョウギジュツ学院 2013/5/6

29 15 広東外語外貿大学南国商学院 Guangdong University of Foreign Studies South China Business College カントンガイゴガイボウダイガクナンゴクショウ学院 2012/1/17

30 16 哈爾濱工業大学外国語学院 School of Foreign Language, Harbin Institute of Technology ハルビンコウギョウダイガクガイコクゴ学院 2012/2/27

31 17 合肥学院 Hefei University ゴウヒ学院 2014/3/5

32 18 懐化学院 Huaihua University カイカ学院 2014/2/19

33 19 内蒙古大学 Inner Mongolia University ウチモンゴル大学 2012/2/23

34 20 佳木斯大学 Jiamusi University ジャムス大学 2011/12/26

35 21 吉林華橋外国語学院 Jilin Huaqiao Foreign Languages Institute キツリンカキョウガイコクゴ学院 2011/4/28

36 22 遼寧師範大学 Liaoning Normal University リョウネイシハン大学 1996/9/2

37 23 嶺南大学 Lingnang University レイナン大学 2002/4/11

38 24 南京信息工程大学 Nanjing University of Information Science & Technology ナンキンシンソクコウテイ大学 2011/11/20

39 25 東北師範大学 North East Normal University トウホクシハン大学 学園、1986/9/11

40 26 北京大学 Peking University ペキン大学 1998/12/10

41 27 青島理工大学 Qingdao Technological University チンタオリコウ大学 2013/12/24

42 28 上海外国語大学 Shanghai International Studies University シャンハイガイコクゴ大学 1985/5/4

43 29 上海師範大学 Shanghai Normal University シャンハイシハン大学 2001/2/15

44 30 上海海洋大学 Shanghai Ocean University シャンハイカイヨウ大学 2010/8/1

45 31 上海第二工業大学 Shanghai Second Polytechnic University シャンハイダイニコウギョウ大学 2011/11/16

46 32 紹興文理学院 Shaoxing University ショウコウブンリ学院 2006/1/17

47 33 鄭州大学西亜斯国際学院 Sias International University テイシュウ大学サイアス国際学院 2012/9/23

48 34 天津外国語大学 Tianjin Foreign Studies University テンシンガイコクゴ大学 2007/7/11

49 35 同済大学 Tongji University ドウサイ大学 2006/1/18

50 36 清華大学継続教育学院 School of Continuing Education, Tsinghua University セイカ大学ケイゾクキョウイク学院 2008/1/29

51 37 澳門大学 University of Macau マカオ大学 2006/7/20

52 38 厦門理工学院 Xiamen University of Technology アモイリコウ学院 2006/11/11

53 39 浙江工商大学 Zhejiang Gongshang University セッコウコウショウ大学 2012/12/28

54 40 浙江大学(元杭州大学） Zhejiang University セッコウ大学 1997/5/4

55 41 吉林大学珠海学院 Zhuhai College of Jilin University キツリンダイガクシュカイ学院 2012/1/17

56 42 中国教育国際交流協会 China Education Association for International Exchange チュウゴクキョウイクコクサイコウリュウキョウカイ 2005/4/29

57 43 福建省教育国際交流協会 Fujian Provincial Education Association for International Exchange フッケンショウキョウイクコクサイコウリュウキョウカイ 2006/1/16

58 44 中国教育部学位与研究生教育発展中心 China Academic Degrees & Graduate Education Development Center チュウゴクキョウイクブガクイヨケンキュウセイキョウイクハッテンチュウシン 2008/7/15

59 1 Czech Republic（チェコ：1校） Silesian University in Opava Silesian University in Opava シレジアン大学オパバ校 2001/6/12

60 1 Egypt（エジプト：1校） Faculty of Arts, Cairo University Faculty of Arts, Cairo University カイロ大学 2005/3/25

61 1 Finland（フィンランド：校） University of Eastern Finland Faculty of Social Sciences and Business Studies, University of Eastern Finland 東フィンランド大学 2014/11/3

62 1 Institut Catholique de Paris Catholic University of Paris パリカトリック大学 2011/1/18

63 2 Musée Jean Frédéric Oberlin J.-F Oberlin Museum または Jean-Frédéric Oberlin Museurn J. F. オベリン記念館 2006/8/26

64 1 Georgia (グルジア：1校） Caucasus University Caucasus University コーカサス大学 2012/10/13

65 1 Iceland（アイスランド：1校） University of Iceland University of Iceland アイスランド大学 2007/4/24

66 1 India（インド：1校） University of Pune University of Pune プーナ大学 1999/2/18

67 1 Indonesia（インドネシア：1校） Universitas Kristen Duta Wacana Duta Wacana Christian University デュタ・ワチャナ・キリスト教大学 2013/7/16

68 1 Italy（イタリア：1校） L'Università per Stranieri di Siena University for Foreigners of Siena シエナ外国人大学 2014/11/7

69 1 Malaysia (マレーシア：1校） Universiti Sains Malaysia Universiti Sains Malaysia 国立マレーシア科学大学 2014/9/22

70 1 Mexico（メキシコ：1校） CETYS Universidad CETYS University セティス大学 2012/11/5

71 1 Mongolia（モンゴル：1校） Soyol Erdem University Soyol Erdem University モンゴルブンカキョウイク大学 2009/4/3

72 1 Netherlands（オランダ：1校） Rotterdam Business School, Rotterdam University Rotterdam Business School, Rotterdam University ロッテルダム大学 2006/7/20

73 1 Christchurch Polytechnic Institute of Technology Christchurch Polytechnic Institute of Technology クライストチャーチ・ポリテクニック工科大学 2006/3/14

74 2 Nelson Marlborough Institute of Technology Nelson Marlborough Institute of Technology ネルソン・マルボロ工科大学 2010/6/14

75 3 Whitireia Community Polytechnic Whitireia Community Polytechnic フィティレイアポリテクニック工科大学 2011/6/29

提携成立日

Australia（オーストラリア：4校）

France（フランス：1校、1機構）

通
し
番
号

国

別

通

し

番

号

国・地域名 提携校名

Austria(オーストリア：2校）

Bangladesh（バングラデシュ：2校）

Brazil（ブラジル：2校）

Canada（カナダ：4校）

China （中国大陸：41校、3機構）

New Zealand（ニュージーランド：3校）
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平成26年12月現在

提携成立日

通
し
番
号

国

別

通

し

番

号

国・地域名 提携校名

76 1 Norway（ノルウェー：1校） University of Oslo University of Oslo オスロ大学 2006/3/24

77 2 Philippines（フィリピン：1校） Ateneo de Manila University Ateneo de Manila University アテネオ・デ・マニラ大学 2006/2/17

78 1 中央大学校 Chung-Ang University チュウオウ大学 2013/5/13

79 2 梨花女子大学校 Ewha Womans University リカジョシ大学 2005/12/7

80 3 韓東大学校 Handong Global University カントウ大学 2013/1/16

81 4 韓国外国語大学校 Hankuk University of Foreign Studies カンコクガイコクゴ大学 2005/8/26

82 5 韓瑞大学校 Hanseo University カンズイ大学 2001/1/30

83 6 漢陽大学校 Hanyang University カンヨウ大学 2002/3/25

84 7 啓明大学校 Keimyung University ケイメイ大学 2007/9/6

85 8 ナザレ大学校 Korea Nazarene University ナザレ大学 2004/4/13

86 9 関東大学校 Kwandong University カントウ大学 2003/1/13

87 10 慶熙大学校 Kyung Hee University ケイキ大学 2013/5/21

88 11 明知専門大学 Myongji College メイチセンモンタンキ大学 2005/8/25

89 12 明知大学校 Myongji University メイチ大学 1999/8/4

90 13 ソウル女子大学校 Seoul Women's University ソウルジョシ大学 2011/10/20

91 14 西江大学校 Sogang University セイコウ大学 2009/2/2

92 15 淑明女子大学校 Sookmyung Women's University シュクメイジョシ大学 2011/10/25

93 16 崇実大学校 Soongsil University スウジツ大学 2013/5/20

94 17 大韓民国京畿道外国語教育研修院 Gyeonggi-do Foreign Language Institute, Republic of Korea ダイカンミンコクキョンギドガイコクゴキョイクケンシュウイン 2011/7/28

95 18 世宗学堂 King Sejong Institute Foundation せいそう学堂 2014/9/1

96 1 高雄師範大学 National Kaohsiung Normal University タカオシハン大学 2001/4/2

97 2 静宜大学 Providence University セイギ大学 2005/5/23

98 3 淡江大学 Tamkang University タンコウ大学 2014/10/16

99 4 東海大学 Tunghai University トウカイ大学 1999/9/13

100 1 Christian University of Thailand Christian University of Thailand タイキリスト教大学 2010/6/21

101 2 Faculty of Commerce and Accountancy, Chulalongkorn University Faculty of Commerce and Accountancy, Chulalongkorn University チュラロンコン大学 1999/5/12

102 3 Payap University Payap University パヤップ大学 2005/10/28

103 4 Siam University Siam University サイアム大学 2012/9/30

104 1 Turkey(トルコ：1校） Akdeniz Üniversitesi  Akdeniz University アクデニズ大学 2013/6/4

105 1 Bath Spa University Bath Spa University バース・スパ大学 1994/2/2

106 2 University of Kent, Canterbury University of Kent, Canterbury ケント大学カンタベリー校 1991/5/28

107 3 Kingston University Kingston University キングストン大学 2005/5/13

108 4 Oxford Brookes University Oxford Brookes University オックスフォード･ブルックス大学 2000/5/20

109 5 University of Reading University of Reading レディング大学 1996/11/20

110 1 Arizona State University Arizona State University アリゾナ州立大学 2006/8/21

111 2 University of Alabama University of Alabama アラバマ大学 2014/5/8

112 3 University of Arkansas-Fort Smith University of Arkansas-Fort Smith アーカンソー大学フォートスミス校 2011/11/15

113 4 California State University, Monterey Bay California State University, Monterey Bay カリフォルニア州立大学モントレーベイ校 1997/4/2

114 5 Centenary College Centenary College センテナリ・カレッジ 2007/7/25

115 6 Fairleigh Dickinson University Fairleigh Dickinson University フェアリー・ディキンソン大学 2009/10/26

116 7 Georgia College & State University Georgia College & State University ジョージアカレッジ＆ステイト大学 2003/11/27

117 8 Georgia Institute of Technology Georgia Institute of Technology ジョージア工科大学 2012/6/6

118 9 Hawai‘i Pacific University Hawai‘i Pacific University ハワイパシフィック大学 2004/7/17

119 10 University of  Hawai‘i, Mānoa University of  Hawai‘i, Mānoa ハワイ大学マノア校 2005/10/25

120 11 Humboldt State University Humboldt State University ハンボルト州立大学 2012/8/27

121 12 University of Kansas University of Kansas カンザス大学 1992/9/17

122 13 University of Maryland, Baltimore County University of Maryland, Baltimore County メリーランド大学ボルチモア校 2014/8/1

123 14 University of Memphis University of Memphis メンフィス大学 2011/5/19

124 15 Mercer University Mercer University マーサー大学 2013/4/3

125 16 University of Mississippi University of Mississippi ミシシッピ大学 2012/3/21

126 17 University of Missouri-St. Louis University of Missouri-St. Louis ミズーリ大学セントルイス校 1993/12/17

127 18 University of North Carolina at Charlotte University of North Carolina at Charlotte ノースカロライナ大学シャーロット校 1990/1/2

128 19 Northeastern University Northeastern University ノース・イースタン大学 1999/6/9

129 20 Oberlin College Oberlin College オベリン大学 1989/9/5

130 21 Oglethorpe University Oglethorpe University オグレソープ大学 2012/6/15

131 22 Pacific University Pacific University パシフィック大学 2011/4/15

132 23 Rocky Mountain College Rocky Mountain College ロッキーマウンテン大学 2006/2/17

133 24 San Francisco State University San Francisco State University サンフランシスコ州立大学 2008/2/13

134 25 School of Humanities and Sciences, Stanford University School of Humanities and Sciences, Stanford University スタンフォード大学 2009/5/26

135 26 University of Texas at Austin University of Texas at Austin テキサス大学オースティン校 1993/8/12

136 27 Towson University Towson University タウソン大学 2011/8/11

137 28 Valdosta State University Valdosta State University バルドスタ州立大学 2011/5/23

138 29 University of Virginia University of Virginia バージニア大学 2014/8/21

139 30 Webster University Webster University ウェブスター大学 2011/6/8

140 31 Wells College Wells College ウェルズ大学 2012/12/10

141 32 Western Carolina University Western Carolina University ウェスタンカロライナ大学 2011/5/8

142 33 Western Washington University Western Washington University ウェスタンワシントン大学 1991/10/18

143 34 Whittier College Whittier College ウィティア大学 1993/6/12

144 35 East-West Center East-West Center イースト・ウエストセンター 2009/2/21

145 36 Japan-America Society of Georgia The Japan-America Society of Georgia ジョージア日米協会 2013/11/12

146 37 UCLA Center for Research on Evaluation, Standards, and Student Testing (CRESST) The UCLA Center for Research on Evaluation, Standards, and Student Testing (CRESST) UCLA-教育における評価、水準、テスティングに関する研究センター（定訳なし） 2013/3/28

147 1 Can Tho University Can Tho University カン・トー大学 2012/3/9

148 2 University of Danang University of Danang ダナン大学 2004/7/23

149 3 Foreign Trade University Foreign Trade University 貿易大学 2010/10/16

150 4 National Economics University National Economics University 国民経済大学 2009/5/19

Vietnam（ベトナム：4校）

South Korea（韓国：16校、2機構）

Taiwan（台湾：4校）

Thailand（タイ：4校）

U.K.（イギリス：5校）

U.S.A.（アメリカ：34校、3機構）
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派遣留学プログラムの種類と概要（平成 26年 12月１日現在） 

 

○全学群横断型のプログラム 対象：全学群生 

プログラム名 派遣先・内容等 期間 

ＪＹＡ／ＳＹＡ長期留学プログラム 派遣先：主に英語圏 
内 容：学士課程科目の履修 

長期（１学期間又
は１学年間） 

中国大陸・台湾・韓国長期留学プログ
ラム 

派遣先：中国大陸，台湾，韓国 
内 容：語学学習（一部学士課程科目の
履修可） 

長期（１学期間又
は１学年間） 

A new Vision on International and 
Business-related Education 
（通称「VIBEプログラム」）※１ 

派遣先：オランダないしフィンランド 
内 容：EU と日本の二国・地域間協力に
より，両政府の支援を受けて日欧の４大
学が共同で実施。学士課程科目等の履修
及び現地企業との共同ビジネスプロジェ
クトの実施 

１学期間 

 

○各教育組織主体型のプログラム 対象：全学群生（一部参加条件あり） 

主催 
プログラム名・ 

種別等 
派遣先・内容等 期間 

基盤教育院 

語学研修 派遣先：アメリカ，カナダ，韓国，中国
大陸，オーストラリア，イギリス，ニュ
ージーランド 
内 容：語学留学 

約３週間から５週
間（夏期・春期休
み） 

国際理解教育※２ 派遣先：モンゴル，アメリカ，マレーシ
ア 
内 容：派遣先諸地域の文化や課題（環
境，福祉，貧困等）について理解を深め
る 

約２週間から３週
間（夏期・春期休
み） 

リベラルアーツ
学群 
 

国際協力フィール
ドワーク※２ 
 

派遣先：フィリピン，アフリカ 
内 容：環境，ジェンダー，貧困，開発
等をテーマに派遣先諸地域の課題や現状
を学ぶ 

約３週間（夏期・
春期休み） 

文化人類学フィー
ルドワーク※２ 

派遣先：中国・内モンゴル自治区 
内 容：派遣先諸地域の伝統的生活，食
文化，信仰などについて理解を深める 

約１週間（夏期・
春期休み） 

グローバルアウト
リーチプログラム
（当該学群生のみ
対象）※２，３ 

派遣先：アメリカ，カナダ，オーストラ
リア，ニュージーランド，中国大陸，韓
国 
内 容：語学留学及び奉仕活動（英語圏
の派遣先のみ） 

約４ヶ月 
（１年次後期・２
年次前期） 

ダブルディグリー
プログラム 

派遣先：サンフランシスコ州立大学 
内 容：桜美林大学およびサンフランシ
スコ州立大学の学位の取得 
 

サンフランシスコ
州立大学における
所定単位を修得す
るまでの期間 

芸術文化学群 

芸術文化研修 派遣先：フランス，イギリス等欧州諸国，
アメリカ等 
内 容：音楽専修，演劇専修，造形デザ
イン専修，映画専修それぞれの各分野に
おける専門的な施設の視察，芸術鑑賞等 

約１週間（夏期・
春期休み） 
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グローバルアウト
リーチプログラム 
（当該学群生のみ
対象）※３ 

派遣先：アメリカ 
内 容：語学学習，奉仕活動及び芸術関
連科目の聴講 

約４ヶ月 
（２年次後期・３
年次前期） 

ビジネスマネジ
メント学群 

海外ビジネス研修 
※３ 

派遣先：アジア諸地域（中国，ベトナム，
マレーシア，タイ，シンガポール等），北
米，オーストラリア等 
内 容：現地企業への訪問，各種施設の
視察等 

約 1 週間から３週
間（夏期・春期休
み） 

グローバルアウト
リーチプログラム 
（当該学群生のみ
対象）※３ 

派遣先：アメリカ 
内 容：語学学習，ビジネス英語学習，
奉仕活動及び現地企業への訪問 

約４ヶ月 
（２年次後期・３
年次前期） 

エアライン・ホス
ピタリティコース 
グローバルアウト
リーチプログラム 
（当該学群コース
生のみ対象） 

派遣先：アメリカ 
内 容：語学学習，奉仕活動及びホスピ
タリティ関連科目の履修 

約４ヶ月 
（２年次後期） 

 
※１：「VIBE プログラム」は，平成 26 年度国際化拠点整備事業費補助金（大学の世界展開

力強化事業）の対象及び日本学生支援機構平成 26年度海外留学支援制度（短期派遣・
ICI-ECP 型）に採択された，平成 26 年度の新規プログラムである。学生の海外派遣
は平成 27年８月より開始する。 

※２：基盤教育院主催の国際理解教育「モンゴル環境研修」，リベラルアーツ学群主催の
「国際協力フィールドワーク（フィリピン）」，「国際協力フィールドワーク（アフリ
カ）」，「文化人類学フィールドワーク（遊牧文化）」，「グローバルアウトリーチプロ
グラム」，ビジネスマネジメント学群主催の「海外ビジネス研修（スポーツ産業）」，
「海外ビジネス研修（アメリカ）」「グローバルアウトリーチプログラム」は日本学
生支援機構平成 26年度海外留学支援制度 （短期派遣 短期研修・研究型） 採択
プログラムである。 

※３：グローバルアウトリーチプログラムは語学学習を基本に，各学群等の教育目標に沿
った学習を展開させるプログラムで，リベラルアーツ学群は平成 19年度，ビジネス
マネジメント学群では平成 25 年度，芸術文化学群では平成 26 年度（学生の海外派
遣は平成 27年８月より開始）より開始している。 
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プログラム名 派遣数（人）
グローバルアウトリーチプログラム 242

春学期 122
リベラルアーツ学群グローバルアウトリーチプログラム 122

秋学期 120
リベラルアーツ学群グローバルアウトリーチプログラム 70
ビジネスマネジメント学群グローバルアウトリーチプログラム 22
エアラインホスピタリティグローバルアウトリーチプログラム 28

短期プログラム 358
前期 148

語学研修（カナダ語学セミナー） 10
語学研修（韓国語学セミナー） 10
語学研修（中国語学セミナー） 2
国際協力研修（フィリピン国際協力研修）（現「国際協力フィールドワーク（フィリピン）」） 25
国際理解教育（モンゴル環境研修） 20
国際理解教育（海外協働学習体験－韓国） 11
インターンシップ(サンフランシスコ） 8
海外ビジネス研修（スポーツ産業） 12
海外ビジネス研修（タイ） 4
海外ビジネス研修（ニューヨーク） 12
海外ビジネス研修 (ベトナム) 13
海外ビジネス研修（モンゴル） 16
フィールドトリップ（福祉ビジネス） 5

後期 210
語学研修（イギリス語学セミナー） 22
語学研修（オーストラリア語学セミナー） 3
語学研修（ニュージーランド語学セミナー） 2
語学研修（中国語学セミナー） 20
国際協力フィールドワーク（アフリカ） 14
芸術文化研修（イギリス美術研修） 3
芸術文化研修（ロンドン演劇研修） 15
芸術文化研修（ロンドン・アイルランド音楽研修） 19
インターンシップ（サンフランシスコ） 3
海外ビジネス研修（アメリカ） 11
海外ビジネス研修（イギリス） 22
海外ビジネス研修（オーストラリア） 23
海外ビジネス研修（カナダ） 3
海外ビジネス研修（ニューヨーク） 12
海外ビジネス研修（ホテル＆ブライダル） 38

長期プログラム（JYA/SYA） 20
前期 1

JYA/SYAプログラム 1
後期 19

JYA/SYAプログラム 19
長期プログラム（中国/韓国） 31

前期 17
韓国長期留学プログラム 15
中国長期留学プログラム 2

後期 14
韓国長期留学プログラム 11
中国長期留学プログラム 3

長期プログラム（二重学位） 1
後期 1

ダブルディグリープログラム 1
総計 652

平成25年度　海外留学派遣者数
平成26年5月1日現在

-1-
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Country/Area
正規留学生

Degree
Courses

前
年
Pre
v.
Yr.

交換留学生
Exchange

前
年
Pre
v.
Yr.

別科生
IJLC

前
年
Pre
v.
Yr.

聴講生・科目等履
修生・研究生等

Research Students
and Others

前
年
Pre
v.
Yr.

合 計
Total

前年
Prev.
Yr.

中国（香港・マカオ）
China (Hong Kong,

Macau)
288 274 31 28 36 45 4 10 359 357

アメリカ
U.S.A.

1 54 35 1 54 37

韓　　国
Korea

38 51 12 18 1 1 50 71

モンゴル
Mongolia

8 8 4 4 1 12 13

台　　湾
Taiwan

6 8 1 1 2 9 9

ベトナム
Vietnam

3 2 2 2 2 7 4

タイ
Thailand

1 1 3 1 4 2

マレーシア
Malaysia

3 2 3 2

オランダ
The Netherlands

1 1 2 2 3 3

オーストラリア
Australia

3 1 3 1

イギリス
U.K.

1 3 1 3 2

チェコ
Czech Republic

2 2 0

アイスランド
Iceland

2 2 2 2

メキシコ
Mexico

1 1 0

パキスタン
Pakistan

1 1 0

ニュージーランド
New Zealand

1 1 1 1

トルコ
Turkey

1 1 1 1

ドイツ
Germany

1 1 1 1

セネガル
Senegal

1 1 0

ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ
Saudi Arabia

1 1 0

ミャンマー
Myanmar

1 6 0 7

ノルウェー
Norway

1 0 1

スウェーデン
Sweden

1 0 1

カナダ
Canada

1 0 1

エジプト
Egypt

1 0 1

インドネシア
Indonesia

1 0 1

合計 353 355 121 98 40 54 4 11 518 518

平成25年度　正規・交換・別科等国別留学生数

20ヵ国･地域(△1ヵ国・地域)　518名(前年同数)

＊「留学」の在留資格を持つ外国人学生のみ。

＊正規留学生内訳　学群：234   大学院：119 

平成26年5月1日現在

-1-



資料17

国名等 大学名

1
米国カリフォルニア州

アルケータ
HUMBOLDT STATE UNIVERSITY

（ハンボルト州立大学）

2
米国カリフォルニア州

シーサイド
CALIFORNIA STATE UNIVERSITY, MONTEREY BAY

（カリフォルニア州立大学モントレーベイ校）

3
米国アラバマ州
タスカルーサ

THE UNIVERSITY OF ALABAMA
（アラバマ大学）

4
米国ジョージア州

バルドスタ
VALDOSTA STATE UNIVERSITY

（バルドスタ州立大学）

5
中国河南省

新鄭市
SIAS INTERNATIONAL UNIVERSITY

（鄭州大学西亜斯国際学院）

グローバル・コミュニケーション学群海外留学派遣先一覧

- 1 -



お 

- 2 -
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katsu15
タイプライターテキスト
○

katsu15
タイプライターテキスト
◆

katsu15
タイプライターテキスト



- 4 -

katsu15
タイプライターテキスト

katsu15
タイプライターテキスト

katsu15
タイプライターテキスト

katsu15
タイプライターテキスト
■

katsu15
タイプライターテキスト



- 5 -



- 6 -



- 7 -



- 8 -



- 9 -

katsu15
タイプライターテキスト

katsu15
タイプライターテキスト

katsu15
タイプライターテキスト



- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -

katsu15
タイプライターテキスト

katsu15
タイプライターテキスト



- 15 -



- 16 -



- 17 -
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桜美林大学教授会規程 

 

平成８年４月１日制定 

 

（設置） 

第１条 桜美林大学（以下「本学」という。）の学群及び本学学則第４条第１項に定める教

育組織（以下「学群等」という。）に、それぞれ教授会を置く。 

 

（学群長等） 

第２条 本学の学群等に、それぞれ長（以下「学群長等」という。）を置く。 

 ２ 学群長等は、学群等に関する校務をつかさどる。 

 ３ 学群長等は、当該学群等の専任の教授の中から、学長が選出し、常務理事会の議を

経て任命する。 

 ４ 学群長等の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

（教授会） 

第３条 教授会は、学群長等及び学群等の専任の教授をもって組織する。 

 ２ 教授会は、その定める規定に基づいて、専任の准教授その他の専任の教員を加える

ことができる。 

 

第４条 教授会は、学群長等が必要と認めたとき、又はその構成員の３分の１以上の要求

があったときは、これを開くものとする。 

 

第５条 教授会は、学群長等が招集し、その議長となる。 

 ２ 学群長等に事故があるとき。又は欠けたときは、学長が臨時に選出した者、又は新

たに選出した者が招集し、議長となる。 

 

第６条 教授会は、構成員の３分の２以上の出席をもって開会する。ただし、校務による

不在者は構成員数から除くことができる。 

 

第７条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるもの

とする。 

 （１）学生の入学、卒業 

 （２）学位の授与 

 （３）前２号に掲げるもののほか、教育課程の編成等教育に関する重要な事項で、教授
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会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの 

 ２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学群長等（以下「学長等」という。）

がつかさどる教育に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述

べることができる。 

 

第８条 削除 

 

第９条 教授会は、当該教授会に属する者のうちの一部の者をもって構成される代議員会

を置くことができる。 

 

第 10条 この規程に定めるもののほか、教授会の組織及び運営について必要な細則は、教

授会が定める。 

 

（規程の改廃） 

第 11条 この規程の改廃は、教育研究評議会の議を経て常務理事会が行う。 

 

附 則 

 この規程は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 19年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 20年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 26年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 
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桜美林大学学系会議規程 

 

平成 19年３月 19日制定 

 

（設置） 

第１条 桜美林大学（以下「本学」という。）の学系に、それぞれ学系会議を置く。 

 

（学系長） 

第２条 本学の学系に、それぞれ長（以下「学系長」という。）を置く。 

 ２ 学系長は、学系に関する校務をつかさどる。 

 ３ 学系長は、当該学系の専任の教授の中から、学長が選出し、常務理事会の議を経て

任命する。 

 ４ 学系長の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

（学系会議） 

第３条 学系会議は、学系長及び学系の専任の教授をもって組織する。 

 ２ 学系会議は、その定める規定に基づいて、専任の准教授その他の専任の教員を加え

ることができる。 

 

第４条 学系会議は、学系長が必要と認めたとき、又はその構成員の３分の１以上の要求

があったときは、これを開くものとする。 

 

第５条 学系会議は、学系長が招集し、その議長となる。 

 ２ 学系長に事故があるとき、又は欠けたときは、学長が臨時に選出した者、又は新た

に選出した者が招集し、議長となる。 

 

第６条 学系会議は、構成員の３分の２以上の出席をもって開会する。ただし、校務によ

る不在者は構成員数から除くことができる。 

 

第７条 学系会議は、教員の教育研究業績の審査等研究・人事に関する重要な事項で、学

系会議の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるものに対し、意見を述べるも

のとする。 

 ２ 学系会議は、前項に規定するもののほか、学長及び学系長（以下「学長等」という。）

がつかさどる研究・人事に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意

見を述べることができる。 
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第８条 削除 

 

第９条 学系会議は、当該学系に属する者のうちの一部の者をもって構成される学系代議

員会を置くことができる。 

 ２ 学系代議員会の組織及び運営については、学系会議が定める。 

 

第 10 条 この規程に定めるもののほか、学系会議の組織及び運営について必要な細則は、

学系会議が定める。 

 

（規程の改廃） 

第 11条 この規程の改廃は、教育研究評議会の議を経て常務理事会が行う。 

 

附 則 

 この規程は、平成 19年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 20年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 26年９月４日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 
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桜美林大学自己点検・評価委員会規程 

 

平成６年 10月 11日制定 

 

（設置） 

第１条 桜美林大学学則（昭和 41 年１月 25 日制定）第１条に定める本学の目的を達成す

るため、教育研究活動等の状況を点検・評価するとともに、本学の教育研究水準の向上

を計り、教育機関としての改善に資するために自己点検・評価委員会（以下「委員会」

という。）を置く。 

 

（委員会） 

第２条 委員会は、次の者をもって組織し、委員長は担当副学長をもって充てる。 

 （１）担当副学長 

 （２）大学教育開発センター長 

 （３）総合研究機構長 

 （４）図書館長 

 （５）大学院より１人 

 （６）各学群より１人 

 （７）教育基本組織以外の教育組織より１人 

 （８）各学系より１人 

 （９）事務職員より若干名 

 （10）その他委員長が必要と認める教職員 

 ２ 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

 ３ 第１項第５号から第 10号の委員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

第３条 委員会は、次に掲げる事項について点検・評価を行う。 

 （１）大学・学群・研究科・学系等の理念と目的 

 （２）教育・研究上の組織及び活動 

 （３）教育課程 

 （４）施設・設備・図書館 

 （５）学生の受入及び学生生活への配慮 

 （６）管理運営・財政 

 （７）その他委員長が必要と認めた事項 

 

第４条 委員会には、必要に応じて小委員会（実務専門組織）を設けることができる。 
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（事務） 

第５条 委員会に関する事務は、大学教育開発センター事務室が行う。 

 

（規程の改廃） 

第６条 この規程の改廃は、教育研究評議会の議を経て常務理事会が行う。 

 

附 則 

 この規程は、平成６年 10月 11日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 13年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 20年５月 28日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 23年７月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 
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桜美林大学大学教育開発センター規程 

 

平成 20年５月 20日制定 

 

（設置） 

第１条 桜美林大学（以下「本学」という。）に、大学教育開発センター（以下「センター」

という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 センターは、本学の授業（大学院にあっては研究指導を含む。）の内容及び方法の

改善を図るための組織的な研修及び研究を支援・推進すること並びに本学の教育活動等

の状況を明らかにして、広く国内外の理解と支持を得るための諸施策を支援・推進する

ことを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）教育の質的向上に向けた諸施策の調査・研究開発に関すること。 

 （２）ファカルティ・ディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）及びスタッフ・ディ

ベロップメント（以下「ＳＤ」という。）の企画・立案に関すること。 

 （３）認証評価に関すること。 

 （４）教育関連の情報・データの調査及び分析に関すること。 

 （５）その他センターの目的達成のために必要な事業 

 

（組織） 

第４条 センターに、前条の事業を円滑に進めるため、次の部門を置く。 

 （１）調査・研究開発部門 

 （２）ＦＤ・ＳＤ部門 

 （３）情報評価・分析（ＩＲ）部門 

 ２ 前項の部門に、小委員会を置くことができる。 

 

（構成員） 

第５条 センターは、次の者をもって構成する。 

 （１）センター長 

 （２）部門主任） 

 （３）研究員 
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（センター長） 

第６条 センター長は、センターに関する校務をつかさどる。 

 ２ センター長は、本学の専任の教職員の中から、学長が選出し、常務理事会の議を経

て任命する。 

 ３ センター長の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

第７条 削除 

 

（部門主任） 

第８条 部門主任は、部門を統括する。 

 ２ 部門主任は、次条で定める研究員の中から、センター長の推薦に基づき、学長が委

嘱する。 

 ３ 部門主任の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

（研究員） 

第９条 研究員は、本学の専任教職員の中から、センター長の推薦に基づき、当該教職員

が属する組織の長の同意を得て、学長が委嘱する。 

 ２ 研究員の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。 

 ３ 第１項及び前項の規定にかかわらず、学長が特に必要と認めるときは、センターに、

専任の教授、准教授、講師、助教、助手を置くことができる。 

 

（客員研究員） 

第 10条 センターに、客員研究員を置くことができる。 

 ２ 補助研究員については、学長が定める。 

 

（補助研究員） 

第 11条 センターに、補助研究員を置くことができる。 

 ２ 補助研究員は、本学大学院生又は本学大学院を修了した者の中から、センター長の

推薦に基づき、学長が委嘱する。 

 ３ 補助研究員の任期は、２年以内とする。 

 

（事務室） 

第 11条の２ センターに、事務室を置く 

 

（センター会議） 
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第 12条 センターに、センター会議を置き、センターの運営その他必要な事項を審議する。 

 ２ センター会議は、センター長が招集し、その議長となる。 

 ３ センター会議は、第５条に定める者をもって構成する。 

 ４ センター長は、必要があると認めるときは、関係の教職員及び学外有識者等にセン

ター会議への出席を求め、意見を聞くことができる。 

 

（規程の改廃） 

第 13条 この規程の改廃は、常務理事会の議を経て行う。 

 

附 則 

 この規程は、平成 20年５月 28日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 
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科目  自己実現とキャリアデザイン 

担当教員 長濱 昭夫 

単位数 ２単位 

授業概要 

社会人となるための心構えと，現代社会が社会人に求めているものは何かを

考えることが目的である。また，卒業後の自分を思い描きながら，どのよう

な学生生活を送るのか，大学で学ぶ意義を考える機会を設ける。具体的には，

（１）国内外の社会情勢を知る，（２）ゲストスピーカーによる体験談，（３）

社会人として求められるマナーの基本を学ぶ。適宜グループディスカッショ

ンを取り入れ，他者と語り合うことで自分自身を見つめ直す機会とする。 

到達目標 

１） 社会人になるための心構えやマナーを理解する 

２） 「働く」意義を理解する 

３） 社会の仕組みに目を向けて，社会と自分のかかわりを考える 

４） 自分自身を見つめ直し，自分の将来を考え，自分の意見を明確に 

述べる 

５） 自己実現のために自分に何が足りないかを理解し，大学生活で何   

をすべきかを考える 

６） 授業で学んだことや考えたことをわかりやすく，論理的に述べる 

授業計画 

【ねらい】 

「働くこと」「学ぶこと」「生きること」について，しっかり自分と向き合う

時間とする。必ずしも知識の習得だけを目的としない。激動の 21世紀の世

界と社会について理解を深め，自分との繋がりについて学ぶ中で，自らの目

指す進路を考えていく場とする。また併せて，大学での学びの姿勢が，社会

人となった際に，どのように仕事に繋がっていくかについても考察する。授

業は講義形式であるが，ディスカッションの機会も多く持つ。 

◎これからの大学生活をどう過ごすのか自ら考える 

◎今までの自分を振り返り，これからの自分の個性や可能性を発見する 

◎社会及び世界並びに他者に目を向け、自分との関わりを理解する 

◎社会の仕組みを学び，良き社会人となるための心構えを身に付ける 

【スケジュール】 

第１回 オリエンテーション（講座全体の概要・ねらい 課題提出要領の説

明） 

第２回 激動の 21世紀に生きるⅠ第３回 人類の歩みと社会の仕組みⅠ 

第４回 私の職業体験から 

第５回 外部講師による講話 

第６回 人類の歩みと社会の仕組みⅡ   

第７回 学びの姿勢と仕事の姿勢 
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授業計画 

第８回 激動の 21世紀に生きるⅡ 

第９回 自分自身を知るということ 

第 10回 人類の歩みと社会の仕組みⅢ  

第 11回 激動の 21世紀に生きるⅢ  

第 12回 社会の仕組み   

第 13回 激動の 21世紀に生きるⅣ   

第 14回 差別のない社会    

第 15回 講座まとめと振り返り及びレポート執筆 

授業時間外 

学習 

【授業全体の授業時間外学習】 

授業では考える材料を多く投げかけるため，必ずノートを作成すること。授

業後，作成したノートを基に授業内容について必ず復習すること。 

また，授業期間中に４つの課題を与える。２つは，「自分についての作文」

とする。１つは，「短編小説の読後感想」とする。１つは，期末に講義で扱

ったテーマについての「リストアップ作業」とする。なお，学期末に講座の

振り返りを行う。 

評価基準 

本授業の目標は，「社会人となるための心構えと，現代社会が社会人に求め

ているものは何かを考え，自分の意見を明確に述べ，大学生活で何をすべき

かを考えられるようになる」ことである。 

授業取組姿勢（ディスカッションを含む）及び小レポート，課題提出，学期

末の振り返り等を指標として，総合的にその到達度合いを測り，以下の通り

評価する。 

Ａ：特に優秀な成績 

Ｂ：すぐれた成績 

Ｃ：一応の要求を満たす成績 

Ｄ：合格と認められる最低の成績 

Ｆ：不合格 



資料 23 
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科目 キャリアデザイン I  

担当教員 掛川 真市 

単位数 ２単位 

授業概要 

今日の就職活動は未だ厳しい状況にある。この状況の中で，内定を勝ち取る

には，そのための知識とスキルを身に付け，自信を持って行動することが求

められる。 

授業では，卒業後の進路選択について，知っておくべき事項と就職活動全般

の基礎知識を学び，各自の進路に関して行うべきこと・準備すべきことを学

ぶ。本学のこれまでの進路実績・動向，就職活動のスケジュールと最近の業

界動向，自己分析の方法（各自の強み・弱みを分析），インターンシップの

受け方，情報活用方法等を具体的な資料を基に実践形式で学習する。本授業

は，個人ワーク・グループワークを中心に構成する。多様な価値観に触れる

中で，考え抜く力・伝える力を深める。また，社会で活躍することを前提に

した実践的なプログラムで進めるので，社会人としてのマナーはもとより，

遅刻・欠席のない行動を求める。 

到達目標 

「自己への理解（自分の興味関心や価値観等を知る）」と「社会への理解（様々

な企業や業界を知る）」を繰り返すことにより，自身の進路の選択肢につい

て具体的かつ現実的に考えられるようになる。 

授業計画 

第１回【オリエンテーション】～キャリアデザインⅠで学ぶこと～ 

・キャリアデザインⅠの目標・内容を理解する 

・就職活動を少しだけイメージしてみる 

第２回【企業が求める人材像①】～社会人基礎力を理解する～ 

・自分のキャリアを切り拓く「社会人基礎力」の内容を理解する 

・社会人基礎力測定から自分の強み・弱みとその理由・背景を考える 

第３回【企業が求める人材像②】～就職活動に向けて目標を設定する～ 

・自身の現状を把握し，伸ばす基礎力について目標設定する 

・就職活動等でも活用できる「ＰＤＣＡサイクル」について学ぶ 

第４回【自己理解①】～適性検査解説～ 

・適性検査の結果から自己理解を深める 

・自分自身の働く動機や価値観にふれる 

第５回【自己理解②】～自分のやりがいを発見し，言語化する～ 

・自分自身の働く動機ややりがいといった価値観を深める 

・自分のやりがいや価値観を言語化する 

第６回【社会を見る視点①】～業種・業界理解の意義とその違いを知る～ 

・業種や業界を調べるメリットを理解する 
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授業計画 

・異なる業界について比較し，それぞれ固有の特徴があることを理解する 

第７回【社会を見る視点②】～企業の見方を理解する～ 

・就職活動を進める上で必要となる「企業の見方」をモデル企業の理解を

通じて学ぶ 

・ＰＤＣＡチェックをしてみる 

第８回【社会を見る視点②】～インターンシップを通して企業を理解する～ 

・第７回に引き続き，モデル企業の理解を通じて学ぶ 

・製造業，流通業それぞれを例に，企業の違いを分析する 

第９回【社会を見る視点③】～多様な職種に触れる～ 

・第８回に引き続き，モデル企業の理解を通じて学ぶ 

・企業における職種について考える 

第 10回【自己理解③】～改めて自己理解の意義を確認する～ 

・基礎力と自分の強みとの関連を理解する 

・自分の強みを理解した上でそれを言語化する 

第 11回【自己理解④】～自分らしさを理解する～ 

・ＰＤＣＡの再チェック 

・企業の選択基準を考えてみる 

第 12回【自己理解⑤】～自分のやりたいことを見つける～ 

・適性検査のワークブックを使い，自分自身の働く動機や価値観から自ら

の可能性を広げる 

第 13回【社会を見る視点④】～多様な職業観に触れる～ 

・社会人インタビューを共有，検討し，多様な職業観を理解する 

・その上でインターンシップの意義やメリットを理解し，自分なりの参加

目的や参加意識を明確にする。 

第 14回【適性検査】～筆記試験準備～ 

・企業の選考過程で避けては通れない「適性検査」について理解し，対策

準備に取り掛かる 

第 15回【総まとめ】～春学期のまとめと秋学期に向けた計画を立てる～ 

・今まで進めてきた自己理解を元に言葉で自分自身を第三者に伝える 

・ＰＤＣＡの最終チェックと秋学期に向けた夏休みの過ごし方の行動計画

をたてる 

授業時間外学

習 

社会及び自己への理解を進めるための企業・業界情報の探索や職業適性検査

対策，自己理解を促すアセスメントツールの受検等を課す。 

 

評価基準 

 

本授業の到達目標は，「自己への理解と社会への理解を繰り返すことにより，

自身の進路の選択肢について具体的かつ現実的に考えられるようになる」こ

とである。 
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評価基準 

 

 

 

課題提出や授業態度を指標として，総合的にその到達度合いを測り，以下の

通り評価する。 

Ａ：特に優秀な成績 

Ｂ：すぐれた成績 

Ｃ：一応の要求を満たす成績 

Ｄ：合格と認められる最低の成績 

Ｆ：不合格 
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科目 キャリアデザインⅡ 

担当教員 掛川 真市 

単位数 ２単位 

授業概要 

今日の就職活動は未だ厳しい状況にある。この状況の中で，内定を勝ち取る

には，そのための知識とスキルを身に付け，自信を持って行動することが求

められる。 

授業では，「キャリアデザインⅠ」で学んだ卒業後の進路選択方法の基礎知

識を基に，就職活動のプロセスを具体的に学び，スキルを身につける。実際

の就職活動のプロセスに合わせて，業界・企業研究，志望動機・エントリー

シートの作成，グループディスカッションや面接場面の対応等を学習する。

この授業は，個人ワーク・グループワークを中心に構成する。多様な価値観

に触れる中で，考え抜く力・伝える力を深めていく。また，この授業は，社

会で活躍することを前提にした実践的なプログラムで進めるので，社会人と

してのマナーはもとより，遅刻・欠席のない行動を求める。 

到達目標 

「自己への理解」「社会への理解」をさらに深め，自身の志望する企業や業

界を選択することが出来るようになる。さらに就職活動の具体的な進め方を

学ぶことにより，効率的かつ戦略的な就職活動を行うことが出来るようにな

る。 

授業計画 

第１回【就職活動の進め方】～活動スケジュールと採用環境の理解～ 

・キャリアデザインⅡの目標，ルール，内容を理解する 

・就職活動に関わるスケジュールと採用環境を理解し，行動のタイミング

を具体的にイメージする。 

第２回【企業・業界研究①】～企業選択の方法～ 

・数多く存在する企業の中から選択していく方法を知る 

・その上でいかに企業選択を戦略的に行っていくかを理解する 

第３回【業界研究①】～実際の企業人と会ってみる～ 

・学生が志望する業界や実際に先輩達の採用実績の多い業界等テーマに合

わせて，数教室で業界・企業説明を中心とした講義，質疑応答を行う 

第４回【業界研究②】～実際の企業人と会ってみる～ 

・学生が志望する業界や実際に先輩達の採用実績の多い業界等テーマに合

わせて，数教室で業界・企業説明を中心とした講義，質疑応答を行う 

第５回【業界研究③】～実際の企業人と会ってみる～ 

・学生が志望する業界や実際に先輩達の採用実績の多い業界等テーマに合

わせて，数教室で業界・企業説明を中心とした講義，質疑応答を行う 

第６回【自己理解①】～強みの発見～ 

・自分自身の強み，価値観，興味を理解し，整理する 
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授業計画 

第７回【自己理解②】～適性検査の結果から自分の強みを言語化する～ 

・強み発見テストである適性検査の結果を研究 

・自分の中に内在する強みを自覚し，出来事や背景・理由から強みを言語

化する 

第８回【エントリーシート準備①】～企業選択の際の自分軸をみつける～ 

・エントリーシートとは何かを理解し，準備の方法を知る 

・志望企業を研究する「自分軸」をさらに整理・明確化し，志望動機を書

くための企業理解を深める 

第９回【エントリーシート準備②】～自己ＰＲ作成準備～ 

・これまで発見した自分の強みを元に，自己ＰＲ作成の準備をする 

・自己ＰＲの書き方を理解し，実際に書いてみる 

第 10回【エントリーシート作成】～自己ＰＲ・志望動機の作成～ 

・これまで書いた自己ＰＲをブラッシュアップする 

・自分軸を持った志望動機をブラッシュアップする 

第 11回【エントリーシートの完成】～自己ＰＲ・志望動機の完成～ 

・これまでの学修したことを全て使い，第 10 回で書いたエントリーシー

トを完成させる 

第 12回【面接対策①】～概要と実践～ 

・面接という選考方法を知り，ＶＴＲにて視覚的にも学ぶ 

・実際に体験し，ポイントを理解する 

第 13回【面接対策②】～実践～ 

・模擬面接で面接を体験し，準備すべきことを明確にする 

・面接はトレーニングをすることが必要だと理解する 

第 14回【グループディスカッション①】～概要と実践～ 

・グループディスカッションという選考方法を知る 

・グループディスカッションを客観的に観察し，ポイントを理解する 

第 15回【グループディスカッション②】～実践～ 

・グループディスカッションを体験し，準備すべきことを明確にする 

・グループディスカッションも面接同様，トレーニングをすることが必要

だと理解する 

授業時間外 

学習 

社会及び自己への理解を進めるための企業・業界情報の探索や職業適性検査

対策，自己理解を促すアセスメントツールの受検等を課す。 

評価基準 

本授業の到達目標は， 

・自己への理解と社会への理解をさらに深め，自身の志望する企業や業界を

選択することが出来るようになる 

・就職活動の具体的な進め方を学ぶことにより，効率的かつ戦略的な就職活 
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評価基準 

動を行うことが出来るようになる 

ことである。 

課題提出や授業態度を指標として，総合的にその到達度合いを測り，以下

の通り評価する。 

Ａ：特に優秀な成績 

Ｂ：すぐれた成績 

Ｃ：一応の要求を満たす成績 

Ｄ：合格と認められる最低の成績 

Ｆ：不合格 
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キャリア開発センター長 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア開発センター 全学キャリア開発委員会 

納得感の高い進路選択 

≪大学≫ 
基盤教育院 

ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学群 
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学群 

健康福祉学群 
芸術文化学群 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学群 
 

≪大学院≫ 

国際学研究科 
経営学研究科 
心理学研究科 
言語教育研究科 
老年学研究科 

大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科 

各組織の委員 

キャリア開発センター 

事務職員 
キャリア 

アドバイザー 

自己実現とキャリアデザイン 

キャリアデザインⅠ・Ⅱ 

授   業 

・社会人となるための心構え及 

 び現代社会が社会人に求めて 

 いるもの等、卒業後の自分を 

 思い描きながら、大学で学ぶ 

 意義等を考える機会を設ける 

・卒業後の進路選択について、  

 知っておくべき事項と就職活  

 動の基礎知識やプロセスなど 

 を学ぶ 

・外国人留学生向けのクラスも 

 開設し，さらなる支援強化を 

 図っている 

・就職・進学・留学など学生の 

 進路支援 

・学生が適職を見出せるような 

 相談や指導 

・就職や進路選択に必要な各種 

 情報の提供 

・各種ガイダンスやセミナー、 

 学内合同企業説明会の実施 

・就職・進学のための各種サポ 

 ートプログラム策定と実施 

・インターンシップやボランテ 

 ィアに関する各種情報の提供、 

 紹介、フォロー 

・キャリア支援に関する情報共有 

・課題・検討事項の協議 

【役 割】 

【役 割】 

学生 
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